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地よくシャッターを押すことが出来た。
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公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
は
、
本
年
７
月
に
竣
工
い
た
し
ま

し
た
南
青
山
の
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
へ
移
転
し
、
８
月
22
日
よ
り
業

務
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
長
ら
く
休
館
い
た
し
て
お
り
ま
し

た
「
旅
の
図
書
館
」
に
つ
き
ま
し
て
も
同
所
に
移
り
、
10
月
３
日
に

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

既
に
ご
案
内
の
と
お
り
、
当
財
団
は
２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）、

創
業
１
０
０
年
を
迎
え
た
年
に
「
公
益
財
団
法
人
」
に
移
行
し
、
長

期
経
営
計
画
「
'22
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
も
と
、「
旅
行
・
観
光
分
野
に
お
け

る
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
」
を
目
指
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、本
年
４
月
に
は
、文
部
科
学
省
か
ら
「
学
術
研
究
機
関
」

の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
同
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
こ
う
し
た
事
業
活
動
を
支
え
る
た
め
、

経
済
環
境
の
激
し
い
変
化
に
対
応
で
き
る
財
務
基
盤
の
安
定
を
も
う

ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
検
討
の
結
果
、
当
財
団
の
資
産
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
変
更
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
南
青
山
に
新
た
な
社
屋
を
建
設
し
、
財
務
基
盤
の
安
定
を
図
る
と

と
も
に
、
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
と
し
て
の
活
動
拠
点
を
構
築
す

る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
拠
点
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
産
業
や
観
光
地
の
経
営
、
実
務
に

携
わ
っ
て
い
る
皆
様
、
そ
し
て
研
究
者
の
皆
様
が
、
集
い
交
流
す
る

研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
資
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
的
な
役

割
を
果
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
に
際
し
改
め
て
、
当
財
団
職
員
一
同
、
観
光
に
関
す
る
研

究
活
動
と
旅
の
図
書
館
の
運
営
を
通
じ
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
の

社
会
的
な
役
割
を
着
実
に
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
一
層

の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
し
が　

の
り
ひ
と
）

ご
あ
い
さ
つ事

務
所
移
転
と「
旅
の
図
書
館
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
り
ま
し
て

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社   

会
長　
　

志
賀  

典
人
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1

新
し
い「
旅
の
図
書
館
」の
ご
案
内

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
／
旅
の
図
書
館
長
　

久
保
田
　
美
穂
子

「観光の研究と実務に役立つ
図書館」を目指して

特 集

コ
ン
セ
プ
ト
は

「
観
光
の
研
究
と
実
務
に

役
立
つ
図
書
館
」

　
「
旅
の
図
書
館
」
の
新
し
い
コ
ン
セ
プ

ト
は
、「
観
光
の
研
究
と
実
務
に
役
立
つ

図
書
館
」
で
す
。
観
光
を
研
究
し
て
い
る

方
・
学
ん
で
い
る
方
、
観
光
政
策
の
立
案
、

観
光
産
業
や
観
光
地
の
経
営
や
実
務
に

携
わ
っ
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
広
く
観
光

に
関
す
る
動
向
や
歴
史
に
興
味
を
お
持

ち
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

収
蔵
方
針
を
一
部
変
更
し
、
学
術
的
実

践
的
な
専
門
性
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し

た
た
め
、
全
て
の
蔵
書
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
新
た
に
、
今
回
の
移
転
に

伴
い
当
財
団
の
調
査
研
究
部
門
が
収
集
し

て
き
た
統
計
や
公
開
可
能
な
調
査
研
究

報
告
書
な
ど
も
蔵
書
と
し
て
集
約
し
、
蔵

書
規
模
は
約
６
万
冊
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
文
献
か
ら
〝
研
究
の
種
”

を
、
多
く
の
参
考
事
例
か
ら
観
光
政
策

や
観
光
地
づ
く
り
の
〝
現
場
に
活
か
す
ヒ

ン
ト
”
を
探
す
た
め
に
、
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
た
び
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、

運
営
主
体
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
日
本

交
通
公
社
の
長
期
経
営
計
画
に
基
づ
き
、

組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
も
の

で
、
コ
ン
セ
プ
ト
設
定
の
背
景
な
ど
は
後

述
し
ま
す
。

独
自
の
図
書
分
類
と

専
門
性
・
希
少
性
の
高
い

蔵
書
の
公
開

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
は
、

専
門
性
、
希
少
性
の
高
い
蔵
書
の
公
開
に

つ
い
て
の
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
は
、
観
光
研
究
図
書
に
関
す
る
独
自
分

類
の
導
入
で
す
。

　
一
般
的
な
公
共
図
書
館
や
大
学
図
書
館

は
通
常
、
広
範
な
分
野
の
資
料
を
取
り
扱

い
ま
す
の
で
、
一
般
的
な
分
類
方
法
と
し

て
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
と
い
う

も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
当
館
の
よ
う

に
特
定
分
野
に
集
中
し
て
図
書
を
収
蔵

し
て
い
る
専
門
図
書
館
に
お
い
て
は
、
収
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3 特集◉「観光の研究と実務に役立つ図書館」を目指して
特集 1   新しい「旅の図書館」のご案内

｢旅の図書館」は、2015年（平成27年）10月1日から約1年間の閉館期間を経て2016年（平成28年）10月3日、

東京駅八重洲口から港区南青山へと場所を移してリニューアル開館しました。

本年7月に落成しました南青山の「日本交通公社ビル」内に開館し、当財団の調査研究部門とともに、

これまで以上に専門性を高めて新たな機能の発揮に取り組みます。

本特集は移転後最初の発刊になりますことから、「旅の図書館リニューアル開館記念号」としました。

特集1では、このたびの移転・リニューアルに込めた想いと新しい「旅の図書館」の特徴をまとめ、

併せて具体的な利用方についてご案内します。

　「旅の図書館」は、1978年（昭和53年）、「テーマ
のある旅を応援する図書館」として財団法人日本交
通公社が、八重洲第一鉃鋼ビル１階に開設したもの
です。開館当時の名称は「観光文化資料館」で、当時
から「旅の図書館」という愛称も使われていましたが、
1999年、正式に「旅の図書館」へと改称しました。
　開設の理念としては、当時の当財団西尾壽男会長
が「観光はそれ自体が文化であり、その観光文化を向
上させたい」という言葉を残しています。また開設時
のパンフレットのキャッチコピーは「大きな旅、豊かな
旅へ」「旅立ち前の＂旅立ち”」でした。
　世界各国から集めた図書・地図・資料約1万点、新
聞・雑誌を約70種類集めて無料で公開し、その後、旅
行の下調べに必要な図書をという要望に応えて、日本
各地、世界各国の旅行ガイドブック、時刻表、旅行関
連雑誌、紀行文など、旅行に役立つ資料を充実させ
ました。蔵書数は約3万5千冊規模（雑誌を除く公開

図書のみ）となり、多い年には年間3万7千人の皆様に
ご利用いただくようになりました（1995年）。
　2002年（平成14年）には専門図書館協議会へ加盟
し、図書館に求められる専門性などについて模索し
ながら、「旅の図書館講座」など、図書館を会場とす
るセミナーや講座の開催、蔵書の中からテーマを決め
ての特別展示などにも取り組みました。
　2012年以降、より学術的な専門性を高めようと、観
光研究の専門書や学術書の収集に力を入れ、貴重な
資料のデジタル化や古書・稀

きこ う

覯書の閲覧の開始、学
術ジャーナルの購読・公開などを開始し、2014年（平
成26年）からは、閉館後の図書館を利用して、「たびと
しょCafe」という少人数でゲストを囲み、双方向の情
報・意見交換のできるミニ研究会を主催してきました。
　2015年（平成27年）10月以降、移転のため休館し、
2016年10月、南青山でリニューアルオープンしました。

年 主なできごと

【これまでの旅の図書館】
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蔵
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
一
つ
の
分
野

に
集
約
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
初
め
て
独
自
の
分
類
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

体
系
的
な
分
類
に
適
し
た
十
進
分
類

法
の
長
所
を
活
か
し
つ
つ
、
観
光
分
野
に

特
化
し
た
収
蔵
資
料
の
特
徴
に
対
応
す

る
た
め
、こ
の
た
び
、観
光
研
究
資
料
（
Ｔ

分
類
）、
財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
（
Ｆ

分
類
）、
基
礎
文
献
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
分
類
）
の

３
つ
の
分
類
方
法
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
管
理
運
営
面
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
ご
利
用
の
皆
様
に
と
っ
て
も
目
的

の
図
書
・
資
料
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
お

探
し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

分
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
特
集
２
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
こ
の
た
び
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴

い
、
主
に
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
に
発

行
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
（
古
書・稀
覯
書
）

の
公
開
性
を
高
め
ま
し
た
。
当
館
で
は
、

外
国
の
観
光
政
策
を
日
本
語
に
訳
し
た

戦
前
の
本
、
明
治
期
の
日
本
国
内
の
温
泉

や
観
光
地
の
様
子
を
記
し
た
文
献
、
あ
る

い
は
昭
和
初
期
の
日
本
の
観
光
魅
力
を
英

語
で
紹
介
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
、
国

内
外
の
政
府
組
織
や
旅
行
・
観
光
産
業

界
が
発
行
、
活
用
し
て
き
た
貴
重
な
資
料

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
事
情
等

に
よ
り
予
約
限
定
で
閲
覧
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
新
た
に
書
誌
デ
ー
タ
を

整
理
し
、
専
用
書
架
を
設
置
し
て
、
来
館

時
の
公
開
性
を
高
め
ま
し
た
。

　

希
少
性
の
高
い
資
料
で
す
の
で
閲
覧
に

は
申
請
が
必
要
で
す
が
、
当
時
の
デ
ザ
イ

ン
や
装
丁
な
ど
は
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
、
当
館
１
Ｆ
他
館
内
で
の
企
画

展
示
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

当
財
団
お
よ
び
現
在
の
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
の
原
点
で
あ
り
ま
す

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
発
行
し
て
い
た
雑
誌
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」

（
１
９
１
３
年
創
刊
）
や
、
日
本
で
最
も

長
く
続
い
た
旅
行
雑
誌
「
旅
」（
１
９
２
４

年
創
刊
）
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

専
用
端
末
に
て
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

知
見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

共
有
す
る
観
光
の
研
究
・

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　
「
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
」
に
は
１
０
０

人
規
模
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
可
能
な

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
」
を
設
け
ま
し

た
。

　

図
書
の
あ
る
空
間
の
魅
力
を
活
か
し
、

書
架
に
隣
接
し
た
ホ
ー
ル
や
会
議
室
を
使

用
し
て
、「
た
び
と
し
ょCafe

」（「
図
書

空
間
で
つ
な
ぐ
＆
楽
し
む
研
究
交
流
」
を

合
言
葉
に
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
参

加
者
が
気
軽
に
語
り
合
え
る
場
と
し
て

２
０
１
４
年
度
か
ら
主
催
）
他
各
種
研
究

会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
観
光
の
研
究

や
実
務
に
携
わ
る
皆
様
が
集
ま
り
交
流

で
き
る
機
会
を
増
や
し
ま
す
。

　

図
書
館
の
運
営
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
年

４
月
に
発
足
し
た
「
観
光
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
」
が
中
心
と
な
っ
て
、「
旅
の
図
書
館
」

と
当
財
団
の
調
査
研
究
部
門
が
こ
れ
ま
で

に
得
た
知
見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
多

く
の
皆
様
と
共
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

や
人
と
の
出
会
い
が
生
ま
れ
る
場
を
創
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
「
旅
の
図

書
館
」
で
は
、
気
軽
に
人
が
集
ま
る
場

と
な
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
た
め
、
静
け

さ
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
ブ
ッ
ク
カ

フ
ェ
の
よ
う
に
自
由
で
創
造
的
な
想
像
力

を
刺
激
さ
れ
る
居
心
地
の
良
さ
を
目
指
し

た
空
間
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
（
移

動
壁
）
な
ど
を
活
用
し
た
柔
軟
な
空
間

利
用
を
行
い
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
の

一
部
で
あ
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
会
議
室
Ｂ
エ

リ
ア
や
１
階
の
ガ
ー
デ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
コ
ー

ナ
ー
は
通
常
、「
旅
の
図
書
館
」
の
閲
覧

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

実
践
的
学
術
研
究
機
関
の

図
書
館
と
し
て

  

　

こ
の
よ
う
に
今
回
の
「
旅
の
図
書
館
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
単
な
る
移
転
で
は
な

く
、
収
蔵
方
針
の
変
更
と
コ
ン
セ
プ
ト
の

再
設
定
を
行
い
、
さ
ら
に
は
「
図
書
館
」

と
し
て
の
運
営
に
と
ど
ま
ら
な
い
新
た
な

機
能
発
揮
を
も
志
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
背
景
は
次
の
通
り
で
す
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
は
、

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
の
公
益
法
人

認
定
を
機
に
10
年
後
の
組
織
の
方
向
性

や
活
動
に
つ
い
て
、
全
職
員
が
検
討
会
議

に
参
加
し
、
２
０
２
２
年
（
平
成
34
年
）

を
目
標
と
す
る
「
'22
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う

長
期
経
営
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

国
家
的
戦
略
と
し
て
観
光
の
重
要
性
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が
増
す
中
、
当
財
団
は
、「
観
光
分
野
に

お
け
る
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
」
と

し
て
、
国
や
地
域
の
諸
課
題
に
対
す
る
解

決
力
を
発
揮
で
き
る
組
織
と
な
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
掲
げ
、
こ
の
４
年
間
、
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

調
査
研
究
部
門
は
、
こ
の
「
'22
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
き
、
学
術
論
文
の
執
筆
や
国

際
的
な
学
会
へ
の
発
表
機
会
を
増
や
し
、

本
年
４
月
、
文
部
科
学
省
よ
り
「
学
術

研
究
機
関
」
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
旅
の
図
書
館
」
も
ま
た
同
ビ
ジ
ョ
ン

に
沿
い
、
実
践
的
学
術
研
究
機
関
の
一
翼

を
担
う
専
門
図
書
館
と
し
て
の
取
り
組

図１ 観光文化情報センターの役割

図２ 公益財団法人日本交通公社組織図（2016年4月1日現在）

観光文化情報センター

観光政策研究部

観光地域研究部

観光経済研究部

総 務 部

旅の図書館

企画創発課

企 画 室

総 務 課

編 集 室

経 理 課

会　長

経営執行会議

監　事

評議員会 理 事 会

み
を
進
め
て
き
た
次
第
で
す
。

【
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
発
足
】

　

組
織
と
し
て
は
本
年
４
月
、「
観
光
文

化
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
部
門
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。「
観
光
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
」
は
、「
旅
の
図
書
館
」
を
中
心
と

し
て
「
編
集
室
」
と
「
企
画
室
」
か
ら
な

り
、
図
書
館
運
営
に
加
え
て
、
調
査
研
究

部
門
と
連
携
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
出
版

物
を
通
じ
た
情
報
発
信
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
担
務
し
て
い
ま
す
。

　
「
旅
の
図
書
館
」
の
再
開
を
き
っ
か
け

と
し
て
、「
図
書
空
間
の
あ
る
日
本
交
通

公
社
ビ
ル
」
を
活
か
し
、
観
光
の
研
究
や

実
務
に
携
わ
る
皆
様
が
集
ま
り
交
流
で

き
る
機
会
を
増
や
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

と
も
に
「
観
光
の
研
究
・
情
報
に
関
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
い
う
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

以
上
の
よ
う
に
、「
旅
の
図
書
館
」
は

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
り
、
収
蔵

方
針
や
運
営
に
関
す
る
変
更
を
行
い
ま

し
た
が
、「
観
光
文
化
の
振
興
に
資
す
る
」

と
い
う
開
設
理
念
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
ぞ
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
旅
の
図
書

館
」
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
ま
た
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
会
な
ど
へ
の
参
加
を
通

じ
、
観
光
を
取
り
巻
く
幅
広
い
情
報
の
読

み
解
き
や
意
見
交
換
の
場
に
、
ぜ
ひ
と
も

積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
く
ぼ
た　

み
ほ
こ
）
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②古書・稀覯書は1Ｆを中心に企画展示
を行います
③ガーデンラウンジ。当財団研究員のミー
ティングスペースと閲覧スペースを兼ね
ています

①開放的な空間のライブラリープラザ。雑誌
架を中心に旅の情報コーナーなど新しい情
報が豊富

④エントランスゾーンには、ギャラリーを設け、当財団の
自主研究を中心に企画展を実施します（写真は「観光
資源の評価に関する研究（展示期間：2016/10/3 ～
12/30）」）

❶

❹

❸❷

⑤独自分類によるメインライブラリーの書架
⑥ライブラリー会議室B。通常は閲覧にご利用いただけ
ます
⑦ガイドブックや時刻表のバックナンバーは移動書架
へ収納。開架資料と閉架資料があります
⑧ライブラリーホール全体では研究会などを開催します

❺

❻
❼

❽

１Ｆ

 B1Ｆ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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「旅の図書館」ご利用案内

　1Fでは、主に当財団の刊行物・出版物や学術誌、雑誌、ガ
イドブック、新着図書など、観光の新しい情報を提供してい
ます。
　B1Fには、観光研究・地域研究資料をはじめ、統計資料、古
書・稀覯書、ガイドブックや時刻表など主要な図書・資料を収

蔵しています。専用端末にて海外の観光関連学術誌（5誌）が
閲覧できます。
　B１Fのご利用は入室用のセキュリティカードが必要です。
　B1Fのライブラリー会議室Bエリアは、通常は閲覧スペースと
してご利用いただけます。

〈フロアマップ〉（右ページ）――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

●開館時間：月曜日～金曜日／10:30～17:00
●休館日：土曜日・日曜日・祝日・毎月第4水曜日・

年末年始
※上記以外の臨時休館のお知らせはホームページをご覧くだ
さい。

※シンポジウムや各種会議開催などによる臨時休館、開館時
間やご利用可能スペースが変更になることがございます。
旅の図書館のホームページや館内にて最新の情報をご案内
いたします。

●入館料：無料

〈開館日・休館日など〉― ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

・	館内には、ふた付きの飲み物はお飲みいただけ
ます（食事は不可）。

・	写真撮影は原則禁止です。
・	携帯電話のご利用については、マナーモードに設
定の上、通話は１Fエントランス・ギャラリーエ
リア、B1Fエレベーター周辺でご利用ください。

・	館内は禁煙です。
・	1FとB1Fにコピー機がございます。著作権法に定
められた範囲でご利用いただけます。料金は白
黒20円、カラー50円です。

・	パソコンはお持ち込みいただけます。

〈お願い〉―――――――――――――――――――

　館内のご利用にあたっては、1F受付カウンターにてご利用
の手続きをお願いします。

●1Fのみご利用の方
①受付カウンターで利用申請書にご記入ください。
②利用者証をお受け取りください。
③退館時に利用者証を受付カウンターにご返却ください。

●全館（1F、B1F）ご利用の方
①受付カウンターで利用申請書にご記入ください（運転免許
証、学生証など、ご本人確認ができる身分証明書をご提示
ください）。

②利用者証（セキュリティカード付）をお受け取りください。
③退館時に利用者証（セキュリティカード付）を受付カウン
ターにご返却ください。

※たびとしょカードについて
本館を繰り返しご利用いただく場合は「たびとしょカード」
が便利です。カードをご提示いただくだけで毎回の利用申
請書への記入が不要になります。
・カード発行手数料や年会費は無料です。
・カードの発行は受付カウンターで承ります。

〈ご利用方法〉――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

・本の館外貸し出しは行っておりません。
・古書・稀

きこう

覯書の他、古い時刻表の一部、統計資料の一部は
閉架資料です。閲覧申請用紙にご記入の上、スタッフにお申し
出ください（ホームページからの申請も可能です）。

〈資料の閲覧〉――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

<アクセス>
〒107-0062  東京都港区南青山二丁目7番29号　日本交通公社ビル　

東京メトロ銀座線、半蔵門線、都営大江戸線「青山一丁目」5番出口から徒歩3分
TEL：03-5770-8380   Email:tabitosho_info@jtb.or.jp
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2

「
旅
の
図
書
館
」蔵
書
の
紹
介

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
旅
の
図
書
館
副
館
長
・
主
任
研
究
員
　

大
隅
　
一
志

　
「
旅
の
図
書
館
」
は
、
旅
行
・
観
光
に

関
す
る
図
書
・
資
料
だ
け
を
集
め
る
国
内

で
も
数
少
な
い
専
門
図
書
館
で
す
。
蔵
書

の
収
蔵
方
針
や
資
料
分
類
の
考
え
方
、
蔵

書
の
概
要
お
よ
び
特
徴
的
な
図
書
・
資
料

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）蔵
書
の
収
蔵
方
針
と
分
類
方
法

　

①
収
蔵
方
針

　

１
９
７
８
年
（
昭
和
53
年
）
の
開
設
以

来
、「
旅
の
図
書
館
」
で
は
、
世
界
各
国

の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
か
ら
観
光
研
究
の

専
門
書
・
学
術
書
ま
で
、
多
様
な
利
用

者
層
に
応
え
ら
れ
る
図
書
・
資
料
を
幅
広

く
収
集
し
て
き
ま
し
た
。

　

新
た
な
図
書
館
で
は
、
学
術
研
究
機

関
で
あ
る
当
財
団
本
部
と
の
一
体
化
を
機

に
、
こ
れ
ま
で
調
査
研
究
活
動
の
中
で
収

集
し
て
き
た
資
料
を
統
合
し
、
よ
り
観
光

の
研
究
者
や
実
務
者
向
け
の
専
門
資
料

の
充
実
を
図
り
公
開
を
す
る
こ
と
と
し
、

以
下
の
よ
う
な
収
蔵
方
針
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

【
収
蔵
方
針
見
直
し
の
方
向
】

 

・
観
光
の
研
究
・
実
務
の
参
考
に
資
す
る

図
書
・
資
料
を
重
点
的
に
収
蔵
す
る
。

︱
観
光
・
旅
行
に
関
す
る
文
献
・
研

究
書・実
務
書
、
調
査
研
究
報
告
書
、

観
光
統
計
資
料
、
学
術
誌
・
研
究

雑
誌　

な
ど
（
当
財
団
の
刊
行
物
・

出
版
物
、
公
開
可
能
な
調
査
研
究

報
告
書
な
ど
を
含
む
）

 

・
旅
行
お
よ
び
観
光
地
に
関
す
る
資
料

は
、
調
査
研
究
に
必
要
な
最
新
情
報

を
得
る
こ
と
を
目
的
に
厳
選
し
て
収

集
す
る
。
古
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
過

去
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
調
査
研
究
の
た

め
の
文
献
、
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
と
し

て
の
価
値
を
考
慮
し
資
料
を
選
別
し
、

長
期
的
に
収
蔵
す
る
。

︱
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
地
図
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
観
光
地
の
旅
行
案
内
・
観
光

地
事
情
、
時
刻
表
、
機
内
誌
、
旅

行
雑
誌　

な
ど

　

②
図
書
・
資
料
の
分
類

　

移
転
前
ま
で
の
「
旅
の
図
書
館
」
に
お

け
る
図
書
・
資
料
の
分
類
で
は
、
公
共
図

書
館
や
大
学
図
書
館
な
ど
が
一
般
的
に
用

い
る
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
を
用

＊分類名については、広義の意味での「観光」を前提とする

図１　収蔵資料の3つの分類方法

T0
T1
T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9

F0
F1
F2
F3
F4
F5
F6
F7
F8
F9

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

観光原論・概論
観光者・観光活動（Ⅰ）
観光者・観光活動（Ⅱ）
観光地・観光資源（Ⅰ）
観光地・観光資源（Ⅱ）
観光産業
観光計画・開発
観光政策
観光経営・経済
観光と社会・文化・環境

財団（JTBF）関係資料
JTB関係資料
統計・白書
ガイドブック
旅行商品パンフレット
時刻表・機内誌
古書・貴重資料
映像・デジタル資料

保存資料

総記
哲学
歴史
社会科学
自然科学
技術・工学
産業
芸術・美術
言語
文学

【対象】観光研究分野の専門図書・資料 【対象】財団関係資料及び特徴的な収蔵資料 【対象】観光・旅行に関わる基礎的文献

　　Ｔ分類（観光研究資料） Ｆ分類（財団コレクション資料）　 ＮＤＣ分類（基礎文献）独自分類独自分類
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9 特集◉「観光の研究と実務に役立つ図書館」を目指して
特集2「旅の図書館」蔵書の紹介

い
て
き
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
新

た
な
図
書
館
で
は
、
蔵
書
の
特
徴
を
踏
ま

え
つ
つ
、
よ
り
観
光
の
専
門
性
に
対
応
さ

せ
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
２
つ
の
独
自

分
類
を
含
む
３
つ
の
分
類
方
法
を
用
い
て

管
理
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

①	

Ｔ
（T

ourism
）
分
類
：
観
光
研
究

資
料

②	

Ｆ
（Foundation

）
分
類
：
財
団
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
（
当
財
団
が
所
蔵

す
る
特
徴
的
な
資
料
）

③	

Ｎ
Ｄ
Ｃ
分
類
：
観
光
・
旅
行
に
関
わ

る
基
礎
文
献

　

２
つ
の
独
自
分
類
の
詳
細
は
、（
２
）

以
降
の
主
な
資
料
の
分
類
・
種
別
の
蔵
書

紹
介
の
中
で
解
説
し
ま
す
。

　

③
蔵
書
数

　
「
旅
の
図
書
館
」
の
蔵
書
数
は
、
３
つ

の
分
類
別
に
見
る
と
、

・
Ｔ
分
類
（
観
光
研
究
資
料
）：
約

８
０
０
０
冊

・
Ｆ
分
類（
財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
）：
約

２
万
７
０
０
０
冊（
保
存
資
料
を
含
む
）

 

・	

Ｎ
Ｄ
Ｃ
分
類
（
観
光
・
旅
行
に
関
わ
る

基
礎
文
献
）：
約
１
万
３
０
０
０
冊

と
な
り
、
全
体
で
は
雑
誌
な
ど
を
含
め
て

約
６
万
冊
の
蔵
書
規
模
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
資
料
の
分
類
別
・
種
別
の
蔵
書

数
の
内
訳
は
表
１
の
通
り
で
す
。

　

以
下
、
資
料
の
分
類
・
種
別
ご
と
に
蔵

書
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

（
２
）観
光
研
究
資
料（
Ｔ
分
類
）

　

観
光
学
は
、
単
一
の
学
問
で
は
な
く
、

歴
史
学
や
地
理
学
、
社
会
学
、
人
類
学
、

心
理
学
、
経
営
学
、
経
済
学
、
統
計
学
、

都
市
計
画
学
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
既
存
の
学

問
領
域
を
使
っ
て
観
光
の
諸
事
象
を
分

析
・
研
究
す
る
も
の
で
、
極
め
て
学
際
的

な
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
観
光
に
関
す
る

研
究
図
書
も
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
及
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
観
光
研
究
資

料
を
分
類
す
る
場
合
、
一
般
的
に
用
い
ら

れ
る
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
で
は
、

第
一
次
区
分
「
６
（
産
業
）」
→
第
二
次

区
分
「
68
（
運
輸
・
交
通
）」
→
第
三
次

区
分
「
６
８
９
（
観
光
事
業
）」
と
、
第

三
次
区
分
の
一
つ
に
集
約
さ
れ
て
し
ま
い
、

詳
細
な
分
類
に
は
適
用
で
き
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、観
光
研
究
資
料
の
分
類
に
は
、

そ
れ
に
対
応
し
た
分
類
が
必
要
で
す
が
、

我
が
国
で
は
ま
だ
観
光
学
の
体
系
が
十
分

確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
当
財
団

で
は
約
１
年
を
か
け
十
進
分
類
法
を
用
い

た
観
光
研
究
資
料
に
対
す
る
独
自
分
類

「
Ｔ
（T

ourism
）
分
類
」
を
構
築
し
ま

し
た
。

　

Ｔ
分
類
で
は
、
Ｔ
０
～
Ｔ
９
ま
で
の
第

一
次
区
分
（
大
分
類
）
の
も
と
、
さ
ら
に

第
二
次
区
分
（
中
分
類
）
を
行
い
、
よ
り

詳
細
な
分
類
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は

第
三
次
区
分
ま
で
設
定
し
て
い
ま
す
（
表

２
）。
今
後
は
、
運
用
を
図
り
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
Ｔ
分
類
に
よ
っ
て
登
録

さ
れ
て
い
る
観
光
研
究
資
料
は
約

８
０
０
０
冊
。
国
内
外
の
観
光
研
究
の
専

門
書
を
は
じ
め
、
官
公
庁
や
当
財
団
を
含

む
研
究
機
関
な
ど
の
調
査
研
究
報
告
書

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
以
下
、
第
一
次
区
分

別
に
、
主
な
図
書
・
資
料
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

■
観
光
原
論
・
概
論
〈
Ｔ
０
〉

　

観
光
学
に
関
す
る
原
論
・
概
論
（
観

光
用
語
や
事
典
な
ど
を
含
む
）、
観
光
・

余
暇
・
レ
ジ
ャ
ー
の
概
念
や
本
質
に
関
す

る
も
の
、
国
内
外
の
旅
・
観
光
の
歴
史
や

文
芸
（
紀
行
・
文
学
な
ど
）、
観
光
の
理

論
な
ど
、
観
光
学
の
基
本
と
な
る
資
料
群

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

■
観
光
者
・
観
光
活
動
〈
Ｔ
１
・
Ｔ
２
〉

　

観
光
者
（
旅
行
者
）
の
視
点
か
ら
分

類
し
た
も
の
で
、「
Ｔ
１
（
観
光
者
・
観

光
活
動
（
Ⅰ
））」
で
は
観
光
者
の
行
動
・

種別 蔵書数（冊数） 備考
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特集2「旅の図書館」蔵書の紹介

心
理
や
各
種
観
光
活
動
、「
Ｔ
２（
観
光
者・

観
光
活
動
（
Ⅱ
））」
で
は
日
本
人
の
国
内

旅
行
・
海
外
旅
行
、
訪
日
外
国
人
の
旅
行

（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）、
海
外
（
各
国
）
の
旅

行
者
動
向
な
ど
、
主
に
旅
行
市
場
の
動

向
に
関
す
る
も
の
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｔ
２
で
は
、
旅
行
市
場
の
動
向

分
析
な
ど
を
行
っ
た
研
究
資
料
を
主
と
し

て
お
り
、
統
計
的
な
デ
ー
タ
や
資
料
に
つ

い
て
は
、「
Ｆ
分
類
（
Ｆ
２：統
計・白
書
）」

で
扱
っ
て
い
ま
す
。

■
観
光
地
・
観
光
資
源
〈
Ｔ
３
・
Ｔ
４
〉

　

観
光
地
・
観
光
資
源
に
関
す
る
資
料

に
つ
い
て
、
２
つ
の
第
一
次
区
分
を
用
い

て
分
類
し
て
い
ま
す
。「
Ｔ
３
（
観
光
地
・

観
光
資
源
（
Ⅰ
））」
で
は
、
特
に
観
光
地

理
学
的
な
視
点
か
ら
自
然
観
光
地
、
歴

史
観
光
地
、
温
泉
地
、
島
嶼
、
都
市
、
農

山
漁
村
・
過
疎
地
域
な
ど
の
観
光
地
タ
イ

プ
に
分
類
し
、リ
ゾ
ー
ト
を
加
え
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
各
観
光
地
タ
イ
プ
の
発
展
過

程
や
観
光
地
と
し
て
の
諸
課
題
、
観
光
地

づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
図
書
・
資
料
を
集

め
、
自
然
資
源
、
歴
史
・
文
化
資
源
、
温

泉
資
源
と
い
っ
た
観
光
資
源
に
つ
い
て

も
、
関
係
の
深
い
観
光
地
タ
イ
プ
の
中
で

扱
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア
ー
バ
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
都
市
観
光
）、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
観
光
の
潮
流
と
し

て
登
場
し
て
き
た
各
種
テ
ー
マ
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
も
、
関
係
の
深
い
観
光
地

タ
イ
プ
の
中
に
含
め
て
い
ま
す
。

　
「
Ｔ
４
（
観
光
地
・
観
光
資
源
（
Ⅱ
））」

で
は
、
観
光
資
源
論
の
他
、
世
界
遺
産
や

産
業
遺
産
な
ど
の
認
定
地
域
、
お
よ
び
土

木
・
建
築
、
公
園
緑
地
・
環
境
、
情
報
な

ど
の
観
光
基
盤
（
イ
ン
フ
ラ
）
に
関
す
る

も
の
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

■
観
光
産
業
〈
Ｔ
５
〉

　

旅
行
業
、
運
輸
（
交
通
）
業
、
宿
泊
業
、

飲
食
・
土
産
物
業
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
産
業
、
観

光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
ガ
イ
ド
業
な

ど
の
観
光
産
業
の
業
種
別
に
、
各
産
業
の

特
性
や
歴
史
、
業
界
動
向
、
関
連
制
度
、

事
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
に
関
す
る
も
の
を
扱

っ
て
お
り
、最
も
多
く
の
蔵
書
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
運
輸
（
交
通
）
業
、
飲
食・

土
産
物
業
、
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
つ
い
て
は
、
第
三
次
区
分
に
よ
り
詳

細
分
類
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
観
光
計
画
・
開
発
〈
Ｔ
６
〉

　

観
光
の
調
査
・
計
画
・
開
発
に
関
す
る

資
料
群
で
、
当
財
団
が
長
年
関
わ
っ
て
き

た
観
光
地
の
調
査
・
計
画
や
観
光
地
づ
く

り
な
ど
調
査
研
究
活
動
の
中
で
収
集
し
て

き
た
資
料
を
は
じ
め
、
観
光
交
通
計
画
や

景
観
計
画
に
関
す
る
資
料
が
あ
り
ま
す
。

　
「
観
光
地
計
画
（
Ｔ
62
）」
に
は
、
観
光

計
画
の
手
法
や
計
画
論
に
関
す
る
資
料
の

他
、
都
道
府
県
や
広
域
、
市
町
村
な
ど
が

策
定
し
た
観
光
振
興
計
画
資
料
（
報
告

書
）
も
あ
り
ま
す
。「
観
光
地
づ
く
り
（
Ｔ

67
）」
に
は
、
観
光
地
の
活
性
化
や
観
光

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
や
取
り
組
み
事
例
な
ど
に
関
す
る

資
料
も
多
く
、
観
光
地
の
実
務
の
参
考
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
観
光
政
策
〈
Ｔ
７
〉

　

日
本
の
観
光
政
策
、
都
道
府
県
・
市

町
村
の
観
光
行
政
、
国
際
レ
ベ
ル
や
海
外

各
国
の
観
光
政
策
な
ど
に
関
す
る
資
料

を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
日
本
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
は
、

我
が
国
の
観
光
の
基
本
的
な
政
策
に
関
す

る
各
種
資
料
を
集
め
る
と
と
も
に
、
省
庁

別
に
政
策
や
調
査
報
告
書
な
ど
を
分
類

し
、
各
省
庁
の
観
光
に
関
す
る
施
策
の
動

き
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

■
観
光
経
営
・
経
済
〈
Ｔ
８
〉

　

観
光
（
観
光
事
業
）
の
経
営
や
経
済

に
関
す
る
資
料
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
観
光
経
営
に
つ
い
て
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
観
光
事
業
・
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
の
経
営
、
観
光
人
材
・
組
織
な
ど

に
よ
り
分
類
し
て
い
ま
す
。
ま
た
観
光
地

を
対
象
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
手
法
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
に
関
す
る
資
料
は
、「
観
光
地
経

営
（
Ｔ
85
）」
と
し
て
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
経
済
に
関
し
て
は
、
観
光
経
済
全

般
と
観
光
統
計
・
経
済
波
及
効
果
に
関
す

る
も
の
に
区
別
し
て
分
類
し
て
い
ま
す
。

■
観
光
と
社
会
・
文
化
・
環
境
〈
Ｔ
９
〉

　

こ
こ
で
は
観
光
と
関
わ
る
社
会
の
諸
事

象
と
し
て
、
観
光
と
地
域
社
会
・
文
化
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
災
害
と
観
光
復
興
、
環
境
な
ど
を

扱
っ
て
い
ま
す
。

　
「
観
光
と
地
域
社
会・文
化（
Ｔ
91
）」は
、

観
光
人
類
学
・
民
俗
学
的
な
視
点
か
ら
、

風
俗
・
風
習
や
祭
り
・
伝
統
行
事
な
ど
を

通
し
た
観
光
と
地
域
社
会
・
文
化
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
の
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

観
光
研
究
資
料
の
独
自
分
類
を
導
入
し

た
こ
と
は
、
資
料
の
利
用
管
理
を
容
易
に

す
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
研
究
の
動
向
を

捉
え
る
上
で
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
例
え
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い
て
、
長
い
ス
パ
ン
で
そ
の
趨す

う
せ
い勢
を
捉
え

る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

（
３
）地
域
研
究
資
料

 　

地
域
研
究
資
料
は
、
国
内
・
海
外
の

個
別
の
国
や
地
域
・
観
光
地
に
関
す
る
図

書
や
資
料
で
、観
光
研
究
資
料
（
Ｔ
分
類
）

と
地
域
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
文
献

（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
分
類
）
と
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
に
は
、
国
立
公
園
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
観
光
地
や
世
界
遺
産

地
域
、
温
泉
地
、
都
市
や
農
山
漁
村
地

域
な
ど
の
観
光
地
づ
く
り
や
地
域
の
活
性

化
な
ど
、
当
財
団
の
調
査
研
究
活
動
を
通

し
て
収
集
し
て
き
た
地
域
資
料
や
海
外

各
国
の
調
査
資
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
「
旅
の
図
書
館
」
が

多
く
の
利
用
者
に
お
役
立
て
い
た
だ
い
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
地
域
の
歴
史
・
文
化
、

地
誌
、観
光
地
事
情
な
ど
に
関
す
る
図
書・

資
料
も
厳
選
し
て
収
蔵
し
、
地
域
を
深
く

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
地
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
観
光
地

づ
く
り
や
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を

行
う
他
地
域
に
と
っ
て
も
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

（
４
）財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料

 

（
Ｆ
分
類
）

　

当
財
団
の
刊
行
物
・
出
版
物
や
調
査

研
究
報
告
書
、
古
書
・
稀き

こ
う覯

書
な
ど
、
当

財
団
の
所
蔵
す
る
特
徴
的
な
資
料
を
集

め
、「
Ｆ
（Foundation

）
分
類
」
と
し

て
分
類
・
整
理
し
て
い
ま
す
（
表
３
）。

Ｆ
分
類
に
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
資
料
が

あ
り
ま
す
。

■
財
団
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）
関
係
資
料
〈
Ｆ
０
〉

　

当
財
団
の
社
史
や
刊
行
物
・
出
版
物
、

調
査
研
究
報
告
書
な
ど
で
す
。

ば
「
旅
の
図
書
館
」
で
は
２
０
１
１
年
（
平

成
23
年
）
か
ら
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

ま
で
の
最
近
５
年
間
で
約
１
５
０
０
冊
の

図
書
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

受
入
図
書
数
が
多
い
の
は
「
Ｔ
５
．（
観
光

産
業
）」
約
４
０
０
冊
、「
Ｔ
３
．（
観
光
地
・

観
光
資
源
（
Ⅰ
））」
約
２
３
０
冊
、「
Ｔ
９
．

（
観
光
と
社
会
・
文
化
・
環
境
）」約
１
７
０

冊
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
観

光
研
究
図
書
が
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
か

が
年
次
別
に
簡
単
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
図
２
）。
さ
ら

に
第
二
次
区
分
で
見
る
と
、例
え
ば「
Ｔ
９
．

（
観
光
と
社
会
・
文
化
・
環
境
）」
で
は
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
機
に
し

て
「
災
害
と
観
光
復
興
（
Ｔ
94
）」
に
関

す
る
図
書
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
（
図
３
）。
こ
の
よ
う
に
、

分
類
を
よ
り
詳
細
に
、
時
系
列
的
に
見
て

い
く
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つＴ分類による配架資料

T0  原論・概論
T1  観光者・観光活動（Ⅰ）
T2  観光者・観光活動（Ⅱ）
T3  観光地・観光資源（Ⅰ）
T4  観光地・観光資源（Ⅱ）

T5  観光産業
T6  観光計画・開発

T7  観光政策
T8  観光経営・経済

T9  観光と社会・文化・環境

T90  概論･総論

T91  観光と地域社会・文化

T92  ユニバーサルツーリズム

T93  観光とボランティア

T94  災害と観光復興

T95  観光と環境

T99  その他

117
80
88

227
59

393
161

72
108

174

8

52

12

3

77

22

0

0 20 40 60 80
（冊）（冊）

0 100 200 300 400

図3　T9. 観光と社会・文化・環境（2011-2015年） 図2　第一次区分受入数（2011-2015年）

地域研究資料の例（北海道）
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13 特集◉「観光の研究と実務に役立つ図書館」を目指して
特集2「旅の図書館」蔵書の紹介

　

当
機
関
誌
「
観
光
文
化
」
は
、
１
９
７
６

年
（
昭
和
51
年
）
12
月
の
創
刊
以
来
、
毎

号
、
各
時
代
の
観
光
の
ト
ピ
ッ
ク
を
特

集
テ
ー
マ
に
据
え
、
各
テ
ー
マ
に
造
詣

の
深
い
有
識
者
の
方
々
に
執
筆
依
頼
し
、

多
様
で
深
奥
な
知
見
が
凝
縮
さ
れ
た
冊

子
と
し
て
評
価
を
い
た
だ
い
て
き
た
も

の
で
、
本
号
で
２
３
１
号
を
数
え
ま
す
。

２
１
５
号
（
２
０
１
２
年
10
月
発
刊
）
か

ら
は
、
観
光
研
究
分
野
に
お
け
る
研
究
活

動
の
発
表
の
場
と
し
て
内
容
を
刷
新
し
、

研
究
員
に
よ
る
執
筆
と
外
部
専
門
家
の

方
々
か
ら
の
寄
稿
に
よ
る
観
光
文
化
振
興

の
た
め
の
問
題
提
起
、
情
報
提
供
、
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
旅
行

年
報
」（
１
９
８
１
年
〔
昭
和
56
年
〕
か

ら
刊
行
）
は
、
前
年
度
の
観
光
を
取
り
巻

く
旅
行
市
場
や
観
光
産
業
、
観
光
地
、

観
光
政
策
な
ど
に
関
す
る
各
種
統
計
資

料
お
よ
び
当
財
団
独
自
調
査
の
結
果
を

も
と
に
、
お
よ
そ
一
年
間
の
動
向
を
概
観

す
る
も
の
で
す
。
各
年
の
旅
行
・
観
光
を

取
り
巻
く
動
き
を
捉
え
る
と
と
も
に
、
経

年
で
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
時
代
の
変

化
を
読
み
解
く
こ
と
も
で
き
、
旅
行
・
観

温泉まちづくり研究会 
『温泉まちづくり』

「旅行年報」機関誌「観光文化」

旅行業の歴史が分かるJTB関係資料

第一次区分 第二次区分 分類に含まれる内容（キーワード例）
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光
の
動
向
分
析
や
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
と
し

て
も
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
２
０
１
４
年

度
（
平
成
26
年
度
）
版
か
ら
は
、
旅
行

者
の
実
態
や
意
識
調
査
（
当
財
団
の
独
自

調
査
）
や
ア
ジ
ア
８
地
域
・
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
（
日
本
政
策
投
資

銀
行
と
の
共
同
調
査
）
な
ど
の
結
果
も
加

え
、
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
当
財
団
が
50
年
余
り
に
及
ぶ

各
種
調
査
研
究
活
動
の
中
で
成
果
と
し

て
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
も
数
多
く
、
自

主
研
究
を
中
心
に
公
開
可
能
な
調
査
報

告
書
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
研
究
や
観
光

政
策
・
観
光
地
づ
く
り
な
ど
の
実
践
の
場

で
の
参
考
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

当
財
団
の
代
表
的
な
出
版
物
に
つ
い
て

は
、「
特
集
３
：
公
益
財
団
法
人
日
本
交

通
公
社
が
お
薦
め
す
る
「
一
度
は
読
み
た

い
観
光
研
究
書
＆
実
務
書
１
０
０
冊
」」

の
中
で
併
せ
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
係
資
料
〈
Ｆ
１
〉

　

当
財
団
を
設
立
母
体
と
す
る
旅
行
会

社
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
の
社
史
や
各
種
発

行
物
、ニ
ュ
ー
ス
資
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

我
が
国
の
旅
行
業
の
歴
史
や
歩
み
な
ど
を

知
る
上
で
参
考
に
な
り
ま
す
。

■
統
計
・
白
書
〈
Ｆ
２
〉

　

国
内
外
の
主
要
な
観
光
統
計
を
は
じ

め
、
旅
行
業
、
運
輸
・
交
通
、
宿
泊
、
観

光
施
設
な
ど
観
光
に
関
連
す
る
各
種
統

計
・
白
書
・
年
鑑
約
３
０
０
０
冊
を
揃
え

て
い
ま
す
。
各
分
野
別
の
主
な
統
計
資
料

は
、
表
４
の
通
り
で
す
。

　

我
が
国
で
は
、
継
続
的
に
デ
ー
タ
を
捉

え
る
こ
と
の
で
き
る
観
光
統
計
が
少
な
い

こ
と
が
課
題
で
す
。『
観
光
白
書
』『
観
光

の
実
態
と
志
向
』『
大
都
市
住
民
の
観
光

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
』

な
ど
は
30
～
50
年
継
続
し
て
刊
行
さ
れ

て
お
り
、
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
観
光
の
政

策
の
動
き
や
統
計
デ
ー
タ
を
捉
え
る
貴
重

な
資
料
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
当
財
団
で
は
、
調
査
研
究
活
動

の
一
環
で
、
各
都
道
府
県
が
独
自
に
取
り

ま
と
め
て
い
る
観
光
統
計
資
料
に
つ
い
て

も
収
集
し
て
き
て
お
り
、
他
に
は
な
い
統

計
資
料
の
一
つ
で
す
。
旅
の
図
書
館
で
は
、

こ
れ
ら
資
料
の
う
ち
公
開
可
能
な
資
料

を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国内外の観光に関する統計資料の例

国内の観光統計全般

日本人の海外旅行／
訪日外国人旅行

特殊マーケットの旅行

国際的な観光動向

旅行業

運輸・交通

宿泊

観光施設

都道府県の観光統計

その他
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■
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〈
Ｆ
３
〉

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、「
旅
の
図
書
館
」

の
特
徴
的
な
蔵
書
の
一
つ
で
す
。

　

近
年
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、

国
内
で
は
『
る
る
ぶ
情
報
版
』（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）、

海
外
で
は
『
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』『
地

球
の
歩
き
方
』
な
ど
に
限
定
し
て
収
蔵
し

て
い
ま
す
。『
る
る
ぶ
情
報
版
』
は
お
お

む
ね
２
０
０
０
年
以
降
の
全
て
を
収
蔵
し

て
お
り
、『
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
』『
地

球
の
歩
き
方
』
は
５
年
ご
と
に
保
存
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

最
新
の
旅
行
情
報
源
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
掲
載
情
報
（
テ
ー
マ
、
キ
ー
ワ
ー
ド
、

写
真
な
ど
）
か
ら
観
光
地
や
観
光
の
変
化

を
捉
え
る
な
ど
観
光
研
究
の
ア
ー
カ
イ
ブ

資
料
と
し
て
も
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
外
国
人
向
け
に
日
本
を
紹
介
す

る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、「
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
（
ジ
ャ
パ
ン
）（
Ｆ
32
）」
と
し
て

分
類
し
配
架
し
て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
研
究
す
る
上
で
も
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

　

な
お
、
戦
前
の
国
内
外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
も
数
多
く
所
蔵
し
て
お
り
、
特
に
戦
前

の
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
時
代
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
か
ら
は
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
歴
史
や
変
遷
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
古
書
・
貴
重
資
料
〈
Ｆ

６
〉
参
照
）。

■
旅
行
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
〈
Ｆ
４
〉

　

ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
の
代
表
的
旅
行
商

品
『
エ
ー
ス
Ｊ
Ｔ
Ｂ
（
国
内
）』『
ル
ッ
ク

Ｊ
Ｔ
Ｂ
（
海
外
）』
に
つ
い
て
、
１
９
９
０

年
代
以
降
の
ツ
ア
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。
時
代
と
と
も
に
変
化

す
る
旅
行
テ
ー
マ
や
旅
行
ス
タ
イ
ル
、
観

光
地
の
変
化
な
ど
が
、
旅
行
商
品
を
通
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ガイドブックの例

■
時
刻
表
・
機
内
誌
〈
Ｆ
５
〉

　

時
刻
表
も
特
徴
的
な
蔵
書
の
一
つ
で

す
。最
も
古
い
時
刻
表
は
１
８
７
２
年（
明

治
５
年
）「
品
川
横
浜
館
鉄
道
列
車
出
発

時
刻
お
よ
び
賃
金
表
」。
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー

ビ
ー
が
発
行
す
る
時
刻
表
は
１
９
７
３
年

（
昭
和
48
年
）
１
月
号
以
降
は
全
て
所
蔵

し
て
い
ま
す
。
古
い
時
刻
表
は
閉
架
資
料

で
、
申
請
に
よ
っ
て
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

機
内
誌
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ａ
Ｎ

Ａ
、
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
な
ど
国
内
お
よ
び

日
本
に
就
航
し
て
い
る
海
外
航
空
会
社
よ

り
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
る
機
内
誌
（
約
40

誌
）
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　

海
外
航
空
会
社
の
機
内
誌
の
日
本
紹

介
記
事
な
ど
か
ら
は
、
外
国
人
旅
行
者
に

日
本
が
ど
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
か

を
知
る
上
で
参
考
に
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン

時刻表

機内誌
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ド
の
研
究
に
も
役
立
ち
ま
す
。

■
古
書
・
貴
重
資
料
〈
Ｆ
６
〉

　
【
古
書
・
稀
覯
書
】

　

主
に
戦
前
（
お
お
む
ね
１
９
４
０
年
代

以
前
）
を
中
心
に
し
た
観
光
に
関
す
る
貴

重
な
文
献
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
２
３
０
０
冊

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
で
最
初
の

外
客
誘
致
・
斡
旋
機
関
と
し
て
発
足
し
た

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
当
財
団
お
よ
び
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
の

前
身
）
の
生
み
の
親
で
あ
る
木
下
淑
夫
氏

が
収
集
し
た
国
内
外
の
貴
重
な
資
料
（
木

下
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
約
90
冊
を
は
じ
め
、

１
８
８
０
年
代
か
ら
１
９
４
０
年
代
の
文

献
か
ら
は
、
戦
前
の
我
が
国
の
観
光
産
業

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
と
し
た
観
光

政
策
、
観
光
事
業
な
ど
の
動
き
が
分
か
り

ま
す
（
表
５
）。

　

古
書
・
稀
覯
書
は
閉
架
資
料
の
た
め
、

申
請
に
よ
っ
て
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
【「
ツ
ー
リ
ス
ト
」「
旅
」】

　

１
９
１
３
年
（
大
正
２
年
）
に
創
刊
し
、

１
９
４
２
年
（
昭
和
17
年
）
ま
で
刊
行
さ

れ
た「
ツ
ー
リ
ス
ト（T

ourist

）」は
、ジ
ャ

パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
雑

誌
で
、
邦
文
・
英
文
併
記
の
特
徴
を
持
ち
、

ギャラリーに展示中の古書

古書・稀覯書

蔵書の概要

戦
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
我
が
国

の
取
り
組
み
の
動
き
が
分
か
る
貴
重
な
資

料
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
「
旅
」
は
、
１
９
２
４
年
（
大

正
13
年
）
に
発
刊
さ
れ
、
日
本
で
最
も

長
く
続
い
た
旅
行
雑
誌
で
、
我
が
国
の

観
光
の
時
代
変
化
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
２
誌
は
、
創
刊
号
か
ら
、
前
者

は
終
刊
ま
で
、
ま
た
後
者
は
２
０
０
４
年

（
平
成
16
年
）
１
月
号
（
９
２
４
号
）
ま

で
図
書
館
内
で
「
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」と
し
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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木田　拓也（きだ　たくや）
東京国立近代美術館工芸課主
任研究員。石川県生まれ。1993
年早稲田大学第一文学部卒、文
学博士。主な著書として『工芸と
ナショナリズムの現代 「日本的な
もの」の 創出 』（吉川弘 文 館 、
2014年）他。これまでに担当した
企画展は「大阪万博1970 デザイ
ンプロジェクト」（2015年）、「東
京オリンピック1964 デザインプロ
ジェクト」（2013年）など多数。

「
観
光
イ
メ
ー
ジ
を
記
憶
す
る印
刷
メ
デ
ィ
ア
」

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
　
　
木
田
　
拓
也

木田 拓也（きだ たくや）
　東京国立近代美術館主任研
究員。石川県生まれ。1993年早
稲田大学第一文学部卒、文学博
士。主な著書として『工芸とナ
ショナリズムの近代 「日本的なも
の」の創出』（吉川弘文館、2014
年）他。これまでに担当した企画
展は「大阪万博1970 デザインプ
ロジェクト」（2015年）、「東京オリ
ンピック1964 デザインプロジェク
ト」（2013年）など多数。

「
観
光
イ
メ
ー
ジ
を
記
憶
す
る印
刷
メ
デ
ィ
ア
」

東
京
国
立
近
代
美
術
館
　
主
任
研
究
員
　
木
田
　
拓
也

「ようこそ日本へ：1920‐30年代のツーリズムとデザイン」展
会場風景およびポスター、東京国立近代美術館、2016年2月

　

戦
前
期
の
日
本
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
に

焦
点
を
当
て
た
展
覧
会
「
よ
う
こ
そ
日

本
へ
」
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、
東
京
駅
前

に
あ
っ
た
「
旅
の
図
書
館
」（
当
時
）
に

連
日
の
よ
う
に
通
っ
て
い
た
の
は
ち
ょ
う

ど
一
年
ほ
ど
前
の
こ
と
に
な
る
。
移
転
作

業
の
た
め
に
「
旅
の
図
書
館
」
が
間
も

な
く
一
時
休
館
す
る
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
っ
た
た
め
、
や
や
焦
り
を
感
じ
な
が

ら
も
、
戦
前
期
の
貴
重
な
資
料
を
次
々

と
書
庫
か
ら
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

蔵
書
を
手
が
か
り
と
し
て
か
つ
て
の
日

本
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
展
開
を
追
跡
し

た
。

　

戦
前
期
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た

め
に
制
作
さ
れ
た
印
刷
メ
デ
ィ
ア
は
日

本
の
デ
ザ
イ
ン
史
の
な
か
で
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
昨

今
と
同
じ
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
も

ま
た
「
観
光
立
国
」
を
め
ざ
し
、
い
わ

ば
国
策
と
し
て
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

展
開
さ
れ
、
外
貨
獲
得
と
い
う
大
義
の

た
め
に
観
光
宣
伝
に
は
才
能
豊
か
な
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
起
用
さ
れ
た
か
ら
だ
。

　

戦
前
期
の
対
外
宣
伝
誌
と
し
て
は

河
野
鷹
思
や
山
名
文あ

や
お夫
が
表
紙
を
手

が
け
た
グ
ラ
フ
誌
『
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
』

（
１
９
３
４
年
創
刊
）
が
有
名
だ
が
、
観

光
関
係
で
は
、
例
え
ば
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
行
し
た

『
ツ
ー
リ
ス
ト
』（
１
９
１
３
年
創
刊
）
の

表
紙
は
三
越
や
地
下
鉄
の
ポ
ス
タ
ー
で

知
ら
れ
る
杉
浦
非
水
に
よ
る
も
の
だ
し
、

国
際
観
光
局
が
発
行
し
た
『
ト
ラ
ベ
ル
・

イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
』（
１
９
３
５
年
創
刊
）

の
表
紙
は
原　
弘ひ

ろ
む
が
手
が
け
て
い
る
。
当

時
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
と
っ
て
は
、「
美
し

い
日
本
」
を
外
国
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
、
雑
誌
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
は
思
い
切
っ

た
仕
事
が
で
き
る
晴
れ
舞
台
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
お
そ
ら
く
「
旅
の
図

書
館
」
の
書
架
に
は
デ
ザ
イ
ン
史
的
に

見
て
も
重
要
な
作
品
が
ま
だ
た
く
さ
ん

埋
も
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　
「
旅
の
図
書
館
」
は
観
光
に
関
す
る
資

料
が
お
そ
ら
く
国
内
で
最
も
充
実
し
て

い
る
専
門
図
書
館
で
あ
り
、
観
光
研
究

の
拠
点
と
し
て
今
後
も
ま
す
ま
す
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
部
外
者
と
し
て
や
や
勝
手
な
願

望
を
言
わ
せ
て
も
ら
う
な
ら
ば
、
と
も

す
る
と
美
術
館
と
図
書
館
の
は
ざ
ま
で

行
き
場
を
失
い
が
ち
な
エ
フ
ェ
メ
ラ
類

――

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
絵
は
が
き
、
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス
タ
ー

な
ど
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
記
憶
を
と
ど
め

る
印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
集
成
に
も
期
待
し

た
い
。
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（
５
）基
礎
文
献（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
分
類
）

　

旅
の
歴
史
、
民
俗
学
、
観
光
・
旅
行
産

業
関
係
社
史
な
ど
旅
行
・
観
光
の
研
究
の

参
考
と
な
る
基
礎
文
献
資
料
が
あ
り
ま

す
（
雑
誌
の
合
本
を
含
む
）（
表
６
）。

（
６
）学
術
誌
・
雑
誌

　

学
術
誌
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
主
要
な

観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連
学
会
の
学
会

誌
（
約
20
誌
）
を
は
じ
め
、
観
光
に
関
す

る
学
部
や
学
科
な
ど
を
有
す
る
国
内
の
主

要
な
大
学
や
研
究
機
関
の
紀
要（
約
50
誌
）

を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
海
外
学
術
誌
は
、

海
外
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
５
誌
）
を
館
内

で
閲
覧
可
能
で
す
。

　

ま
た
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
研
究
雑
誌
、

観
光
関
係
団
体
な
ど
の
情
報
誌
、
旅
行
雑

誌
、
一
般
情
報
誌
、
地
域
情
報
誌
な
ど
約

１
２
０
タ
イ
ト
ル
を
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」「
観
光
と
ま

ち
づ
く
り
（
前
誌
：
観
光
）」「
月
刊
ホ
テ

ル
旅
館
」「
レ
ジ
ャ
ー
産
業
資
料
」「
地
域

開
発
」「
地
域
づ
く
り
」
な
ど
観
光
に
関

わ
る
主
要
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
合
本
し
て
保
存
し
て
お
り
、
観

光
関
連
産
業
や
観
光
業
界
の
動
き
や
歩

み
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
お
お
す
み　

か
ず
し
）

区分 観光に関する主な蔵書

旅行産業社史

基礎文献の例（民俗学）

旅の歴史や旅行記などのシリーズ本

主要な観光関連学会の学会誌（学術コーナー）

雑誌架（右）・雑誌バックナンバー（左）
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大野 正人（おおの まさひと）
　高崎経済大学地域政策学部
教授。1976年東京大学農学部林
学科・森林風致計画研究室卒。
同年、交通公社綜合開発㈱入社、
リゾート開発、ホテル旅館のコン
サルティングに従事。1991年財団
法人日本交通公社入社、観光
マーケティング、宿泊産業・観光
文化活性化に関する調査研究に
従事。２０１３年より現職。

　

観
光
研
究
に
関
す
る
図
書
・
資
料
は

少
な
く
、
観
光
経
済
や
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
関
し
て
は
信
頼
で
き
る
統
計

デ
ー
タ
が
出
揃
っ
た
の
は
こ
こ
10
年
く

ら
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
た
め
、
社
会
・
経
済
と
観
光
経

営
の
関
係
性
を
研
究
す
る
筆
者
の
立
場

か
ら
見
る
と
、
社
会
・
経
済
に
お
け
る

観
光
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
把
握
す
る
の
に

苦
労
す
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
様
々
な

デ
ー
タ
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
観
光
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
把
握

し
よ
う
と
す
る
と
、
照
ら
し
合
わ
せ
る

べ
き
観
光
統
計
が
無
い
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
過
去
の
観
光
動
向
の
把
握
は
、

様
々
な
業
界
雑
誌
等
に
表
れ
た
断
片
的

な
記
事
、
場
合
に
よ
っ
て
は
当
時
の
宣

伝
広
告
記
事
か
ら
推
し
量
る
と
い
う
気

の
長
い
作
業
と
な
る
。
あ
る
い
は
多
く

の
研
究
者
は
、
過
去
の
事
例
分
析
は
置

い
と
い
て
、
現
在
の
動
向
や
話
題
だ
け

を
追
い
か
け
て
研
究
す
る
こ
と
と
な
り
、

「
現
在
、
こ
ん
な
観
光
が
ト
レ
ン
ド
で
す

よ
＝
過
去
の
観
光
は
間
違
っ
て
い
ま
し

た
よ
」
と
言
う
ス
タ
ン
ス
と
な
る
。
し

か
し
、
観
光
は
社
会
の
価
値
観
や
経
済

の
影
響
を
映
し
出
す
鏡
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
何
故
、
今
ま
で
の
観
光
は
あ
の
よ

う
な
姿
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
要
因

の
検
証
を
し
な
け
れ
ば
、
将
来
の
社
会

経
済
の
変
化
に
よ
っ
て
観
光
が
ど
う
変

化
す
る
の
か
を
類
推
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
は
ず
で
あ
る
。
旅
の
図
書
館
で
過

去
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
動
向
に
つ
い
て
、

雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
や
ホ
テ
ル
の
社

史
な
ど
を
紐
解
い
て
み
る
と
、
当
時
の

観
光
経
営
は
間
違
っ
て
い
た
か
の
よ
う

な
視
点
の
多
く
が
研
究
不
足
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
例
え

ば
、
大
型
団
体
旅
館
が
温
泉
街
の
情
緒

を
失
わ
せ
た
と
い
う
批
判
に
つ
い
て
、
そ

の
要
因
を
社
会
・
経
済
動
向
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
み
る
と
、
木
造
旅
館
の
火
災

発
生
率
が
住
宅
よ
り
も
高
か
っ
た
こ
と
、

旅
行
が
鉄
道
か
ら
バ
ス
、
マ
イ
カ
ー
に

変
化
し
た
の
に
対
し
て
、
温
泉
街
の
駐

車
場
整
備
や
都
市
計
画
が
対
応
で
き
な

か
っ
た
た
め
に
旅
館
は
温
泉
街
外
縁
に

移
転
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
そ

の
た
め
に
温
泉
街
か
ら
の
距
離
が
遠
く

な
り
、
バ
ー
や
ス
ナ
ッ
ク
を
館
内
に
取

り
込
む
方
向
に
向
か
っ
た
こ
と
、
等
々

の
原
因
と
反
省
点
が
見
え
て
く
る
。
こ

の
よ
う
に
、
旅
の
図
書
館
は
他
の
図
書

館
で
は
過
去
の
資
料
と
し
て
捨
て
去
ら

れ
て
い
る
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
強
み
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
国
会

図
書
館
に
行
け
ば
同
様
の
蓄
積
が
あ
る

も
の
の
、
旅
の
図
書
館
の
一
覧
性
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
そ
し
て
商
業
出

版
さ
れ
な
か
っ
た
資
料
こ
そ
宝
の
山
で

あ
る
。
今
後
の
旅
の
図
書
館
に
期
待
す

る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
系
列
で
一
貫
し

て
閲
覧
で
き
る
資
料
、
特
に
様
々
な
観

光
産
業
の
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
や
宣
伝
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
ス
ト
ッ
ク
で
あ
る
。
さ

ら
に
日
本
の
観
光
が
よ
う
や
く
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
て
き
た
現
代
で
は
、
諸
外
国

の
観
光
資
料
の
蓄
積
が
ま
す
ま
す
必
要

と
な
ろ
う
。
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
の
資

料
の
電
子
化
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
吟
味
こ
そ
が
観
光
研

究
機
関
に
付
属
す
る
旅
の
図
書
館
へ
の

期
待
で
あ
る
。

旅
の
図
書
館
へ
の
期
待

―
観
光
研
究
者
の
立
場
か
ら

高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
　
教
授
　
大
野 

正
人
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「
人
は
な
ぜ
旅
を
す
る
の
か
」「
観
光
が
も

た
ら
す
社
会
、
経
済
、
文
化
、
環
境
へ
の
影

響
や
効
果
と
は
？
」「
観
光
地
は
ど
う
発
展

し
、
ど
の
よ
う
な
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
け

ば
い
い
の
か
」
―
観
光
の
諸
現
象
を
研
究
し

た
り
、
解
決
策
を
見
つ
け
出
し
て
い
く
た
め

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
で
す
。
観
光
研
究
が
、
こ
の
よ
う

に
極
め
て
学
際
的
な
特
性
を
持
ち
な
が
ら
、

研
究
者
や
実
務
に
関
わ
る
人
が
日
常
手
に

す
る
研
究
書
や
実
務
書
は
、
ど
う
し
て
も

自
身
の
専
門
テ
ー
マ
に
偏
り
が
ち
で
す
。

「
旅
の
図
書
館
」
に
は
、
観
光
に
関
わ
る

研
究
書
約
８
０
０
０
冊
（
実
務
書
を
含
む
）

の
他
、
歴
史
や
民
俗
学
、
自
然
科
学
な
ど

に
関
す
る
図
書
、
地
域
を
知
る
た
め
の
文
献

な
ど
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
図
書

は
、
過
去
か
ら
今
日
ま
で
先
人
た
ち
が
記
し

た
観
光
に
つ
い
て
の
知
の
集
積
と
も
言
え
ま

す
。
少
し
で
も
こ
れ
ら
の
図
書
や
資
料
に
触

れ
る
こ
と
は
、
自
身
の
研
究
に
広
が
り
と
奥

行
き
を
持
た
せ
、
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や

実
践
へ
の
新
た
な
ヒ
ン
ト
（
種
）
を
与
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
観
光
に
関
す
る
膨

大
な
図
書
の
全
て
に
目
を
通
す
こ
と
は
現
実

的
に
不
可
能
で
す
。
も
と
よ
り
、
専
門
分

野
以
外
に
ど
の
よ
う
な
観
光
に
関
す
る
優

れ
た
図
書
が
あ
る
の
か
、
な
か
な
か
分
か
ら

な
い
の
が
実
情
で
す
。

そ
こ
で
、「
旅
の
図
書
館
」
の
移
転
・
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
を
機
に
、
図
書
館
の
蔵
書

か
ら
、
観
光
の
研
究
者
や
実
務
者
に
と
っ
て

示
唆
に
富
ん
だ
本
を
選
び
、「
一
度
は
読
み

た
い
観
光
研
究
書
＆
実
務
書
」
と
し
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

選
書
に
あ
た
っ
て
は
、
当
財
団
研
究
員
の

協
力
を
得
な
が
ら
、「
旅
の
図
書
館
」
を
中

心
と
し
た
選
定
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
候
補
図

書
の
収
集
・
絞
り
込
み
な
ど
の
基
礎
作
業
を

行
い
、
最
終
的
に
当
財
団
（
公
益
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
）
と
し
て
選
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
選
定
の
過
程
で
は
、
観
光
研
究

者
で
あ
り
幅
広
い
観
光
分
野
の
研
究
書
・
実

務
書
に
精
通
さ
れ
て
い
る
溝
尾
良
隆
氏
（
当

財
団
評
議
員
・
立
教
大
学
名
誉
教
授
）
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
、

貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
以
降
に
、
当
財
団
が
お
薦
め
す

る
観
光
研
究
書
＆
実
務
書
１
０
０
冊
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
本
は
、
当
財
団
が
独
自
分
類

を
行
っ
た
観
光
研
究
資
料
の
分
類（
Ｔ
分
類
）

に
基
づ
い
て
、
各
分
類
・
テ
ー
マ
ご
と
に
選

定
し
た
も
の
で
す
。

選
書
の
背
景
や
考
え
方
、
選
書
理
由
な

ど
は
、
選
定
後
に
開
催
し
た
「
講
評
の
会
」

の
記
録
の
中
で
一
部
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今

後
こ
れ
ら
の
図
書
を
お
読
み
に
な
る
際
の
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
最
後
に
、
お
薦
め
の
１
０
０
冊
の

他
に
、
当
財
団
研
究
員
が
執
筆
に
関
わ
っ
た

研
究
書
、
実
務
書
に
つ
い
て
も
併
せ
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
財
団
の
50
年

に
わ
た
る
調
査
研
究
活
動
の
成
果
で
あ
り
、

今
後
の
研
究
や
実
務
の
参
考
に
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

【選定メンバー】
梅川智也	 理事・観光政策研究部長
久保田美穂子	 �観光文化情報センター長・	

主席研究員
大隅一志	 旅の図書館副館長・主任研究員

【アドバイザー】
溝尾良隆氏	 立教大学名誉教授

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
が
お
薦
め
す
る

「
一
度
は
読
み
た
い

観
光
研
究
書
＆
実
務
書
1
0
0
冊
」

　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

　
旅
の
図
書
館
副
館
長
・
主
任
研
究
員

（
選
定
メ
ン
バ
ー
代
表
）

3
大
隅
　
一
志
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講
評
の
会
―
選
定
に
あ
た
っ
て

リ
ス
ト
の
選
定
基
準
と
プ
ロ
セ
ス

久
保
田　

今
回
、
旅
の
図
書
館
の
蔵
書
を

も
と
に
、
当
財
団
が
お
薦
め
す
る
「
一
度

は
読
み
た
い
観
光
研
究
書
＆
実
務
書

１
０
０
冊
」
を
選
定
し
ま
し
た
。
リ
ス
ト

の
選
定
に
携
わ
っ
た
方
々
に
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

溝
尾
さ
ん
は
当
財
団
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、

ご
自
宅
に
た
く
さ
ん
の
蔵
書
を
お
持
ち
で

数
多
く
の
本
を
読
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
選
定
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
ず
、
今
回
の
リ
ス
ト
選
定

の
経
緯
を
大
隅
さ
ん
か
ら
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

大
隅　

私
は
３
年
前
に
旅
の
図
書
館
の
仕

事
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
改
め
て
自

分
の
読
書
不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
の

反
省
と
、
図
書
館
を
運
営
す
る
立
場
か

ら
、
多
く
の
本
に
で
き
る
だ
け
目
を
通
す

よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
も

っ
と
知
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
良
書
に
多

く
出
会
い
、
そ
れ
ら
の
本
の
リ
ス
ト
を
作

成
す
べ
き
で
は
、
と
い
う
問
題
意
識
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
た
び
、
旅
の
図
書
館
が
移

転
し
新
し
い
図
書
館
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
蔵
書
に

加
え
、
当
財
団
の
調
査
研
究
部
門
が
収
集

し
て
き
た
統
計
や
公
開
可
能
な
調
査
研
究

報
告
書
、
実
務
書
も
公
開
す
る
こ
と
に
な

り
、
蔵
書
数
も
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
梅
川
さ
ん

か
ら
も
「
財
団
と
し
て
将
来
に
残
し
た
い

本
、
若
い
観
光
研
究
者
や
学
生
に
読
ん
で

ほ
し
い
本
を
選
ぶ
こ
と
が
必
要
な
の
で

は
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
、
こ
の
機

会
に
蔵
書
の
中
か
ら
良
書
を
選
ん
で
、
き

ち
ん
と
リ
ス
ト
に
し
よ
う
と
考
え
た
わ
け

で
す
。

久
保
田　

選
定
基
準
と
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
も
と
も
と
梅
川
さ
ん
が
作
っ
た

リ
ス
ト
が
あ
っ
た
の
で
す
よ
ね
。

梅
川　

私
は
「
旅
の
意
味
と
可
能
性
を
探

る
研
究
会
」（
注
１
）
と
い
う
会
の
幹
事
長

を
し
て
お
り
、
そ
の
会
で
観
光
に
関
す
る

図
書
を
き
ち
ん
と
選
ぶ
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
リ
ス
ト
を
作
り
始
め
て
い
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
リ
ス
ト
が
ベ
ー
ス
に
な

っ
て
い
ま
す
ね
。

大
隅　

当
館
は
観
光
研
究
資
料
に
つ
い
て

「
Ｔ
分
類
」（
注
２
）
と
い
う
独
自
の
分
類
を
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行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
リ
ス
ト
も
こ

の
分
類
に
沿
っ
て
テ
ー
マ
ご
と
に
選
ん
で

い
ま
す
。
５
段
階
く
ら
い
の
ス
テ
ッ
プ
を

踏
ん
で
図
書
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
き

ま
し
た
が
３
回
目
く
ら
い
の
選
考
段
階
で

ま
だ
１
０
０
０
冊
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
議
論
を
重
ね
て
、
よ
う
や
く
こ

こ
ま
で
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

久
保
田　

読
ん
で
ほ
し
い
対
象
を
誰
に
す

る
か
と
い
う
の
も
、
悩
み
ま
し
た
ね
。

梅
川　

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
観
光
研

究
者
と
観
光
に
関
わ
る
実
務
者
と
い
う
こ

と
で
選
ん
で
い
ま
す
。

大
隅　

そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
観
光
に
関
心

の
高
い
一
般
の
方
も
意
識
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
観
光
研
究
の
入
門
書
的
な
本

も
入
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
特
定
の
国
や
地
域
を
扱
っ

た
ケ
ー
ス
で
は
な
く
、
観
光
全
般
に
共
通

す
る
テ
ー
マ
で
書
か
れ
た
本
を
で
き
る
だ

け
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
た
。
1
人
の
著
者

に
つ
き
１
冊
を
原
則
と
し
、
同
じ
著
者
で

何
冊
も
選
ば
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
財
団
で
発
行
し
て
い
る
本
は
別

に
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
基
本
的
に

こ
の
リ
ス
ト
か
ら
は
外
し
ま
し
た
。

時
代
を
映
す
本
、

時
代
を
超
え
る
本

溝
尾　

ま
ず
古
典
的
な
基
本
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
本
か
ら
、
読
む
べ
き
で
し
ょ
う
。

１
９
３
０
年
（
昭
和
５
年
）
に
、
初
め
て
、

「
国
際
観
光
局
」
と
い
う
観
光
の
担
当
部

署
が
で
き
、
当
時
、
今
と
同
じ
く
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
増
や
し
て
、
日
本
の
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
参
考
に
し

た
海
外
の
研
究
書
を
国
際
観
光
局
で
翻

訳
し
た
の
で
す
。

　

そ
れ
が
１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
に

発
行
さ
れ
た
『
観
光
経
済
学
講
義
』
で
す
。

１
９
４
１
年
（
昭
和
16
年
）
に
発
行
さ
れ

た
『
観
光
事
業
論
』
も
、
や
は
り
国
際
観

光
局
が
翻
訳
し
た
も
の
で
す
。
戦
後
間
も

な
い
頃
、
や
は
り
経
済
復
興
で
日
本
の 

研
究
者
が
書
い
て
い
る
観
光
事
業
論
も 

こ
れ
ら
の
本
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）
に
復
刻
さ
れ

た
１
９
３
０
年
発
行
の
『
観
光
学
概
論
』

と
併
せ
て
、
こ
れ
ら
は
今
も
観
光
を
学
ぶ

基
本
と
言
え
ま
す
。

大
隅　

観
光
の
基
礎
３
部
作
と
い
う
位
置

づ
け
で
す
ね
。
そ
の
中
で
我
々
と
し
て
は
、

『
観
光
学
概
論
』
を
１
冊
リ
ス
ト
に
入
れ

ま
し
た
。

溝
尾　

余
暇
論
に
つ
い
て
も
、
定
番
と
さ

れ
る
３
冊
が
あ
り
ま
す
。カ
イ
ヨ
ワ
の『
遊

び
と
人
間
』、
デ
ュ
マ
ズ
デ
ィ
エ
の
『
余
暇

文
明
へ
向
か
っ
て
』、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
『
ホ

モ
・
ル
ー
デ
ン
ス　

人
類
文
化
と
遊
戯
』

で
す
ね
。
こ
の
３
冊
は
一
連
の
流
れ
を
く

む
も
の
で
あ
り
、
セ
ッ
ト
で
読
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

梅
川　

余
暇
に
関
し
て
は
、
１
９
８
９
年

（
平
成
元
年
）
に
発
行
さ
れ
た
荒
井
政
治

の
『
レ
ジ
ャ
ー
の
社
会
経
済
史
』
も
、
イ

ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
以
降
の
余
暇
政
策
を

よ
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。

溝
尾　

シ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
の
『
現
代
―

二
十
世
紀
文
明
の
方
向
』
も
古
い
本
で
す

が
、
第
５
章
の
「
遊
覧
旅
行
の
時
代
」
は
、

現
代
の
観
光
研
究
者
に
と
っ
て
重
要
な
こ

と
を
言
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

梅
川　

当
時
は
時
代
を
席
巻
す
る
名
著

だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
の
時
代
に
は
合
わ
な

い
と
い
う
本
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
歴
史

的
意
義
を
考
え
て
、
リ
ス
ト
に
入
れ
た
本

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
ね
。

溝
尾　

ブ
ー
ア
ス
テ
ィ
ン
の
『
幻イ

メ
ジ影

の
時

代
～
マ
ス
コ
ミ
が
製
造
す
る
事
実
』
も
そ

う
い
う
位
置
づ
け
に
な
り
ま
す
ね
。

１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
の
発
行
で
す
。

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
デ
ィ
ー
ン
・
マ
ッ

カ
ネ
ル
の
理
論
も
、
ブ
ー
ア
ス
テ
ィ
ン
を

批
判
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
う
い
う
流

れ
を
知
る
上
で
も
、『
幻
影
の
時
代
』
は

読
む
価
値
が
あ
り
ま
す
。

梅
川　

ラ
ッ
ク
計
画
研
究
所
の
『
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
計
画
論
』
も
１
９
７
５

年
（
昭
和
50
年
）
に
発
行
さ
れ
た
当
時
は
、

我
々
に
と
っ
て
バ
イ
ブ
ル
的
な
存
在
で
し

た
。
観
光
計
画
を
作
る
時
の
い
わ
ば
教
科

書
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。
現
代
は
も
う

そ
う
い
う
形
で
使
わ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
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当
時
の
観
光
計
画
の
あ
り
方
な
ど
を
知
る

意
味
で
重
要
な
本
な
の
で
、
若
い
方
々
に

は
読
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

溝
尾　

書
か
れ
た
の
は
ず
い
ぶ
ん
前
で
す

が
、
現
代
に
通
用
す
る
本
も
あ
り
ま
す
。

１
９
７
２
年
（
昭
和
47
年
）
に
書
か
れ
た

『
観
光
農
業
へ
の
招
待
』
な
ど
が
そ
う
で

す
ね
。
１
９
６
０
年
代
、
70
年
代
に
盛
ん

だ
っ
た
観
光
農
業
に
取
り
組
む
時
に
は
、

み
ん
な
こ
の
本
を
参
考
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

六
次
産
業
化
と
最
近
よ
く
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
観
光
と
農
業
に
関
す
る
本
に
つ

い
て
、
未
だ
に
こ
れ
を
超
え
る
も
の
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

大
隅　

事
業
・
経
営
の
方
法
論
ま
で
と
て

も
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回

リ
ス
ト
に
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

久
保
田　

そ
う
い
う
本
の
存
在
は
今
、
改

め
て
伝
え
た
い
で
す
ね
。

都
市
論
、
民
俗
学
…
…

テ
ー
マ
別
の
選
択

梅
川　

テ
ー
マ
別
で
言
う
と
、
都
市
分
野

が
内
外
で
出
版
数
が
多
く
、
リ
ス
ト
が
少

し
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、

１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）
発
刊
の
ジ
ェ

ー
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
の
『
ア
メ
リ
カ
大

都
市
の
死
と
生
』
は
、
一
見
観
光
と
は
関

係
な
さ
そ
う
で
す
が
、
都
市
の
魅
力
に
つ

い
て
４
つ
の
条
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、

現
代
に
も
十
分
通
じ
る
部
分
が
あ
る
と
思

い
、
選
定
し
た
も
の
で
す
。

溝
尾　

路
地
や
古
い
建
築
物
を
残
せ
と
か

ね
。
都
市
問
題
は
、
地
域
を
ど
う
つ
く
る

か
と
い
う
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
部
分
で
観
光
に

関
わ
り
ま
す
か
ら
ね
。

梅
川　

宇
沢
弘
文
の『
社
会
的
共
通
資
本
』

も
、
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
観
光
の
重
要
性

に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
本
で
す
ね
。
創

造
都
市
に
関
し
て
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ

ン
ド
リ
ー
や
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ
リ
ダ
が

有
名
で
す
が
、
比
較
的
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
る
佐
々
木
雅
幸
の
『
創
造
都
市

へ
の
展
望
』
を
選
定
し
ま
し
た
。

久
保
田　

具
体
的
な
事
例
紹
介
の
本
も
何

冊
か
選
び
ま
し
た
ね
。

大
隅　
『
証
言
・
町
並
み
保
存
』
が
そ
う

で
す
。
角
館
や
妻つ

ま
ご籠

、
石
見
銀
山
、
竹
富

島
な
ど
の
町
並
み
保
存
の
経
緯
が
保
存

活
動
に
関
わ
っ
た
地
元
の
リ
ー
ダ
ー
を
通

し
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

溝
尾　
『
自
由
時
間
都
市
』
も
フ
ラ
ン
ス

の
国
家
と
し
て
の
余
暇
・
観
光
政
策
と
ラ

ン
グ
ド
ッ
ク
・
ル
シ
ヨ
ン
地
方
の
リ
ゾ
ー

ト
開
発
の
事
例
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
、

素
晴
ら
し
い
本
で
す
ね
。
日
本
の
リ
ゾ
ー

ト
法
が
な
ぜ
問
題
に
な
っ
た
か
も
、
フ
ラ

ン
ス
の
政
策
と
比
較
す
る
と
よ
く
分
か
り

ま
す
。

梅
川　

今
ま
で
、
当
財
団
の
調
査
研
究
部

門
で
は
民
俗
学
や
歴
史
の
本
が
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
分
野
も

カ
バ
ー
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
宮
本
常
一
と
柳
田
国
男
の
著
書
を

選
び
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
立
ち
位
置
が
違

い
ま
す
が
、
観
光
に
も
関
わ
り
が
深
い
民

俗
学
の
書
籍
で
す
。

溝
尾　

佐
野
眞
一
が
書
い
た
『
旅
す
る
巨

人　

宮
本
常
一
と
渋
沢
敬
三
』
も
リ
ス
ト

に
入
れ
ま
し
た
ね
。
宮
本
常
一
の
地
域
に

対
す
る
姿
勢
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

近
年
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
の
評
価

大
隅　

過
去
10
年
ほ
ど
の
間
に
出
版
さ
れ

た
本
に
つ
い
て
は
、
評
価
に
つ
い
て
か
な

り
悩
み
ま
し
た
ね
。
本
と
し
て
は
も
ち
ろ

ん
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
も
、

数
年
経
っ
て
み
た
ら
残
ら
な
い
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
今
読
む
べ
き
だ
と
思

わ
れ
る
本
、
現
段
階
で
は
読
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
本
も
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

溝
尾　

新
し
い
本
は
選
ぶ
の
が
と
て
も
難

し
い
で
す
よ
ね
。
相
当
悩
ま
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

梅
川　

現
代
ア
ー
ト
は
今
、
地
域
活
性
化

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
が
、
そ

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
越
後
妻つ

ま
り有
の

「
大
地
の
芸
術
祭
」
で
す
。
先
駆
者
で
あ

る
北
川
フ
ラ
ム
の
『
美
術
は
地
域
を
ひ
ら

く
：
大
地
の
芸
術
祭
10
の
思
想
』
は
、
リ

ス
ト
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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産
業
遺
産
に
つ
い
て
の
本
は
何
冊
か
あ
り

ま
す
が
、
加
藤
康
子
の
『
産
業
遺
産
』
を

選
び
ま
し
た
。

溝
尾　
『
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
：
観
光
学
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
と
い
う
本
を
リ
ス
ト

に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
今
日
的

な
テ
ー
マ
で
す
ね
。

　

航
空
論
の
本
に
つ
い
て
は
た
く
さ
ん 

出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
旅
の
図
書
館
」

の
蔵
書
に
限
れ
ば
、『
最
新　

航
空
事
業

論
』
が
よ
く
目
配
り
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
も
う
一
冊
は
『
航
空
産
業
入
門
』

で
す
が
、
後
者
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
基

礎
編
と
し
た
ら
、
前
者
は
い
わ
ば
応
用
編

で
日
本
航
空
の
経
営
悪
化
の
こ
と
も
書
か 

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
2
冊
を
読
め
ば
、
航

空
論
は
カ
バ
ー
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま

す
ね
。

久
保
田　

宿
泊
の
事
例
本
と
し
て
は
『
帝

国
ホ
テ
ル
の
お
も
て
な
し
の
心
』『
俵
屋

の
不
思
議
』
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
特
に

こ
の
2
冊
は
溝
尾
さ
ん
か
ら
強
く
推
薦
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
？

溝
尾　

特
に
『
俵
屋
の
不
思
議
』
は
、
京

都
の
老
舗
旅
館
、
俵
屋
で
使
わ
れ
て
い
る

畳
や
障
子
の
糊の

り

や
和
紙
、
生
け
花
な
ど
を

ど
う
い
う
人
に
頼
ん
で
い
る
か
を
書
い
て

い
ま
す
。
高こ

う

野や

槙ま
き

の
浴
槽
を
洗
う
、
専
門

の
「
洗
い
屋
」
も
い
る
そ
う
で
す
。
京
都

の
各
分
野
の
一
流
の
職
人
た
ち
に
よ
っ
て

江
戸
時
代
か
ら
続
く
旅
館
が
成
り
立
っ
て

お
り
、
旅
館
が
、
滅
び
て
し
ま
う
地
域
の

大
事
な
業
種
や
仕
事
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

旅
の
図
書
館
の
今
後
に
向
け
て

～
何
を
残
す
か

久
保
田　

そ
れ
で
は
最
後
に
、
旅
の
図
書

館
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
溝
尾

さ
ん
か
ら
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
願
い
し
ま
す
。

溝
尾　

蔵
書
は
「
捨
て
方
」
が
難
し
い
ん

で
す
ね
。
廃
棄
の
プ
ロ
セ
ス
と
フ
ロ
ー
チ

ャ
ー
ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
昭
和
30
年
よ
り
前
に
発
行
さ

れ
た
本
は
残
す
と
か
、
新
刊
本
は
3
年
間

利
用
す
る
人
が
い
な
か
っ
た
ら
、
全
社
員

に
公
開
の
上
、
廃
棄
に
す
る
と
い
っ
た
ル

ー
ル
を
決
め
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

大
隅　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
も
、
過
去
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
研
究
に
使
え
る
も
の
に
つ

い
て
選
定
し
、
5
年
お
き
に
保
存
す
る
な

ど
の
収
蔵
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

溝
尾　

そ
れ
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
『
新
日
本
ガ
イ
ド
』
と
い
う
Ｊ
Ｔ
Ｂ

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
を
作
る
の
に

関
わ
り
ま
し
た
が
、
初
版
と
最
終
版
を
と

っ
て
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
初
版
は
神
戸
の
紹
介
ペ
ー
ジ
が

す
ご
く
少
な
い
ん
で
す
が
、
最
終
版
で
は

大
幅
に
増
え
て
い
て
、
神
戸
観
光
の
ウ
ェ

イ
ト
が
歴
史
的
に
ど
う
推
移
し
た
か
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
四
万
十
川
も
初
版

に
は
全
然
出
て
こ
な
い
の
に
、
最
終
版
で

は
囲
み
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
変
化

が
読
み
取
れ
ま
す
。
観
光
の
研
究
材
料
と

し
て
使
え
る
の
で
、
機
械
的
に
捨
て
る
の

で
は
な
く
、
何
を
残
す
か
を
考
え
る
の
は

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

久
保
田　

そ
う
で
な
い
と
、
そ
の
時
々
の

担
当
者
の
判
断
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
も

の
ね
。
ち
ゃ
ん
と
廃
棄
の
ル
ー
ル
を
作
っ

て
お
く
こ
と
は
大
事
で
す
ね
。

溝
尾　

も
う
一
つ
は
、
利
用
者
か
ら
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
取
る
仕
組
み
を
作

っ
た
ら
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
ね
。
何

に
興
味
が
あ
っ
て
そ
の
本
を
選
ん
だ
の
か
、

読
ん
で
み
て
良
か
っ
た
と
こ
ろ
、
期
待
外

選定された100冊は「旅の図書館」1階に展示されている
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25 特集◉「観光の研究と実務に役立つ図書館」を目指して
特集3 公益財団法人日本交通公社がお薦めする「一度は読みたい観光研究書＆実務書100冊」

梅川智也

大隅一志

久保田美穂子

溝尾良隆（みぞお よしたか）
立教大学名誉教授。理学博士。公益財団
法人日本交通公社評議員。群馬県出身。
東京教育大学理学部地理学専攻卒業。
1964 年株式会社日本交通公社外人旅行部
に入社、1969 年財団法人日本交通公社へ
移籍。1989 年立教大学社会学部観光学科
教授。観光学部教授、観光学部長、日本
観光研究学会会長を歴任。

れ
だ
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
を
指
摘
し
て
も
ら

う
た
め
、
付ふ

せ
ん箋
を
付
け
て
返
し
て
も
ら
う

と
か
。
い
い
部
分
は
コ
ピ
ー
し
て
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
す
る
と
か
ね
。

久
保
田　

本
の
内
容
に
つ
い
て
、
利
用
者

の
評
価
な
ど
を
聞
く
こ
と
も
面
白
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
と
は
い
え
、
そ
う
い
う

こ
と
を
や
っ
て
い
る
専
門
図
書
館
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

大
隅　

以
前
は
旅
の
図
書
館
で
も
、
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
来
館
目
的
な

ど
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
図
書
館
の
新
し

い
運
営
方
向
が
定
ま
っ
て
か
ら
は
そ
こ
ま

で
や
っ
て
い
な
い
で
す
。

溝
尾　

普
通
の
図
書
館
は
や
ら
な
い
と
思

う
け
ど
、
調
査
研
究
機
関
が
運
営
す
る

図
書
館
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
の
で
は
。
こ

れ
も
ま
た
調
査
の
一
つ
で
す
よ
ね
。
来
館

者
が
ど
ん
な
こ
と
に
興
味
が
あ
る
か
、
知

り
た
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

今
回
作
ら
れ
た
リ
ス
ト
に
関
し
て
も
、

来
館
者
か
ら
「
こ
の
本
が
入
っ
て
い
な
い

け
ど
、
入
れ
た
ほ
う
が
い
い
」
と
か
「
こ

の
本
は
な
ぜ
入
れ
た
の
か
」
な
ど
の
意
見

や
質
問
が
あ
れ
ば
、
聞
き
取
っ
て
ス
ト
ッ

ク
し
て
お
き
、
再
検
討
材
料
に
し
て
、
よ

り
よ
い
も
の
に
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

久
保
田　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
こ
の
リ
ス

ト
は
今
後
と
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
日
は
溝
尾
さ
ん
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
注
１
） 

旅
の
意
味
と
可
能
性
を
探
る
研
究
会
：

http://w
w

w
.trip.t.u-tokyo.ac.jp/

tabikenkyukai/hom
e.htm

l

（
注
２
） 

Ｔ
分
類
：
観
光
研
究
資
料
に
対
す
る
旅
の
図

書
館
の
独
自
分
類
。Tourism

の
頭
文
字
か

ら
Ｔ
分
類
と
し
た
。

（
※
） 

著
者
の
敬
称
は
省
略
し
ま
し
た
。
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観光学概論（復刻版）
A・ボールマン 著
国際観光局 訳

1981年（初版は1930年）
橘書院

余暇文明へ向かって
Ｊ・デュマズディエ 著

中島 巌 訳
1972年

東京創元社

レジャーの誕生
アラン・コルバン 著

渡辺響子 訳
2000年　藤原書店

余暇の戦後史
石川弘義 編著

1979年
東京書籍

現代観光論（新版）
鈴木忠義 編

1984年（初版は1974年）
有斐閣

遊びと人間
R・カイヨワ 著

清水幾太郎・霧生和夫 訳
1970年
岩波書店

観光・旅の文化
北川宗忠 著

2002年
ミネルヴァ書房

グランド・ツアー
良き時代の良き旅

本城靖久　著
1983年

中央公論社

観光学
基本と実践（改訂新版）

溝尾良隆 著
2015年（初版は2003年）

古今書院

レジャーの社会経済史
荒井政治 著

1989年
東洋経済新報社

観光のまなざし（増補改訂版）
ジョン・アーリ／ヨーナス・ 
ラースン 著　加太宏邦 訳
2014年（初版は1995年）

法政大学出版局

トマス・クック物語
ピアーズ・ブレンドン 著

石井昭夫 訳
1995年

中央公論社

現代 二十世紀文明の方向
A・シーグフリード 著

杉　捷夫 訳
1956年

紀伊國屋書店

旅行ノススメ
白幡洋三郎 著

1996年
中央公論社

旅行用心集
八隅蘆菴 著

今井金吾 解説
1972年（初版は1810年）

八坂書房

一度は読みたい観光研究書＆実務書100冊

観光の理論と実際
（第一回觀光講座全集）
東京都総務局觀光課編

1949年
東京都総務局観光課

【
T0
：
観
光
原
論
・
概
論
】

ホモ・ルーデンス
人類文化と遊戯

J・ホイジンガ 著　高橋英夫 訳
1963年（写真は1971年 

発行の普及版）／中央公論社

社会的共通資本
宇沢弘文 著

2000年
岩波書店

旅の文化誌―ガイドブックと
時刻表と旅行者たち

中川浩一 著
1979年

伝統と現代社
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一度は読みたい観光研究書＆実務書100冊

【
T1
・
T2
：�

観
光
者
・ 

観
光
活
動
】

【
T3
・
T4
：�

観
光
地
・ 

観
光
資
源
】

海外観光旅行の誕生
有山輝雄 著

2002年
吉川弘文館

幻影の時代
マスコミが製造する事実

ダニエルＪ・ブーアスティン 著
星野郁美・後藤和彦 訳

1964年（写真は1974年版）／東京創元社

再生する国立公園
瀬田信哉 著

2009年
アサヒビール

新版・日本の温泉地
山村順次 著

1998年（初版は1987年）
日本温泉協会

旅する巨人
宮本常一と渋沢敬三

佐野眞一 著
1996年
文藝春秋

観光とサービスの心理学
前田勇 著
1995年
学文社

アメリカの国立公園法
久末弥生 著

2011年
北海道大学出版会

都市のイメージ
ケヴィン・リンチ 著

丹下健三・富田玲子 訳
1968年
岩波書店

星の巡礼
パウロ・コエーリョ 著

山川紘矢・山川亜希子 訳
1998年

角川書店（初版は1995年）

海水浴と日本人
畔柳昭雄 著

2010年
中央公論新社

証言・町並み保存
西村幸夫・埒正浩 編著

2007年
学芸出版社

日本百名山
深田久弥 著

1964年
新潮社

ベルツと草津温泉
市川善三郎 著

1980年
あさを社

旅の根源史
田村正紀 著

2013年
千倉書房

完訳　日本奥地紀行2
新潟－山形－秋田－青森

イザベラ・バード 著
金坂清則 訳注

2012年（初版は1880年）／平凡社

エコツーリズムの世紀へ
エコツーリズム推進協議会 著

1999年
エコツーリズム推進協議会

世界温泉文化史
ウラディミール・クリチェク 著
種村季弘・高木万里子 訳

1994年
国文社

国際観光マーケティングの
理論と実践
平田真幸 著

2006年
国際観光サービスセンター
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都市保全計画
西村幸夫 著

2004年
東京大学出版会

自由時間都市
ピエール・ラシーヌ 著

津端修一 監訳
1987年

パンリサーチインスティテュート

ナショナル・トラスト
木原啓吉 著

1992年（写真は1998年版）
三省堂

道の文化史
シュライバー 著

関楠生 訳
1962年
岩波書店

創造都市への展望
佐々木雅幸・

総合研究開発機構 編著
2007年

学芸出版社

軽井沢物語
宮原安春 著

1991年
講談社

産業遺産
加藤康子 著

1999年
日本経済新聞社

アメリカ大都市の死と生
J・ジェイコブズ 著

黒川紀章 訳
1977年

鹿島出版会

東京都湯沢町
新潟日報報道部 著

1990年
潮出版社

「世界遺産」の真実
佐滝剛弘 著

2009年
祥伝社

グリーン・ツーリズム
山崎光博・小山善彦・

大島順子 著
1993年

家の光協会

日本別荘史ノート
安島博幸・十代田朗 著

1991年
住まいの図書館出版局

世界遺産と地域再生（改訂版）
毛利和雄 著

2011年（初版は2008年）
新泉社

都市再生のパラダイム
―Ｊ・Ｗ・ラウスの軌跡

窪田陽一  編・著
1988年

PARCO出版局

日本の田園風景
山森芳郎 著

2012年
古今書院

近代日本の国際リゾート
砂本文彦 著

2008年
青弓社

道の文化
山田宗睦他 著

1979年
講談社

一度は読みたい観光研究書＆実務書100冊

街並みの美学
芦原義信 著

1979年（写真は2001年版）
岩波書店

空
くう

地
ち

の思想
大谷幸夫 著

1979年
北斗出版

都市ヨコハマをつくる
田村明 著
1983年

中央公論社
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観光事業論
田中喜一 著

1950年
観光事業研究会

旅行ビジネス入門（第3版）
トラベルジャーナル 編

2002年
トラベルジャーナル

航空産業入門
ANA総合研究所 編著

2008年
東洋経済新報社

豪華客船の文化史
野間恒 著
1993年
NTT出版

旅館業の変遷史論考
木村吾郎 著

2010年
福村出版

最新 航空事業論
井上泰日子 著

2013年
日本評論社

帝国ホテルのおもてなしの心
帝国ホテル 編

1995年
学生社

観光農業への招待
藤井信雄 編著

1972年
富民協会

オリエント・エクスプレス物語
ジャン・デ・カール 著

玉村豊男 訳
1982年

中央公論社

俵屋の不思議
村松友視 著

1999年
世界文化社

スキーと山地集落
白坂蕃 著
1986年
明玄書房

駅弁物語
瓜生忠夫 著

1979年
家の光協会

ディズニーリゾートの経済学
（新版）

粟田房穂 著
2013年（初版は2001年）

東洋経済新報社

旅行業の扉　JTB100年の
イノベーション
高橋一夫 編著

2013年
碩学舎

日本交通史
児玉幸多 編

1992年
吉川弘文館

日本の鉄道
野田正穂他 編

1986年
日本経済評論社

世界最高のホテル
プラザでの10年間

奥谷啓介 著
2007年
小学館

おみやげ
贈答と旅の日本文化

神崎宣武 著
1997年
青弓社

一度は読みたい観光研究書＆実務書100冊

【
T5
：
観
光
産
業
】

基本 ホテル経営教本
鈴木博・大庭　一郎 著

1999年
柴田書店
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土木工学大系13　景観論
土木工学大系編集委員会 編

1977年
彰国社

日本列島改造論
田中角榮 著

1972年
日刊工業新聞社

日本の景観
樋口忠彦 著

1981年
春秋社

観光行政百年と観光政策審議
会三十年の歩み

内閣総理大臣官房審議室 編
1980年

ぎょうせい

風景学入門
中村良夫 著

1982年
中央公論社

国土計画の変遷
川上征雄 著

2008年
鹿島出版会

観光経済学の基礎
河村誠治 著

2000年
九州大学出版会

ホスピタリティマネジメント
立教大学観光研究所 編

2008年
立教大学観光研究所

貧困克服のためのツーリズム
髙寺奎一郎 著

2004年
古今書院

観光政策・制度入門
寺前秀一 著

2006年
ぎょうせい

コトラーのホスピタリティ＆
ツーリズム・マーケティング（第3版）
フィリップ・コトラー他 著

白井義男 監修　平林祥 訳
2003年（「ホスピタリティと観光のマーケティ
ング」（東海大学出版会1997年刊）の改訂版）

ピアソン・エデュケーション

観光の経済分析
小沢健市 著

1992年
文化書房博文社

一度は読みたい観光研究書＆実務書100冊

観光・レクリエーション
計画論

ラック計画研究所 編
1975年
技報堂

観光計画の手法
日本観光協会 編

1976年
日本観光協会

観光・リゾート計画論
前田豪 著
1992年

綜合ユニコム

日本風景論（新装版）
志賀重昻 著

2014年
講談社

【
T6
：
観
光
計
画
・
開
発
】

【
T8
：
観
光
経
営
・
経
済
】

【
T7
：
観
光
政
策
】
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観光人類学
山下晋司 編

1996年
新曜社

遍路と巡礼の社会学
佐藤久光 著

2004年
人文書院

復興ツーリズム
観光学からのメッセージ

総合観光学会 編著
2013年

同文舘出版

観光の二十世紀
石森秀三 編

1997年
ドメス出版

オリエンタリズム
エドワード・W・サイード 著　板垣雄三・

杉田英明 監修　今沢紀子 訳
1993年（初版は1896年）

平凡社

犬と鬼
アレックス・カー 著

2002年
講談社

一度は読みたい観光研究書＆実務書100冊

忘れられた日本人
宮本常一 著

1984年（初版は1960年）
岩波書店他

遠野物語
柳田国男 著

2012年など（発表は1910年）
無明舎出版など

【
T9
：�

観
光
と
社
会
・ 

文
化
・
環
境
】
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分類（1次） 分類（2次） タイトル 著者 出版社 出版年

【Ｔ0】観光原論・概論
T0 原論・概論 観光読本 [第2版] （財）日本交通公社 東洋経済新報社 2004
T0 原論・概論 観光読本 （財）日本交通公社 東洋経済新報社 1994
T0 原論・概論 現代観光用語事典 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 1984
T0 原論・概論 観光の現状と課題 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 1979
T0 原論・概論 観光事典 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 1973
T0 原論・概論 旅行年報　 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 1981-
T0 原論・概論 シンポジウム採録集 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 2008-2011
T0 観光の概念 余暇社会の旅 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 1974
T0 観光研究 自主研究レポート （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 2003-

【Ｔ1】観光者・観光活動（Ⅰ）

【Ｔ2】観光者・観光活動（Ⅱ）
T2 日本人の観光 旅行者動向 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 2000-2013
T2 日本人の観光 Market Insight　日本人海外旅行市場の動向（日本語版）（財）日本交通公社 （財）日本交通公社 2006-2013
T2 日本人の観光 Market Insight　日本人海外旅行市場の動向（英語版） （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 2009-2013
T2 日本人の観光 旅行・観光地動向ファイル （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 2000-2003
T2 日本人の観光 旅行動向季報 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 1978-1985
T2 日本人の観光 旅行の動向 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 1974-1978
T2 日本人の観光 旅行の見通し （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 1988-2007
T2 日本人の観光 旅行の現状と見通し （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 1978-1980
T2 日本人の観光 JTBレポート （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 1989-2001
T2 日本人の観光 JTB宿泊白書 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 1998-2001
T2 訪日外国人 地域の"とがった"に学ぶ　インバウンド推進のツボ2 （公財）日本交通公社 2012
T2 訪日外国人 地域の"とがった"に学ぶ　インバウンド推進のツボ （公財）日本交通公社 2011

【Ｔ3】観光地・観光資源（Ⅰ）
T3 自然観光地 自然保護とサステイナブル・ツーリズム 実践的ガイドライン 小林英俊（（財）日本交通公社）監訳 平凡社 2005
T3 自然観光地 エコツーリズム さあ、はじめよう! 環境省・（財）日本交通公社 （財）日本交通公社 2004
T3 自然観光地 エコツーリズム教本 先進国オーストラリアに学ぶ実践ガイド 小林英俊（（財）日本交通公社）監訳 平凡社 2002
T3 温泉地 温泉地再生 地域の知恵が魅力を紡ぐ 久保田美穂子（（財）日本交通公社） （財）日本交通公社 2008
T3 温泉地 日本の温泉地を元気にする

｢温泉まちづくりの課題と解決策｣ 提言集
温泉まちづくり研究会 
公益財団法人日本交通公社

温泉まちづくり
研究会

2011

T3 温泉地 温泉まちづくり　
温泉まちづくり研究会ディスカッション記録

温泉まちづくり研究会 
公益財団法人日本交通公社

温泉まちづくり
研究会

2011-

T3 都市 都市観光でまちづくり 都市観光でまちづくり編集委員会編 学芸出版社 2003
T3 農山漁村 魅せる農村景観 デザイン手法と観光活用へのヒント 佐藤誠監修・（財）日本交通公社編 ぎょうせい 2004

【Ｔ4】観光地・観光資源（Ⅱ）
T4 観光資源 美しき日本 旅の風光 （公財）日本交通公社 監修 （公財）日本交通公社 2014
T4 観光資源 美しき日本 いちどは訪れたい日本の観光資源 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 1999
T4 世界遺産・産業遺産 産業観光への取り組み 基本的考え方と国内外主要事例の紹介 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 2007

【Ｔ5】観光産業
T5 旅行業 旅行産業論 立教大学観光学部旅行産業研究会 編著 （公財）日本交通公社 2016
T5 旅行業 THE PATH TO FREEDOM JAPANESE HELP FOR JEWISH REFUGEES （財）日本交通公社（伊藤明） （財）日本交通公社 2002
T5 概論・総論 観光ビジネスの手引き 地域文化活性化の業務指針 （財）日本交通公社 東洋経済新報社 1986
T5 旅行業 旅行業界 皆川 愼吾 他編著 （財）日本交通公社 1978初版
T5 宿泊業 21世紀旅館経営の課題 10年後を生き残るために （財）日本交通公社 21世紀の旅館ホテルを

考える研究会
2002

T5 ガイド業 魅力ある自然ガイドツアーづくりの手引き 国土交通省総合政策局監修 （財）日本交通公社 2005
T5 ガイド業 実践講座インタープリテーション 国土交通省観光部監修 （財）日本交通公社 2002
T5 ガイド業 自然ガイドのためのおもしろヒントブック 国土交通省観光部監修 （財）日本交通公社 2002

【Ｔ6】観光計画・開発
T6 観光地づくり 観光実践講座講義録 （財）日本交通公社 （財）日本交通公社 2007-2013
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観
光
読
本
［
第
２
版
］　

発
行
：
東
洋
経
済
新
報
社　

２
０
０
４
年

観
光
全
般
に
つい
て
基
本
的
な
事
項
を
網
羅
し
た
概
論
と
、
当

財
団
研
究
員
に
よ
る
分
析
・

提
言
を
ま
と
め
た
書
籍
。
初

め
て
観
光
分
野
に
従
事
さ
れ

て
い
る
自
治
体
の
担
当
者
や
、

旅
行
業
界
の
方
、
観
光
を
学

ぶ
学
生
な
ど
の
入
門
書
。

観
光
の
現
状
と
課
題　

１
９
７
９
年

改
組
15
周
年
事
業
の一
環
と

し
て
、
当
財
団
が
実
施
し
て

き
た
調
査
研
究
の
蓄
積
を
世

に
問
う
こ
と
を
目
的
に
、
我

が
国
に
お
け
る
観
光
の
現
状

と
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
ま

と
め
た一冊
。

余
暇
社
会
の
旅　

１
９
７
４
年

改
組
10
周
年
事
業
の一環
と
し
て
非
公
開
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
収
録
。
鈴
木
忠
義
（
当
時
当
財
団
専
門

委
員
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
、
磯
崎
新
、
茅
陽一、

小
松
左
京
、
富
永
健
一、
西

丸
震
哉
、
米
山
俊
直
と
いっ

た
各
界
新
進
気
鋭
の
論
者
が

観
光
に
つい
て
論
じ
た
。

自
然
保
護
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム　

２
０
０
５
年

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際
自
然
保
護
連
合
）
の　
『Sustainable 

T
ourism

 in Protected A
reas

』
の
翻
訳
書
。
国
立
公
園

な
ど
の
自
然
保
護
地
域
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
資
源
保
全
の

あ
り
方
、
利
用
と
保
全
を
め

ぐ
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を

ど
う
実
現
さ
せ
て
い
く
か
、

各
国
の
先
進
事
例
に
学
び
、

具
体
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

示
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム　

さ
あ
、
は
じ
め
よ
う
！　

２
０
０
４
年

エコツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
、
推
進
の
手
順
と
そ
の
重
要
な
カ
ギ

と
な
る
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
は
、
そ
し
て
地
域
資
源
の
保
全

と
持
続
的
利
用
を
可
能
と

す
る
資
源
管
理
の
あ
り
方
な

ど
を
ま
と
め
た
手
引
書
。

２
０
０
３
年
に
設
置
さ
れ
た

「
エコツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
」

（
議
長
：
小
池
百
合
子
環

境
大
臣
）
で
の
議
論
を
環
境

省
と
当
財
団
が
編
集
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
教
本　

先
進
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
学
ぶ
実
践
ガ
イ
ド　

２
０
０
２
年

ス
ー
・
ビ
ー
ト
ン
女
史
に
よ
る
『ECO

 T
O

U
RISM

:A
 PRA

C 
T

ICA
L GU

ID
E FO

R RU
RA

L CO
M

M
U

N
IT

IES

』

（
１
９
９
８
）
の
翻
訳
書
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニュ
ー
ジ
ー 

ラ
ン
ド
で
実
際
に
行
わ
れ
て 

い
る
実
践
例
や
研
究
結
果
を

併
用
し
な
が
ら
、
エコツ
ー
リ

ズ
ム
の
持
つ
い
ろ
い
ろ
な
側
面

を
分
か
り
や
す
く
網
羅
的
に

解
説
。

温
泉
地
再
生　

地
域
の
知
恵
が
魅
力
を
紡
ぐ

学
芸
出
版
社　

２
０
０
８
年

温
泉
ブ
ー
ム
の
中
に
あ
り
な
が
ら
苦
戦
が
続
く
温
泉
地
が
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
再
び
憧
れ

の
地
に
な
る
の
か
、
現
場
で

活
性
化
に
取
り
組
む
人
々
の

目
線
か
ら
探
り
、
具
体
的
な

行
動
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
や
知

恵
を
ま
と
め
た一冊
。

都
市
観
光
で
ま
ち
づ
く
り　

学
芸
出
版
社　

２
０
０
３
年

「
都
市
観
光
を
創
る
会
」
で
の
議
論
を
ま
と
め
た
、
都
市
観
光

推
進
の
入
門
書
。
都
市
観

光
成
功
の
秘
訣
で
あ
る
「
住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
取

り
組
み
事
例
も
紹
介
。

魅
せ
る
農
村
景
観　

デ
ザ
イ
ン
手
法
と
観
光
活
用
へ
の
ヒ
ン
ト

ぎ
ょ
う
せ
い　

２
０
０
４
年

農
村
景
観
を
観
光
活
用
す

る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

を
、
全
国
の
事
例
を
紹
介
し

な
が
ら
分
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
手
引
書
。

産
業
観
光
へ
の
取
り
組
み　

基
本
的
考
え
方
と
国
内
外
主
要
事
例
の
紹
介　

２
０
０
７
年

全
国
の
地
域
活
性
化
や
観
光
に
関
わ
る
人
々
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る「
産
業
観
光
」への
取
り
組
み
と
「
着
地
型
旅
行
商
品（
地

域
の
側
で
つ
く
る
旅
行
商

品
）」
に
つい
て
、
産
業
観
光

先
進
地
（
国
内
20
事
例
、

海
外
３
事
例
）
を
例
に
、
多

く
の
写
真
と
と
も
に
分
か
り

や
す
く
体
系
的
に
解
説
。
今

後
の
あ
り
方
、
取
り
組
み
方

に
つい
て
も
紹
介
し
た
本
。

旅
行
産
業
論　

２
０
１
６
年

立
教
大
学
、（
株
）
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
、
当
財
団
を
中
心

に
構
成
さ
れ
る
「
立
教
大
学
観
光
学
部
旅
行
産
業
研
究
会
」。

そ
の
研
究
会
が
、
立
教
大
学

の
講
義
内
容
を
ベ
ー
ス
と
し

て
旅
行
業
の
体
系
的
な
整
理

を
行
い
、
書
籍
化
し
た
も
の
。

実
務
的
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、

旅
行
業
全
体
を
学
術
的
か
つ

俯
瞰
的
視
点
か
ら
解
説
。

実
践
講
座
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン　

楽
し
い
ツ
ア
ー
づ
く
り

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
伝
え
る
テ
ク
ニッ
ク　

２
０
０
２
年

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョン
（
自
然
ガ
イ
ド
）
実
践
者
向
け
の
参

考
書
。
楽
し
いツ
ア
ー
づ
く
り

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
方

法
や
メッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
テ

ク
ニッ
ク
を
豊
富
な
実
例
と
と

も
に
解
説
。
ヒ
ン
ト
ブ
ッ
ク
は

自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
づ
く
り
の
た
め
の
素
材
集
。

観
光
ま
ち
づ
く
り　

ま
ち
自
慢
か
ら
は
じ
ま
る
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
芸
出
版
社　

２
０
０
９
年

東
京
大
学
西
村
研
究
室
（
西
村
幸
夫
教
授
）
と
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
が
共
同
で
執
筆
。

ま
ち
づ
く
り
か
ら
見
た
観
光
、

観
光
か
ら
見
た
ま
ち
づ
く
り

の
双
方
の
視
点
か
ら
、
具
体

的
な
事
例
を
踏
ま
え
て
「
観

光
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
何
か

を
解
説
す
る
。

観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践　

丸
善
出
版　

２
０
１
３
年

調
査
研
究
機
関
化
（
改
組
）
50
周
年
事
業
の一環
と
し
て
刊
行
。

こ
れ
ま
で
培
って
き
た
知
見
を

「
観
光
地
経
営
」
と
い
う
視

点
で
整
理
し
、
観
光
地
づ
く

り
の
研
究
者
あ
る
い
は
実
践

者
の
方
々
の
バ
イ
ブ
ル
と
な
る

こ
と
を
意
図
し
た一冊
。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
例
研
究　

２
０
１
０
年

観
光
を
真
に
地
域
に
と
って
プ
ラ
ス
の
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
存
在
し
て
い
る
。
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ

が 

主
体
的
に
ど
の
よ
う
に
観
光
と
関
わ
って
い
く
こ
と
が
で
き

る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
、

中
国
貴
州
省
、
ブ
ー
タ
ン
王

国
、
ニュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
のマ
オ

リ
に
よ
る
観
光
を
対
象
に
取

り
組
ん
だ
研
究
を
ま
と
め
た

一冊
。

美
し
き
日
本　

︱
旅
の
風
光　

発
行
：
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

当
財
団
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
「
日
本
に
お
け
る
観
光
資

源
の
評
価
に
関
す
る
研
究
」

の
成
果
を
も
と
に
監
修
し
た

写
真
集
。
１
９
９
９
年
発
行

の
「
美
し
き
日
本　

︱
い
ち

ど
は
訪
れ
た
い
日
本
の
観
光

資
源
」
を
抜
本
的
に
改
訂
。

英
語
訳
付
。

観
光
産
業
の
経
済
効
果　

―
小
豆
島
に
お
け
る
理
論
的
実
証
的
研
究
―　

１
９
６
６
年

小
豆
島
を
モ
デ
ル
に
行
っ
た
、

産
業
観
光
の
投
資
効
果
お
よ

び
消
費
効
果
に
関
す
る
理
論

的
・
実
証
的
研
究
の
調
査
報

告
書
。
産
業
観
光
の
経
済

効
果
に
関
す
る
マ
ク
ロ
分
析
、

ミ
ク
ロ
分
析
、
そ
し
て
実
態

分
析
の
３
部
で
構
成
。

旅
行
の
心
理
分
析 

― 

第
１
次
報
告 

―　

１
９
６
７
年

旅
行
心
理
に
関
す
る
研
究
結
果
の
中
間
報
告
。
旅
行
の
好
き
・

嫌
い
、
旅
行
に
出
か
け
る
動

機
、
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
な

ど
に
つ
い
て
、
若
年
層
を
対

象
に
質
問
紙
方
式
調
査
を
行

い
、
心
理
学
的
分
析
お
よ
び

推
測
統
計
学
的
検
定
処
理

の
作
業
を
行
っ
た
も
の
。

地
中
海
ク
ラ
ブ　

１
９
７
０
年

地
中
海
ク
ラ
ブ
が
１
９
６
８
年
12
月
に
刊
行
し
た
‘Club M

 
editerranee

＇　

を
抄
訳
し
た
も
の
。「
一日
の
う
ち
、
わ
ず
か

な
時
間
し
か
過
ご
さ
な
い
宿

泊
施
設
は
簡
略
に
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
充
実

さ
せ
食
事
を
質
量
と
も
に
豊

か
に
す
る
」
と
い
う
方
針
が

成
功
し
た
、
新
し
い
バ
カ
ン
ス

形
式
を
垣
間
見
る
。

観
光
地
の
評
価
手
法　

１
９
７
１
年

正
し
い
保
護
、
開
発
の
促
進

を
目
的
に
、
観
光
資
源
、
観

光
地
を
評
価
す
る
研
究
と

手
法
を
紹
介
、
世
に
問
う
た

報
告
書
。
問
題
の
所
在
、
方

法
論
、
結
果
と
考
察
、
モ
デ

ル
の
適
用
の
４
章
で
構
成
。

当財団研究員が執筆に関わった研究書・実務書20冊

161003_231特集3.indd   33 2016/10/03   18:43



34観光文化231号 October 2016

は
じ
め
に

こ
こ
数
年
、「
本
」
や
「
図
書
館
」
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
に
民

間
に
よ
る
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

た
「
武
雄
市
図
書
館
」
は
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
を
呼
び
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
前
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
図
書
館
が
全
国
に
存
在
し
て
い

る
。
そ
の
動
き
は
雑
誌
の
特
集
や
書
籍
の

み
な
ら
ず
、
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア

な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

一
方
で
、
地
域
の
観
光
政
策
や
観
光
地
づ

く
り
の
観
点
か
ら
は
、
連
携
先
と
し
て
図

書
館
が
挙
が
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
近
年
の
図
書
館
の
取
り
組

み
は
立
ち
寄
り
先
と
し
て
だ
け
で
な
く
政

策
面
に
お
い
て
も
観
光
と
親
和
性
の
高
い

も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、

図
書
館
を
と
り
ま
く
近
年
の
動
き
を
概

観
し
つ
つ
、
2
つ
の
事
例
を
取
り
あ
げ
、

図
書
館
と
の
連
携
で
広
が
る
観
光
ま
ち
づ

く
り
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
。

図
書
館
と
観
光
と
の
連
携
に

関
す
る
先
行
研
究
と
議
論

先
行
研
究
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い

が
、
松
本（
注
１
）
が
「
観
光
と
図
書
館
の

融
合
」
に
お
い
て
、
図
書
館
や
観
光
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
や
特
性
を
踏
ま
え
つ

つ
、
両
者
の
親
和
性
の
高
さ
を
指
摘
し
、

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
①
集
客
効
果
が
強

い
項
目
（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
文
庫
、
イ
ベ

ン
ト
・
行
事
、
設
計
や
デ
ザ
イ
ン
の
効
果
、

図
書
館
へ
の
視
察
・
見
学
、
図
書
館
と
ツ

ア
ー
）
と
②
補
助
効
果
が
強
い
項
目
（
地

域
資
料
、
地
域
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
蔵
書
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
ス
に
よ
る
情
報
提
供
、
情
報
発

信
の
多
様
化
）
に
分
け
て
観
光
と
の
融
合

に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

近
年
で
は
２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）

７
月
に
草
津
温
泉
で
図
書
館
問
題
研
究

会
の
全
国
大
会
が
開
か
れ
、「
ま
ち
づ
く

り
・
観
光
・
図
書
館
」
が
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
他
、（
公
社
）
日
本
図

書
館
協
会
が
発
行
す
る
「
図
書
館
雑
誌
」

（
２
０
１
２
年
８
月
）
の
特
集
テ
ー
マ
に

「
観
光
ポ
ー
タ
ル
と
し
て
の
図
書
館
」
が

据
え
ら
れ
、
小
布
施
町
立
図
書
館
ま
ち

と
し
ょ
テ
ラ
ソ
や
奈
良
県
立
図
書
情
報
館

な
ど
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、当
財
団
の
機
関
誌
「
観
光
文
化
」

２
０
３
号
（
２
０
１
０
年
９
月
）
に
お
い

て
も
、
視
点
「
観
光
地
に
お
け
る
図
書
館

の
役
割
―
観
光
客
に
も
利
用
さ
れ
、
観

光
地
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
す
る
図
書

館
と
は
」
に
お
い
て
、
草
津
町
立
図
書
館

の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
住
民
の
た
め

の
図
書
館
に
加
え
、
観
光
地
の
図
書
館
の

役
割
と
し
て
「
Ⅰ
住
民
と
観
光
を
つ
な
ぐ

た
め
の
図
書
館
」「
Ⅱ
観
光
客
の
た
め
の

図
書
館
」「
Ⅲ
リ
ピ
ー
タ
ー
や
連
泊
客
・

長
期
滞
在
の
来
訪
者
の
た
め
の
図
書
館
」

と
い
う
切
り
口
で
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

図
書
館
を
取
り
巻
く
課
題
と

観
光
行
政
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

近
年
、
図
書
館
を
取
り
巻
く
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
活
字
離
れ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
に
よ
る

利
用
者
像
の
変
化
や
、
予
算
の
削
減
、
評

人
と
情
報
、
地
域
を
つ
な
ぐ
図
書
館

―
図
書
館
と
の
連
携
で
広
が
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
―

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

企
画
室
長
・
主
任
研
究
員

福
永  

香
織 4
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価
手
法
の
確
立（
注
２
）
な
ど
で
あ
る
。
そ

の
一
方
で
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り

方
検
討
協
力
者
会
議
に
よ
る
「
図
書
館

の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
の

見
直
し
に
つ
い
て
」（
文
部
科
学
省
、

２
０
１
２
年
）
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
に
求
め
ら
れ
る
新
た
な
視
点

と
し
て
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し
た
施
策

と
結
び
つ
け
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

や
、
課
題
解
決
支
援
機
能
の
充
実
、
他
の

図
書
館
や
関
係
機
関
と
の
連
携
、
紙
媒

体
と
電
子
媒
体
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
図
書
館
の
整
備
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、２
０
１
４
年
（
平

成
26
年
）
に
は
図
書
館
の
機
能
強
化
の
参

考
に
資
す
る
た
め
テ
ー
マ
別
に
事
例
を
取

り
ま
と
め
た
「
図
書
館
実
践
事
例
集　

～
人
・
ま
ち
・
社
会
を
育
む
情
報
拠
点
を

目
指
し
て
～
」
が
同
省
よ
り
発
行
さ
れ
た
。

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
し
て
は
第

一
に
地
元
住
民
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ

る
も
の
の
、
そ
の
取
り
組
み
の
範
囲
が
観

光
や
ま
ち
づ
く
り
に
及
ぶ
こ
と
は
そ
れ
ほ

ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

実
際
、
全
国
の
１
８
８
館
を
対
象
と
し

た
「
観
光
と
図
書
館
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」（
注
３
）に
よ
る
と
、「
図
書
館
は
観
光

や
観
光
客
と
様
々
な
関
連
が
あ
る
」
と
い

う
意
見
に
対
し
、「
あ
る
程
度
納
得
で
き

る
」
が
69・０
％
、「
大
い
に
納
得
で
き
る
」

が
19
・
３
％
、「
あ
ま
り
納
得
で
き
な
い
」

が
10
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
地
域

が
観
光
政
策
に
力
点
を
置
い
て
い
る
か
ど

う
か
に
よ
っ
て
も
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
図
書
館
自
体
の
観
光
に
対
す
る
意
識

も
そ
れ
ほ
ど
低
く
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

具
体
的
に
観
光
と
も
親
和
性
の
高
い

図
書
館
の
取
り
組
み
を
分
類
し
て
み
る
と

図
1
の
よ
う
に
な
る
。
見
る
、
訪
れ
る
対

象
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
図
書
館
と
い
う

建
物
を
超
え
て
地
域
全
体
で
活
動
し
て
い

る
例
や
、
図
書
館
な
ら
で
は
の
知
の
蓄
積

旅
行
者
の
た
め
の
図
書
館
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ
ス
ト・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
雑
誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』（
第

六
年
第
五
号
）
の
「
旅
行
と
読
書
」
に

お
い
て
、
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
長
の

和
田
萬
吉
が
「
旅
客
の
為
め
に
図
書
館
」

と
題
し
、
詳
細
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
要
約
し
て
紹

介
し
た
い
。

・
遊
覧
地
、
鉄
道
、
汽
船
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
小
規
模
な
図
書
館
を
も
う
け
る
こ
と

は
緊
切
で
あ
り
、
特
に
避
暑
地
な
ど
旅
行
者
が
長
期
滞
在
す
る
場
所
で
は
、
旅

行
者
の
み
な
ら
ず
そ
の
地
域
の
繁
栄
の
た
め
に
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

・
汽
車
、
汽
船
は
単
に
旅
行
者
を
送
迎
し
、
旅
館
は
旅
行
者
を
宿
泊
さ
せ
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
土
地
の
有
志
と
協
力
し
て
小
図
書
館
の
設
置
に
着
手
す
べ
き

で
あ
る
。
汽
車
や
汽
船
内
に
図
書
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る
例
は
ア
メ
リ
カ

で
多
く
み
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
図
書
館
業
が
最
も
発
達
し
て
い
る
国
で
あ
る
。

・
図
書
館
の
管
理
・
運
営
に
あ
た
っ
て
は
片
手
間
で
は
な
く
専
任
で
従
事
す
る
人

を
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。

・
蔵
書
の
数
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
て
も
良
い
が
、
き
ち
ん
と
選
書
し
た

も
の
を
置
く
こ
と
。
備
え
る
べ
き
図
書
と
し
て
は
、
そ
の
地
域
の
歴
史
、
地
理
、

工
芸
、
産
業
な
ど
の
郷
土
資
料
が
第
一
で
あ
り
、
次
い
で
高
尚
な
文
学
、
美
術

書
類
な
ど
で
あ
る
。

・
閲
覧
は
無
料
に
す
べ
き
で
あ
る
。
貸
出
を
す
る
場
合
は
一
日
は
無
料
に
し
て
、

そ
れ
以
上
の
期
間
に
な
る
際
は
一
定
の
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
も
よ
い
。
ま
た
、

図
書
の
汚
染
や
破
損
に
対
し
て
は
相
当
の
制
裁
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

立ち寄り先としての
図書館

情報提供拠点としての
図書館

学ぶ・出会う・体験する
場としての図書館

地域をつなぐ
中核としての図書館

・建築としての魅力
・空間快適性
・利便性

・観光情報の提供
・書籍などの出版
・相互観光支援展示

・イベント・企画の実施
・多様な主体との連携
・産業・ビジネス支援

・本をツールとしたまちづくり
・地域全体での取り組み

多

少

・伊那市立高遠町図書館・伊那図書館
・小布施町立図書館まちとしょテラソ
・まちライブラリー
・船橋まるごと図書館
・海士町島まるごと図書館構想 他

・奈良県立図書情報館
・紫波町図書館（オガール）
・多治見市図書館
・武蔵野市立図書館（武蔵野プレイス） 他

・草津町温泉図書館
・石垣市立図書館
・高山市図書館「煥章館
・奈良県立図書情報館

」 他

・東京都北区立中央図書館
・大阪府立中之島図書館
・金沢市海みらい図書館
・武雄市図書館 他

観光・まちづくりに関連する特徴 図書館の例

←
→

図1　観光・まちづくりに関連する図書館の要素

  『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
第
六
年
第
五
号
　
表
紙

「
旅
の
図
書
館
」
　
所
蔵
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を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
例
が
見
受
け
ら

れ
る
。

一
方
で
、
観
光
行
政
の
立
場
か
ら
図
書

館
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
全
体
像
は
見
え
て
い
な
い
。
こ

の
点
は
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
筆
者
が
関
わ
っ
た

地
域
の
観
光
基
本
計
画
な
ど
に
お
い
て
は
、

各
施
策
の
連
携
先
と
し
て
図
書
館
の
名

前
が
挙
が
る
こ
と
は
な
く
、
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
に
図
書
館
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
例
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

以
下
で
は
、
図
1
で
整
理
を
し
た
図
書

館
の
中
か
ら
特
に
注
目
し
た
伊
那
市
立
高た

か

遠と
お

町
図
書
館
と
奈
良
県
立
図
書
情
報
館

の
例
を
紹
介
す
る
。

伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館

︱ 

本
の
町
・
高
遠
を
支
え
る

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て 

︱

伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
は
１
９
８
６

年
（
昭
和
61
年
）
に
高
遠
町
文
化
セ
ン
タ

ー
と
一
体
と
な
っ
て
オ
ー
プ
ン
し
た（
写

真
1
）（
注
４
）。
伊
那
市
の
も
う
一
つ
の
公

共
図
書
館
で
あ
る
伊
那
市
立
伊
那
図
書

館
と
と
も
に
、
従
来
の
図
書
館
の
枠
を
超

え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
同
図
書
館
の
諸
田
和
幸
氏
に
話
を
伺

っ
た
。

高
遠
町
は
進
徳
館
と
い
う
藩
校
の
存

在
や
、
古
文
書
な
ど
の
資
料
が
多
く
現

存
し
て
い
る
こ
と
、
郷
土
史
家
が
多
い
と

い
っ
た
地
域
特
性
な
ど
も
あ
り
、
以
前
か

ら
「
本
の
町
」
と
し
て
本
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

が
今
年
で
8
年
目
を
迎
え
る
「
高
遠
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル」（
注
５
）
で
あ
る
。
期

間
中
は
街
中
の
各
所
に
ブ
ッ
ク
ス
ポ
ッ
ト

が
設
け
ら
れ
て
い
る
他
、
古
本
市
、
高
遠

出
身
の
作
家
に
ま
つ
わ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る（
図
２
）。
既
に
地
域
で
実
施

さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
に
加
え
、
地
元
住

民
が
や
り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
場
と
し
て
、
内
容
や
期
間
を
変
え
な
が

ら
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
運
営
は
市
民
や
市
外
の
有
志
な
ど
か

ら
な
る
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
行

っ
て
お
り
、
そ
の
事
務
局
を
高
遠
町
図
書

館
が
務
め
て
い
る
。

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
に
始
ま
っ

た
「
高
遠
ぶ
ら
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
高

遠
ぶ
ら
り
制
作
委
員
会
、
高
遠
町
図
書
館

事
務
局
）は
、「
伊
那
谷
の
屋
根
の
な
い
博

物
館
の
情
報
基
盤
の
構
築
と
実
感
あ
る
知

の
獲
得
を
楽
し
む
場
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

デ
ジ
タ
ル
古
地
図
「
高
遠
ぶ
ら
り
」（
ア
プ

リ
）（
図
３
）の
開
発
や
関
連
グ
ッ
ズ
の
開

発
・
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
内
部
記

録
と
し
て
の
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
目
的

で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
デ

ジ
タ
ル
コ
モ
ン
ズ
構
築
を
念
頭
に
置
い
て

い
る
。
住
民
は
も
と
よ
り
興
味
を
持
っ
た

市
外
の
関
係
者
も
一
体
と
な
り
活
動
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
「
高
遠
ぶ
ら
り
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
人
数
は
６
０
０

人
ほ
ど
に
も
上
る
。「
こ
の
ま
ち
っ
て
こ

ん
な
に
面
白
か
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
他
、
当
初
の
狙

写真1　伊那市立高遠町図書館

図2　2016年高遠ブックフェスティバル　フライヤー

図3 「高遠ぶらり」（アプリ）　©共同出版ART Creative
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い
で
も
あ
っ
た
郷
土
資
料
の
利
用
・
理
解

促
進
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

ア
プ
リ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
「
高
遠
ぶ
ら

り
」「
伊
那
谷
ぶ
ら
り
」「
ジ
オ
パ
ー
ク
・

エ
コ
パ
ー
ク
ぶ
ら
り
」「
内
藤
新
宿
ぶ
ら

り
」
の
４
つ
が
あ
り
、
例
え
ば
高
遠
ぶ
ら

り
の
中
に
は
、
高
遠
城
下
町
絵
図
や
町
割

図
な
ど
13
の
マ
ッ
プ（
注
６
）
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
マ
ッ
プ
の
中
の
各
ス
ポ
ッ
ト
に

は
現
在
の
写
真
や
関
連
資
料
、
解
説
文
が

ひ
も
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
住
民
や
地
元
の

高
校
生
が
、
実
際
に
ま
ち
あ
る
き
を
行
っ

た
上
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

と
連
動
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
観
光
マ

ッ
プ
も
入
っ
て
い
る
た
め
、
土
地
勘
が
な

い
観
光
客
も
使
い
や
す
い
。
さ
ら
に
は
、

「
高
遠
ぶ
ら
り
」
を
活
用
し
た
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
「
高
遠
ぶ
ラ
リ
ィ
」「
伊
那
ま
ち

ぶ
ラ
リ
ィ
」
も
開
催
し
て
い
る
。
公
開
か

ら
5
年
で
36
カ
国
、
６
万
件
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
が
あ
っ
た
。
ア
プ
リ
を
使
っ
た
観
光

客
か
ら
も
好
評
で
、
口
コ
ミ
で
そ
の
良
さ

が
伝
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
か

ら
は
「
高
遠
ぶ
ら
り
」
の
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
参
加
者
自
身
が
既

存
資
料
や
ま
ち
あ
る
き
か
ら
学
ん
だ
地
元

の
情
報
をW

ikipedia

に
掲
載
・
発
信
し

て
い
く
「W

ikipedia T
ow

n

」
の
取
り

組
み
も
開
始
し
て
い
る
。

諸
田
氏
は
、「
情
報
は
食
べ
る
こ
と
と

同
じ
く
ら
い
重
要
で
あ
り
、
情
報
を
誰
も

が
使
え
る
、
知
る
、
楽
し
め
る
状
態
に
す

る
こ
と
、
そ
れ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

の
が
図
書
館
の
役
割
で
あ
る
」
と
語
る
。

一
般
的
に
古
文
書
の
勉
強
会
や
ま
ち
あ
る

き
は
自
分
た
ち
で
学
び
満
足
し
て
終
わ
る

こ
と
も
多
い
が
、
高
遠
町
で
は
住
民
自
身

が
発
信
者
と
な
り
、
得
た
情
報
を
多
く
の

人
が
楽
し
め
る
ツ
ー
ル
に
作
り
上
げ
て
い

る
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
取
り

組
み
の
枠
組
み
や
範
囲
を
既
存
の
行
政
域

で
は
な
く
、
伊
那
谷
と
い
う
大
き
な
文
化

圏
で
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
行
政
域

に
縛
ら
れ
ず
に
地
域
内
外
の
多
様
な
立

場
の
人
や
組
織
が
参
画
し
て
い
る
た
め
、

高
遠
町
で
の
取
り
組
み
が
周
辺
市
町
村
に

派
生
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い（
注
７
）。

奈
良
県
立
図
書
情
報
館

—

情
報
を
再
編
集
し
、

　
ニ
ー
ズ
を
創
り
出
す—

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
は
奈
良
駅
よ

り
バ
ス
で
15
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る（
写

真
２
）。
決
し
て
ア
ク
セ
ス
が
良
い
と
言

え
る
立
地
で
は
な
い
が
、
平
日
の
昼
間
に

も
か
か
わ
ら
ず
館
内
は
多
く
の
人
で
賑
わ

っ
て
い
る
。
構
想
に
10
年
を
か
け
て

２
０
０
5
年
（
平
成
17
年
）
に
開
館
し
た

同
館
は
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、

カ
レ
ン
ダ
ー
に
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
だ

け
で
な
く
、
館
内
で
は
医
療
、
健
康
や
法

律
関
係
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
や
、
い
ろ
い
ろ

な
テ
ー
マ
を
切
り
口
に
し
た
図
書
展
示
な

ど
も
随
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。

「
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
図
書
館
で
は
な
く
、

ニ
ー
ズ
を
創
り
出
す
図
書
館
に
し
た
い
」

と
話
す
の
は
同
館
総
務
企
画
課
の
乾
聰
一

郎
氏
。
こ
れ
ま
で
図
書
館
に
興
味
を
持
た

な
か
っ
た
人
に
い
か
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら

え
る
か
を
意
識
し
て
い
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
、

図
書
館
を
舞
台
と
し
た
演
劇
、
寄
席
、
マ

ル
シ
ェ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
、

図
書
館
で
開
催
さ
れ
る
と
は
思
え
な
い
内

容
に
多
く
の
来
館
者
が
集
ま
る
。
も
ち
ろ

ん
、
図
書
館
の
資
料
を
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
に
は
当
日
配

布
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
必
ず
関
連
図

書
な
ど
の
リ
ス
ト
を
付
け
て
い
る
。

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
か
ら

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
に
は
「
自
分

の
仕
事
を
考
え
る
３
日
間
」
と
し
て
、
仕

写真2　奈良県立図書情報館

図4　ホテル日航奈良貸出文庫「都読」
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事
や
働
き
方
を
テ
ー
マ
に
ゲ
ス
ト
の
話
を

う
か
が
い
な
が
ら
参
加
者
同
士
が
話
し
合

え
る
3
日
連
続
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

（
注
８
）、
全
国
か
ら
一
日
約
３
５
０
人
の
参

加
者
が
集
ま
っ
た
。
期
間
中
は
ホ
テ
ル
日

航
奈
良
と
の
連
携
に
よ
る
宿
泊
プ
ラ
ン
も

販
売
し
、
図
書
館
や
ホ
テ
ル
周
辺
の
飲
食

店
は
多
く
の
若
者
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
千
田
稔
館
長
の
著
作
を
は
じ
め
、

館
所
蔵
の
書
籍
か
ら
そ
の
時
々
の
奈
良
の

ト
ピ
ッ
ク
の
関
連
図
書
を
選
び
リ
ス
ト
化

し
、
そ
の
図
書
を
宿
泊
客
に
貸
し
出
す
サ

ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
る
（
図
４
）。

さ
ら
に
は
、
文
化
発
信
の
メ
デ
ィ
ア
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
て
い
る
通
り
、

館
内
の
み
な
ら
ず
、
図
書
館
外
で
の
出
張

講
座
や
、
奈
良
県
内
で
開
催
さ
れ
る
正
倉

院
展
や
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
、
聖
徳

太
子
没
後
１
４
０
０
年
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

と
の
連
携
な
ど
、
奈
良
県
の
文
化
振
興
に

も
寄
与
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
文
学
、
映

画
、
物
語
の
切
り
口
で
奈
良
を
紹
介
し
て

い
る『
読
み
歩
き
奈
良
の
本
』の
編
集（
奈

良
県
立
図
書
館
創
立
１
０
０
周
年
記
念
）

や
、
地
元
企
業
と
の
協
働
で
作
成
し
て
い

る
情
報
誌
『
ナ
ラ
ヲ
ヨ
ム
』
の
発
行
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
公
立
図
書
館
と
し
て
初

め
て
開
催
し
た
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
70
回

を
超
え
、
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
県
内
外
の

有
志
が
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

乾
氏
は
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
に
と
っ

て
大
事
な
こ
と
は
「
情
報
の
再
編
集
」
で

あ
る
と
語
る
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
そ
の
一

環
で
あ
り
、
図
書
館
に
蓄
積
さ
れ
る
情
報

を
独
自
の
切
り
口
で
発
信
し
、
利
用
者
に

新
た
な
魅
力
や
面
白
さ
に
気
付
い
て
も
ら

う
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
の
企
画
に
は
、

館
内
の
司
書
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

館
外
の
多
様
な
主
体
と
の
連
携
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
と
に
か
く
自
ら
い
ろ
い

ろ
な
人
に
会
い
に
行
き
、
つ
な
が
り
を
つ

く
っ
て
い
る
と
い
う
。

図
書
館
の
ス
ト
ッ
ク
＝
地
域
の

宝
を
ど
う
活
か
す
か

今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
図
書
館
の
活

動
範
囲
の
広
さ
と
地
域
性
の
豊
か
さ
、
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
に
衝
撃
を
受
け
た
。
し
か
し
、

予
算
や
人
材
が
減
ら
さ
れ
て
い
る
中
で
、

高
い
理
想
を
掲
げ
、
司
書
の
仕
事
の
範
囲

を
広
げ
て
い
く
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
。
高
遠
や
奈
良
の
例
に
あ
る
よ
う
に
、

司
書
の
み
な
ら
ず
地
域
内
外
の
多
様
な
主

体
と
一
体
に
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
、
自
分
た
ち
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

か
た
ち
に
な
り
、
や
り
が
い
を
肌
で
感
じ

ら
れ
る
し
く
み
が
あ
る
こ
と
は
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。

一
方
で
、
図
書
館
と
し
て
の
取
り
組
み

を
発
信
し
、
広
め
て
い
く
上
で
は
、
地
域

内
外
に
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
多
い
観

光
行
政
や
観
光
関
連
団
体
と
の
連
携
は

効
果
的
で
あ
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て

共
通
だ
っ
た
の
は
、
両
図
書
館
と
も
に
あ

え
て
観
光
を
意
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
た
ま
た
ま

観
光
と
親
和
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
観
光
の
み
な
ら
ず
、
多

様
な
テ
ー
マ
を
扱
う
図
書
館
の
ス
ト
ッ
ク

（
人
・
情
報
・
資
料
）
を
い
か
に
引
き
出

せ
る
か
は
周
囲
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も

か
か
っ
て
い
る
。
観
光
と
い
う
観
点
か
ら

の
図
書
館
の
活
用
と
連
携
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
が
、
い
ま

一
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
地
元
の
図

書
館
の
特
徴
や
取
り
組
み
に
目
を
向
け
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、「
旅

の
図
書
館
」
と
し
て
も
全
国
の
観
光
地
や

図
書
館
と
連
携
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
を

模
索
し
て
い
き
た
い
。（

ふ
く
な
が 

か
お
り
）

（
注
１
） 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
叢
書
第
５
号
『
観
光
と
図
書
館
の

融
合
』
松
本
秀
人
、
北
海
道
大
学
観
光
学
高

等
研
究
セ
ン
タ
ー
、
２
０
１
０
年
。
『
観
光

実
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
日
本
観
光
協
会
編
、

２
０
０
８
、
p. 

６
０
２
）
に
あ
る
「
観
光
施

設
が
提
供
す
る
役
割
に
は
、
目
的
的
役
割
と

補
助
的
役
割
が
あ
る
」
と
の
説
明
を
応
用
。

松
本
氏
は
観
光
に
関
連
し
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
先
進
事
例
と
し
て
鳥
取
県
立
図
書

館
、
高
知
県
立
図
書
館
、
草
津
町
立
図
書

館
、
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
、
千
代
田
区
立

千
代
田
図
書
館
、
津
山
市
立
図
書
館
な
ど
を

取
り
上
げ
て
い
る
が
、
観
光
学
の
観
点
か
ら

の
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
注
２
） 

入
館
者
数
や
本
の
貸
し
出
し
件
数
の
み
な
ら

ず
、
多
様
な
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
第
三
者
の
民

間
が
評
価
を
す
る
動
き
も
あ
り
、
例
え
ば
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

知
的
資
源
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
）は
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
あ
り

方
を
示
唆
す
る
よ
う
な
先
進
的
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
機
関
に
対
し
て
「Library of the 

Year

」 

を
授
与
し
て
い
る
。

（
注
３
） 『
観
光
と
図
書
館
の
融
合
』
p. 

１
０
９- 

p. 

１
２
１

（
注
４
） 

２
０
０
６
年
に
高
遠
町
、伊
那
市
、長
谷
村
が

合
併
し
、
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
に
改
称

（
注
５
） 

２
０
０
９
年
か
ら
開
催
。
イ
ギ
リ
ス
の
ヘ
イ

オ
ン
ワ
イ
の
よ
う
に
、
日
本
に
も
「
本
の

町
」
が
あ
れ
ば
と
い
う
北
尾
ト
ロ
氏
、
斉
木

博
司
氏
の
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
。

（
注
６
） 

２
０
１
６
年
９
月
現
在
。
定
期
的
に
更
新
を

行
っ
て
い
る
。

（
注
７
） 

諏
訪
市
で
も
老
舗
の
酒
蔵
を
会
場
に
20
店
以

上
の
書
店
や
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
す

る
「
く
ら
も
と
古
本
市　

酒
蔵
の
街
の
読
み

歩
き
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

（
注
８
） 

２
０
１
１
年
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
、
各
回
の

概
要
を
ま
と
め
た
本
も
出
版
さ
れ
て
い
る

（
西
村
佳
哲
著 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

奈
良
県
立
図
書
情
報

館
、弘
文
堂
刊
）。ま
た
、
２
０
１
５
年
に
は

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
番
外
編
と
し
て
「
ひ
と
の

居
場
所
を
つ
く
る
ひ
と
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催（
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
本
も
弘
文
堂
よ
り
出

版
予
定
）。
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39 特集◉「観光の研究と実務に役立つ図書館」を目指して
特集5 旅心を誘う、旅の本のレジェンド30選

一
冊
の
本
を
片
手
に
旅
に
出
る
。

そ
ん
な
旅
を
夢
想
す
る
ひ
と
は
多
い
に

違
い
な
い
。
い
ま
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は

な
く
、『
土
佐
日
記
』』や『
お
く
の
ほ
そ
道
』

の
時
代
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し

た
現
代
ま
で
、
見
知
ら
ぬ
土
地
に
旅
し
た

ひ
と
の
旅
の
記
録
は
、
人
び
と
の
好
奇
心

を
刺
激
し
、
旅
へ
の
思
い
を
掻
き
立
て
て

き
た
。
少
年
時
代
か
ら
旅
が
好
き
だ
っ
た

私
も
、
た
く
さ
ん
の
旅
の
本
を
読
ん
で
、

旅
に
憧
れ
て
き
た
ひ
と
り
だ
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
本
を
時
系
列
を
追

っ
て
思
い
返
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
バ

ラ
バ
ラ
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、

時
代
の
流
れ
を
反
映
し
、
あ
る
い
は
時
代

を
リ
ー
ド
す
る
新
し
い
旅
の
カ
タ
チ
を
作

り
出
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
旅
の
形

は
時
代
と
共
に
変
遷
し
、
旅
の
本
は
そ
の

映
し
鏡
で
あ
り
、
時
代
の
旅
に
影
響
を
与

え
て
き
た
存
在
で
も
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
戦
後
か
ら
現
代
ま
で
６
つ

の
時
代
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に

登
場
し
た
30
冊
の
本
を
時
代
背
景
と
共

に
紹
介
し
て
い
く
。
取
材
か
ら
10
年
以
上

も
経
っ
て
か
ら
出
版
さ
れ
た
本
も
あ
り
、

必
ず
し
も
年
代
ご
と
の
傾
向
と
本
の
背
景

が
ぴ
た
り
と
合
致
す
る
わ
け
で
も
な
い
。

ま
た
旅
の
傾
向
が
時
代
の
節
目
で
線
を
引

く
よ
う
に
く
っ
き
り
と
変
わ
る
わ
け
で
も

な
い
。
し
か
し
、
改
め
て
旅
の
名
著
を
年

表
（
Ｐ
46
）
上
に
並
べ
て
み
る
と
、
時
代

変
化
と
話
題
を
呼
ん
だ
旅
の
本
と
の
見
事

な
相
関
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

旅
の
名
著
は
１
冊
１
冊
が
奥
深
く
、
旅
心

を
誘
っ
て
く
れ
る
も
の
だ
が
、
時
代
の
変

遷
と
い
う
も
う
一
つ
の
視
点
を
加
え
る
こ

と
で
、
旅
の
本
が
一
層
興
味
深
く
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※�

発
行
年
度
は
い
ず
れ
も
日
本
国
内
で
の

初
版
年
。

●
'50
年
代

戦
後
旅
行
記
の
夜
明
け
。

封
印
さ
れ
て
き
た
旅
へ
の
関
心
が
、

徐
々
に
膨
ら
む
。

本
稿
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
１
９
５
０

年
代
も
後
半
あ
た
り
か
ら
の
書
物
と
な
る
。

戦
前
か
ら
戦
中
に
掛
け
て
も
、
素
晴

ら
し
い
旅
の
本
は
何
冊
も
あ
っ
た
。
海
外

旅
行
が
困
難
な
時
代
で
も
『
西
蔵
旅
行

記
』
河
口
慧
海
、『
マ
レ
ー
蘭
印
紀
行
』

金
子
光
晴
な
ど
優
れ
た
旅
の
本
が
登
場
し
、

国
内
で
旅
行
の
大
衆
化
が
進
ん
だ
の
は
、

意
外
に
も
こ
の
頃
だ
っ
た
。

し
か
し
、
敗
戦
と
同
時
に
日
本
は
一
気

に
旅
を
封
印
す
る
。
１
９
６
４
年
の
海
外

渡
航
自
由
化
ま
で
の
20
年
近
く
の
間
、
外

貨
と
パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
に
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
た
特
権
的
な
人
た
ち
の
旅
行
記
や
海

外
の
作
家
の
本
を
あ
こ
が
れ
の
ま
な
ざ
し

で
読
み
漁
る
し
か
な
か
っ
た
。

『
イ
ン
ド
で
考
え
た
こ
と
』

堀
田
善
衛　

岩
波
書
店　

１
９
５
７

日
本
人
の
出
国
が
厳
し
く
制
限
さ
れ

て
い
た
終
戦
直
後
、
作
家
が
海
外
の
旅
を

書
い
た
本
と
し
て
は
ほ
ぼ
第
１
号
と
言
っ

て
い
い
。
宮
崎
駿
が
最
も
尊
敬
す
る
人
物

旅
心
を
誘
う
、

旅
の
本
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
30
選

旅
行
作
家

荒
木  

左
地
男 5
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と
し
て
上
げ
て
い
る
作
家
で
、
終
戦
直
後

の
世
界
観
を
ジ
ブ
リ
作
品
の
底
流
に
探
し

て
み
る
の
も
一
興
だ
。
60
年
も
前
に
、
欧

米
中
心
主
義
と
は
異
な
る
視
点
で
ア
ジ
ア

を
観
察
し
て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
画
期

的
な
作
品
と
言
え
る
。

『
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
航
海
記
』

北
杜
夫　

中
央
公
論
社　

１
９
６
０

（
写
真
は
新
潮
社　

１
９
６
５
）

堀
田
善
衛
は
ア
ジ
ア
作
家
会
議
出
席

の
た
め
、
そ
し
て
北
杜
夫
は
船
医
と
し
て

海
洋
調
査
船
に
乗
り
込
み
東
南
ア
ジ
ア
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
ま
わ
る
。
ど
ち
ら
も
、

公
的
な
理
由
が
な
け
れ
ば
海
外
に
出
か

け
ら
れ
な
い
時
代
の
作
品
だ
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
北
杜
夫
の
文
章
は
軽
妙
洒

脱
。
父
は
歌
人
の
斎
藤
茂
吉
、
母
は
南
極

ま
で
出
か
け
た
ス
ー
パ
ー
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

斎
藤
輝
子
、
そ
し
て
兄
は
日
本
旅
行
作
家

協
会
会
長
も
務
め
た
斎
藤
茂
太
。
筋
金

入
り
の
旅
行
家
一
族
な
の
だ
。

『
オ
ン
・
ザ
・
ロ
ー
ド
』

ジ
ャ
ッ
ク
・
ケ
ル
ア
ッ
ク

　

河
出
書
房
新
社　

１
９
５
９

旅
行
者
の
バ
イ
ブ
ル
と
言
っ
て
い
い
作

品
が
、
本
国
の
出
版
の
わ
ず
か
２
年
後
に
、

日
本
で
初
翻
訳
さ
れ
た
。
ビ
ー
ト
ニ
ク
と

呼
ば
れ
る
厭
世
的
な
若
者
た
ち
の
旅
が
日

本
の
若
者
の
心
に
も
響
い
た
。
福
田
実
訳

で
『
路
上
』
の
タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
れ
た

が
、
半
世
紀
後
（
２
０
０
７
）
に
青
山
南

訳
で
『
オ
ン
・
ザ
・
ロ
ー
ド
』
の
タ
イ
ト

ル
と
な
っ
た
。
旅
は
時
代
を
超
え
て
自
由

の
象
徴
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

●
'60
年
代

海
外
渡
航
自
由
化
で
海
外
旅
行
の
夢

膨
ら
む
。

旅
の
先
駆
者
が
描
く
先
進
国
の
旅
行

記
に
憧
憬
の
ま
な
ざ
し
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
合
わ
せ

て
１
９
６
４
年
、
い
よ
い
よ
海
外
渡
航
が

自
由
化
さ
れ
た
。
そ
の
２
年
前
に
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
た
堀
江
謙
一
の
『
太
平
洋

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
』
１
９
６
２
は
、
解
禁
が

待
ち
き
れ
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
な
し
で
の
違
法

渡
航
を
決
断
す
る
緊
張
感
が
生
々
し
い
。

60
年
代
に
は
、
そ
ん
な
海
外
渡
航
解

禁
と
い
う
大
き
な
節
目
を
挟
ん
で
、
日
本

人
の
旅
行
観
が
大
き
く
変
わ
る
前
後
の
、

日
本
人
の
旅
へ
の
初
々
し
い
ま
な
ざ
し
が

感
じ
ら
れ
る
本
が
次
々
と
登
場
し
た
。

『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』

宮
本
常
一　

未
来
社　

１
９
６
０

（
写
真
は
岩
波
書
店　

１
９
８
４
）

宮
本
は
民
俗
学
者
と
い
う
肩
書
き
だ

け
で
は
く
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
書

で
も
人
間
力
と
で
も
い
う
懐
の
深
い
洞
察

と
慈
し
み
の
心
が
、
行
間
か
ら
伝
わ
っ
て

く
る
。
丹
念
に
歩
き
、
丹
念
に
土
地
の
人

の
話
を
聞
く
。
こ
の
“
丹
念
”
と
い
う
姿

勢
こ
そ
、
現
代
の
旅
行
者
に
欠
落
し
て
い

る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
海
外
渡
航
解
禁

前
夜
に
、
日
本
人
を
見
つ
め
直
す
こ
の
本

が
世
に
出
た
意
味
は
大
き
い
。

『
何
で
も
見
て
や
ろ
う
』�

小
田
実

河
出
書
房
新
社
／
講
談
社　

１
９
６
１

「
ひ
と
つ
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
や
ろ

う
、
と
私
は
思
っ
た
」
と
い
う
有
名
な
書

き
出
し
に
騙
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。
ふ
ら

っ
と
気
ま
ま
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
難
関
の
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学

生
と
し
て
渡
航
し
た
エ
リ
ー
ト
。
と
こ
ろ

が
、
帰
り
道
が
す
ご
か
っ
た
。
オ
ス
ロ
か

ら
の
片
道
切
符
だ
け
を
持
ち
、
１
日
１
ド

ル
の
極
貧
予
算
で
中
近
東
か
ら
東
南
ア
ジ

ア
を
経
由
し
な
が
ら
の
壮
絶
で
し
か
も
滑

稽
な
旅
。
こ
の
本
を
握
り
し
め
て
同
じ
ル

ー
ト
を
辿
っ
た
旅
人
が
そ
の
後
続
出
し
た
。

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
１
日
５
ド
ル
の
旅
』

ア
ー
サ
ー
・
フ
ロ
ン
マ
ー

　

日
本
評
論
新
社　

１
９
６
３

フ
ロ
ン
マ
ー
夫
妻
が
実
際
に
歩
い
て
探

し
た
宿
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
交
通
手
段
な
ど

を
具
体
的
に
紹
介
し
た
旅
の
実
用
書
。
い

ま
な
ら
当
た
り
前
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
手

法
だ
が
、
当
時
は
珍
し
く
、
こ
の
流
れ
は

161003_231特集5.indd   40 2016/10/03   18:45



41 特集◉「観光の研究と実務に役立つ図書館」を目指して
特集5 旅心を誘う、旅の本のレジェンド30選

日
本
の
『
地
球
の
歩
き
方
』
な
ど
に
も
継

承
さ
れ
て
い
る
。

『
青
年
は
荒
野
を
め
ざ
す
』�

五
木
寛
之

　

文
藝
春
秋　

１
９
６
７

当
時
の
学
生
た
ち
の
外
国
へ
の
あ
こ
が

れ
を
、
こ
こ
ま
で
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
込
ん

だ
本
は
他
に
な
い
。
い
ま
読
み
返
す
と
荒

唐
無
稽
と
さ
え
思
え
て
し
ま
う
都
合
の
い

い
出
会
い
や
、
あ
り
得
な
い
展
開
が
次
々

と
続
く
。
海
外
に
飛
び
出
せ
ば
こ
ん
な
す

ご
い
人
生
が
待
っ
て
い
る
の
か
。
多
く
の

若
者
の
背
中
を
押
し
た
一
冊
。

●
'70
年
代

旅
が
一
般
大
衆
に
ま
で
拡
大
し
た
時
代
。

個
人
旅
行
の
環
境
が
整
備
さ
れ
、
ひ
と

り
旅
目
線
の
旅
行
記
が
多
数
登
場

ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
の
登
場
や
ド
ル
の

変
動
相
場
制
導
入
な
ど
で
、
日
本
人
の
海

外
旅
行
の
一
般
化
が
進
ん
だ
時
代
。
国
内

で
も
大
阪
万
博
の
開
催
が
個
人
旅
行
を

活
性
化
し
、
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

が
そ
の
ブ
ー
ム
を
後
押
し
、
鉄
道
旅
ブ
ー

ム
が
到
来
す
る
。
79
年
に
は
『
地
球
の
歩

き
方
』
が
創
刊
さ
れ
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
ス

タ
イ
ル
の
旅
が
若
者
を
魅
了
。
80
年
代
へ

と
繋
が
る
旅
の
本
の
個
性
化
の
は
じ
ま
り

と
な
っ
た
。

『
印
度
放
浪
』�

藤
原
新
也

　

朝
日
新
聞
出
版　

１
９
７
２

こ
の
本
は
、
い
く
つ
か
の
本
と
の
対
比

で
読
む
と
お
も
し
ろ
い
。
ケ
ル
ア
ッ
ク
の

『
路
上
（
オ
ン
・
ザ
・
ロ
ー
ド
）』

１
９
５
９
は
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ

青
年
の
苦
悩
が
背
景
だ
が
、『
印
度
放
浪
』

は
安
保
闘
争
、
学
生
運
動
に
疲
弊
し
た

厭
世
的
空
気
が
背
景
だ
。
同
じ
イ
ン
ド
物

の
『
河
童
が
覗
い
た
イ
ン
ド
』
妹
尾
河
童

１
９
８
５
、『
深
夜
特
急
３
（
イ
ン
ド
・

ネ
パ
ー
ル
）』
沢
木
耕
太
郎
１
９
９
４
と

の
対
比
も
お
も
し
ろ
い
。
イ
ン
ド
は
時
代

を
超
え
て
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
旅
先

だ
と
言
う
こ
と
が
わ
か
る
。

『
河
童
が
覗
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』

妹
尾
河
童　

新
潮
社　

１
９
７
６

「
覗
い
た
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
弾
。
１

年
掛
け
て
22
カ
国
を
歩
き
、
詳
細
な
ス
ケ

ッ
チ
を
描
い
た
。
圧
巻
は
泊
ま
っ
た
ホ
テ

ル
１
１
５
の
部
屋
の
ス
ケ
ッ
チ
。
い
ま
な

ら
ス
マ
ホ
で
パ
チ
リ
と
撮
れ
ば
済
む
こ
と

だ
が
、
相
当
な
時
間
を
掛
け
て
す
べ
て
手

書
き
で
記
録
。
各
パ
ー
ツ
の
細
か
い
説
明

も
手
書
き
で
入
り
、
写
真
で
は
伝
え
き
れ

な
い
温
か
み
や
発
見
が
楽
し
め
る
。
旅
の

大
衆
化
で
旅
人
の
目
線
が
生
活
者
レ
ベ
ル

ま
で
下
が
っ
て
き
た
こ
と
の
好
例
の
本
だ
。

『
悲
し
き
熱
帯
』�

レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス

　

中
央
公
論
新
社　

１
９
７
７

１
９
３
０
年
代
の
ブ
ラ
ジ
ル
奥
地
の
少

数
部
族
を
訪
ね
た
旅
の
記
録
。
旅
行
記
と

い
う
よ
り
は
文
化
人
類
学
の
レ
ポ
ー
ト
だ

が
、
高
見
か
ら
の
観
察
で
は
な
く
、
原
住

民
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
の
視
線
で
の
観
察
で
、

冒
頭
の
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
「
私
は
旅
や
冒

険
家
が
嫌
い
だ
」
に
も
そ
れ
が
表
れ
て
い

る
。
欧
米
中
心
主
義
的
視
点
か
ら
で
は
な

い
文
明
論
と
し
て
読
み
応
え
の
あ
る
一
冊

だ
。
訳
者
の
川
田
順
三
が
書
い
た
『「
悲

し
き
熱
帯
」
の
記
憶
―
レ
ヴ
ィ=

ス
ト

ロ
ー
ス
か
ら
50
年
』
２
０
１
０
を
併
せ
て

読
む
と
当
時
の
世
界
観
と
筆
者
の
視
点

が
よ
り
理
解
出
来
る
。

『
時
刻
表
２
万
キ
ロ
』�

宮
脇
俊
三

　

河
出
書
房
新
社　

１
９
７
８

70
年
代
の
鉄
道
ブ
ー
ム
を
象
徴
す
る

本
。
最
後
の
章
に
、
宮
脇
さ
ん
の
思
い
が

籠
も
っ
て
い
て
読
み
応
え
が
あ
る
。
２
万

キ
ロ
完
乗
を
達
成
し
た
直
後
に
、
気
仙
沼

線
の
新
線
が
開
通
し
た
の
だ
。
廃
線
に
な

る
路
線
が
多
い
中
、
こ
ん
な
め
で
た
い
こ

と
は
な
い
。
い
そ
い
そ
と
乗
り
に
出
か
け

た
宮
脇
さ
ん
の
嬉
し
げ
な
様
子
が
胸
に
響

く
。
鉄
道
の
旅
は
宮
脇
さ
ん
に
と
っ
て
線

を
繋
ぐ
旅
だ
っ
た
が
、
新
幹
線
や
飛
行
機

で
線
が
分
断
さ
れ
、
乗
り
物
は
目
的
地
に

着
く
手
段
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
乗
り
物

そ
の
も
の
が
旅
だ
っ
た
時
代
。
い
ま
は
そ

ん
な
楽
し
み
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

『
パ
リ
・
旅
の
雑
学
ノ
ー
ト
』

玉
村
豊
男

　

新
潮
社　

１
９
７
９

旅
の
エ
ッ
セ
イ
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
は
役
に
立
た
な
い
も
の
だ
が
、
こ
の
本

は
違
う
。
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
も
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
も
出
て
こ
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
一
冊

で
１
週
間
く
ら
い
の
パ
リ
滞
在
は
充
分
楽

し
め
る
。
も
っ
と
も
カ
フ
ェ
と
舗
道
と
メ

ト
ロ
だ
け
に
や
た
ら
詳
し
い
旅
人
に
な
っ
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て
し
ま
う
の
だ
が
。
40
年
近
く
前
の
本
だ

が
、
特
に
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
今
も
ほ
と

ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く

（
値
段
を
除
く
）。
こ
れ
も
パ
リ
の
魅
力
の

ひ
と
つ
だ
。
俯
瞰
的
に
海
外
の
街
を
見
る

の
で
は
な
く
、
路
地
裏
の
に
ぎ
わ
い
や
生

活
者
の
匂
い
ま
で
に
目
を
配
る
ほ
ど
、
旅

の
視
点
が
低
く
な
っ
た
時
代
で
あ
る
こ
と

を
感
じ
さ
せ
る
。

●
'80
年
代

若
者
主
役
の
旅
の
大
衆
化
、
多
様
化

が
一
層
進
む
。

等
身
大
の
旅
の
視
点
で
捉
え
た
身
近

な
旅
の
名
著
が
多
数
登
場

日
本
が
一
番
勢
い
を
持
っ
て
い
た
の
が

80
年
代
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
85
年

の
プ
ラ
ザ
合
意
で
円
高
が
一
気
に
進
行
し
、

海
外
渡
航
者
は
85
年
の
５
０
０
万
人
か

90
年
に
は
１
０
０
０
万
人
へ
と
膨
れ
上
が

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ザ
が
免
除
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
ブ
ー

ム
が
到
来
し
た
。
国
内
で
も
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
の
開
園
（
１
９
８
３
）
や
瀬
戸
大

橋
の
開
通
（
１
９
８
８
）
で
、
国
内
外
と

も
旅
行
の
大
衆
化
、
旅
行
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
肩
肘
張

ら
な
い
文
調
で
書
き
進
め
る
、
若
く
て
才

能
あ
る
旅
の
書
き
手
が
多
数
登
場
し
た
。

『
わ
し
ら
は
怪
し
い
探
検
隊
』

椎
名
誠　

角
川
書
店　

１
９
８
０

探
検
隊
は
男
の
子
の
夢
で
あ
る
。
オ
ト

ナ
に
な
っ
て
も
少
年
の
頃
の
夢
は
な
か
な

か
消
え
て
く
れ
な
い
。
椎
名
誠
隊
長
率
い

る
「
東
日
本
何
で
も
ケ
ト
ば
す
会
」（
略

称
東
ケ
ト
会
）
の
面
々
が
離
島
で
テ
ン
ト

を
張
り
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
を
始
め
る
。

と
い
っ
て
も
、
過
酷
な
自
然
体
験
で
も
な

ん
で
も
な
く
、
い
い
オ
ト
ナ
が
徒
党
を
組

ん
で
大
騒
ぎ
を
す
る
だ
け
。
な
の
に
な
ぜ

か
面
白
く
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
現
在
も
続

い
て
い
る
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
の
先
導

役
と
も
、
脱
力
系
旅
行
記
の
先
駆
者
と

も
言
わ
れ
る
。

『
ゴ
ー
ゴ
ー
・
イ
ン
ド
』

蔵
前
仁
一　

凱
風
社　

１
９
８
６

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
な
ら
知
ら
ぬ
人
は
い

な
い
伝
説
の
雑
誌
「
旅
行
人
」
の
編
集
長

蔵
前
仁
一
さ
ん
の
書
籍
第
１
号
。「
旅
な

ん
て
シ
チ
メ
ン
ド
ク
サ
イ
こ
と
は
大
キ
ラ

イ
だ
っ
た
僕
に
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
教

え
て
く
れ
た
の
は
イ
ン
ド
で
あ
っ
た
」
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
に
は
ビ
ッ
ク
リ
！　

だ
っ

て
そ
の
後
「
い
つ
ま
で
も
旅
で
眠
り
続
け

た
い
」
と
言
う
ほ
ど
旅
に
は
ま
っ
た
ひ
と
。

そ
れ
ほ
ど
イ
ン
ド
の
チ
カ
ラ
は
と
て
つ
も

な
い
と
い
う
こ
と
か
。

『
深
夜
特
急
』�

沢
木
耕
太
郎

　

新
潮
社　

１
９
８
６

表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
し
て
旅
に
憧
れ

る
者
の
心
を
わ
し
づ
か
み
に
す
る
。
フ
ラ

ン
ス
を
走
る
国
際
寝
台
列
車
北
急
行
の
ポ

ス
タ
ー
で
あ
る
。
列
車
旅
の
話
で
は
な
い

が
、
闇
の
中
を
疾
走
す
る
深
夜
特
急
の
よ

う
に
、
青
春
を
駆
け
抜
け
る
み
ず
み
ず
し

い
旅
体
験
が
多
く
の
若
者
を
熱
狂
さ
せ
た
。

文
庫
を
含
め
て
６
０
０
万
部
。
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
に
も
な
る
と
い
う
旅
の
本
は
、
後
に

も
先
に
も
こ
れ
以
外
に
な
い
。
何
度
読
み

返
し
て
も
、
な
ぜ
か
心
震
え
る
。
こ
れ
ほ

ど
時
代
を
掴
ん
だ
旅
の
本
は
、
他
に
な
い
。

『
ア
ラ
ス
カ 

光
と
風
』�

星
野
道
夫

　

六
興
出
版　

１
９
８
６

（
写
真
は
福
音
館
書
店　

１
９
９
５
）

日
本
人
の
探
検
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

変
え
た
の
は
星
野
道
夫
で
あ
り
、
デ
ビ
ュ

ー
作
の
こ
の
本
だ
っ
た
。
過
酷
な
自
然
の

中
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
テ
ン
ト
の
中
で

先
輩
探
検
家
の
本
を
読
み
、
何
事
も
な
い

か
の
よ
う
に
熊
と
対
峙
し
た
こ
と
を
淡
々

と
書
く
。
そ
ん
な
人
柄
が
に
じ
み
出
て
く

る
探
検
家
に
日
本
人
は
初
め
て
出
会
っ
た
。

後
に
続
く
ネ
イ
チ
ャ
ー
作
家
や
写
真
家
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
、
ひ
と
つ
の
時
代

の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
旅
人
と
言
え
る
。

『
幻
の
怪
獣
ム
ベ
ン
ベ
を
追
え
』

早
稲
田
大
学
探
検
部
（
高
野
秀
行
）

　

集
英
社　

１
９
８
９

こ
の
本
は
高
野
秀
行
ワ
ー
ル
ド
へ
の
入

口
。“
誰
も
行
か
な
い
と
こ
ろ
へ
行
き
、誰

も
や
ら
な
い
こ
と
を
や
り
、
そ
れ
を
面
白
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お
か
し
く
書
く
”
と
い
う
姿
勢
を
貫
き
通

し
て
、そ
の
後『
ア
ヘ
ン
王
国
潜
入
記
』『
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
柳
生
一
族
』『
謎
の
独
立
国
家

ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
』な
ど
の
辺
境
・
異
境
シ
リ

ー
ズ
を
続
々
と
著
す
。
旅
の
本
の
亜
種
・

傍
流
と
も
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
こ
の
流

れ
が
、
そ
の
後
の
脱
力
系
お
笑
い
旅
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
の
系
譜
へ
と
続
い
て
い
く
。

●
'90
年
代

旅
の
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
と
と
も
に
、

旅
人
の
精
神
的
内
面
や
、
気
負
わ
な
い

旅
を
切
り
口
と
し
た
本
へ
と
拡
大

80
年
代
後
半
か
ら
の
バ
ブ
ル
景
気
は
、

90
年
代
に
入
っ
て
一
気
に
は
じ
け
た
。
ソ
連

崩
壊
、
湾
岸
戦
争
な
ど
の
政
情
不
安
も
加

わ
っ
た
が
、
人
び
と
の
旅
行
熱
が
冷
め
る
の

は
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
と
自
由
旅
行
の
中
間
で
あ
る
ス
ケ
ル
ト

ン
ツ
ア
ー
（
航
空
券
と
ホ
テ
ル
だ
け
を
セ
ッ

ト
し
た
格
安
ツ
ア
ー
）
も
登
場
。
人
気
テ
レ

ビ
番
組
か
ら
生
ま
れ
た
『
猿
岩
石
日
記
』

猿
岩
石
１
９
９
６
が
２
５
０
万
部
を
記
録

し
た
ほ
か
、
旅
人
の
精
神
的
内
面
を
テ
ー
マ

に
し
た
本
や
、
気
負
わ
な
い
脱
力
系
の
旅
の

記
録
も
多
く
出
版
さ
れ
、
旅
の
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
と
と
も
に
旅
の
本
も
多
様
化
し
、

新
し
い
読
者
層
へ
の
広
が
り
が
見
え
た
。

『
パ
タ
ゴ
ニ
ア
』ブ

ル
ー
ス
・
チ
ャ
ト
ウ
ィ
ン

　

め
る
く
ま
ー
る　

１
９
９
０

時
代
の
動
き
に
連
動
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
超
え
た
世
界
の
紀
行
文
学
と
し
て
、

こ
の
本
を
は
ず
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
読
み
や
す
い
紀
行
文
を
本
書
に
期
待

す
る
と
当
て
が
外
れ
る
。
土
地
か
ら
土
地

へ
、人
か
ら
人
へ
、エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
エ
ピ

ソ
ー
ド
へ
。
即
興
詩
の
よ
う
な
展
開
に
翻

弄
さ
れ
ま
く
る
。
チ
ャ
ト
ウ
ィ
ン
は
旅
に

芭
蕉
の
『
奥
の
細
道
』
を
持
ち
歩
い
た
と

い
う
の
も
日
本
人
に
と
っ
て
は
興
味
深
い
。

『
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
』

パ
ウ
ロ
・
コ
エ
ー
リ
ョ

　

角
川
書
店　

１
９
９
４ 

旅
が
舞
台
の
本
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ

る
旅
の
本
で
は
な
い
。
世
界
中
で
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
っ
た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
旅

の
中
に
様
々
な
人
生
の
示
唆
が
含
ま
れ
る

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
や
や
自
己
啓
発

的
に
描
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
旅
に

『
星
の
王
子
さ
ま
』
サ
ン=

テ
グ
ジ
ュ
ペ

リ
１
９
５
３
を
持
っ
て
い
く
と
い
う
人
は

多
い
。
こ
の
本
も
旅
先
で
読
む
と
さ
ら
に

共
鳴
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。『
パ
タ
ゴ

ニ
ア
』
と
共
に
、
90
年
代
の
旅
の
深
ま
り

が
、
こ
の
２
冊
の
読
者
を
増
や
す
き
っ
か

け
と
な
り
、
そ
の
後
も
読
み
継
が
れ
た
名

著
と
し
て
育
っ
た
と
い
う
時
代
背
景
は
押

さ
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

『
ア
ジ
ア
ン
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
』

小
林
紀
晴

　

情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局

　

１
９
９
５

日
本
に
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
て
旅
に

出
る
若
者
た
ち
の
群
像
は
『
日
本
を
降
り

る
若
者
た
ち
』下
川
裕
治
２
０
０
７（
後
述
）

で
も
紹
介
さ
れ
る
が
、
こ
の
本
よ
り
10
年

以
上
前
に
、
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
に
乗
っ
て

た
だ
生
き
る
だ
け
の
暮
ら
し
に
違
和
感
を

覚
え
て
、
逃
れ
る
よ
う
に
ア
ジ
ア
に
旅
す

る
人
た
ち
を
丹
念
に
追
い
か
け
た
本
を
小

林
は
著
し
た
。
か
つ
て
ア
ジ
ア
を
旅
し
た

屈
強
な
旅
人
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
ナ

イ
ー
ブ
な
若
い
旅
人
像
は
、
日
本
人
が
旅

に
求
め
る
も
の
の
変
化
を
象
徴
し
て
い
る
。

『
も
の
食
う
人
び
と
』

辺
見
庸　

共
同
通
信
社　

１
９
９
４

（
写
真
は
角
川
書
店　

１
９
９
７
）

91
年
に
芥
川
賞
を
取
っ
た
著
者
の
『
自

動
起
床
装
置
』
１
９
９
１
も
強
烈
だ
っ
た

が
、
こ
の
本
は
さ
ら
に
衝
撃
的
だ
っ
た
。

残
飯
食
い
か
ら
人
食
い
ま
で
、
飽
食
の
日

本
を
ひ
と
た
び
出
れ
ば
“
も
の
食
う
”
こ

と
は
生
き
る
こ
と
に
直
結
し
て
い
る
こ
と

を
、
ぐ
さ
り
と
指
摘
す
る
。
食
に
強
靱
で

な
い
も
の
は
、
生
き
る
こ
と
に
も
強
靱
さ

を
欠
く
。
グ
ル
メ
に
興
じ
て
い
る
日
本
人

は
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
。
90
年
代
に
起
こ

っ
た
バ
ブ
ル
崩
壊
が
、
筆
者
や
読
者
の
目

を
飽
食
と
飢
餓
に
を
向
け
さ
せ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

平
成
６
年
度
Ｊ
Ｔ
Ｂ
紀
行
文
学
大
賞

受
賞
作
。

『
ハ
ワ
イ
イ
紀
行
』

池
澤
夏
樹　

新
潮
社　

１
９
９
６

“
ハ
ワ
イ
”
が
観
光
客
に
お
な
じ
み
の

リ
ゾ
ー
ト
地
な
ら
、“
ハ
ワ
イ
イ
”
は
世

界
の
近
代
化
の
波
に
荒
ら
さ
れ
る
前
の
、
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大
国
ア
メ
リ
カ
に
征
服
さ
れ
る
前
の
ハ
ワ

イ
の
残
滓
を
表
す
言
葉
な
の
か
も
知
れ
な

い
。
月
並
み
な
ハ
ワ
イ
旅
行
か
ら
脱
す
る

本
書
の
旅
へ
の
ま
な
ざ
し
は
、
成
熟
し
つ

つ
あ
る
日
本
人
の
旅
行
観
の
象
徴
と
も
言

え
る
。
歴
史
に
根
付
い
た
不
動
の
も
の
を

見
直
す
と
い
う
時
代
の
価
値
観
を
池
澤

が
見
事
に
捉
え
た
作
品
だ
。

●
２
０
０
０
年
代

若
者
旅
の
減
少
と
シ
ニ
ア
旅
の
拡
大
を

背
景
に

旅
の
本
の
テ
ー
マ
の
細
分
化
が
進
行

同
時
多
発
テ
ロ
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
イ
ラ
ク

戦
争
…
…
。
海
外
旅
行
へ
の
危
機
意
識
の

高
ま
り
は
、
不
況
と
重
な
っ
て
旅
へ
の
志

向
に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
た
。
旅
に
出
る
若

者
が
減
る
一
方
で
、
定
年
を
迎
え
た
団
塊

世
代
の
シ
ル
バ
ー
旅
行
が
伸
び
、
旅
の
二

極
分
化
が
始
ま
っ
た
。
旅
の
本
も
エ
コ
ロ

ジ
ー
系
、
体
験
型
、
カ
ル
チ
ャ
ー
志
向
な

ど
テ
ー
マ
の
細
分
化
が
進
む
。
女
性
が
書

く
何
冊
か
の
旅
の
本
も
話
題
を
集
め
た
。

『
ガ
ン
ジ
ス
河
で
バ
タ
フ
ラ
イ
』

た
か
の
て
る
こ

　

幻
冬
舎　

２
０
０
０

藤
原
新
也
が
『
印
度
放
浪
』
で
衝
撃

的
に
描
写
し
た
ガ
ン
ジ
ス
河
の
火
葬
か
ら

30
年
。
黒
こ
げ
の
死
体
が
流
れ
て
い
た
そ

の
河
で
、
21
世
紀
に
は
、
女
の
子
が
バ
タ

フ
ラ
イ
を
泳
い
で
し
ま
う
の
だ
。
心
配
性

の
女
性
の
初
め
て
の
旅
が
香
港
か
ら
イ
ン

ド
。
根
が
タ
フ
だ
か
ら
で
き
た
わ
け
で
は

な
い
、
で
も
ト
ラ
ブ
ル
を
笑
い
飛
ば
す
快

活
さ
が
彼
女
の
身
上
。
同
時
代
の
多
く
の

女
性
が
彼
女
の
生
き
方
に
共
鳴
し
た
。
こ

の
頃
に
は
、
作
者
と
の
価
値
観
の
共
有
は
、

旅
の
本
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

『
旅
行
者
の
朝
食
』

米
原
万
里　

文
藝
春
秋　

２
０
０
２

同
時
通
訳
者
に
は
な
ぜ
か
名
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
が
多
い
。
異
な
る
文
化
の
橋
渡
し
が

仕
事
だ
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
本
質
は
細

部
に
宿
る
。
細
か
い
ち
ょ
っ
と
し
た
ズ
レ

や
違
い
が
、
笑
い
と
共
に
も
の
の
本
質
を

伝
え
て
く
れ
る
。
本
書
に
は
ロ
シ
ア
の
食

に
ま
つ
わ
る
抱
腹
絶
倒
の
小
話
が
山
ほ
ど

詰
め
ら
れ
て
い
る
。
間
違
っ
て
も
旅
先
で

食
べ
る
朝
食
の
本
で
は
な
い
の
で
、
そ
の

つ
も
り
で
。
そ
ん
な
話
も
少
し
は
あ
る
け

れ
ど
。

『
日
本
を
降
り
る
若
者
た
ち
』

下
川
裕
治

　

講
談
社　

２
０
０
７

80
～
90
年
代
、
ア
ジ
ア
の
街
に
長
期

滞
在
す
る
“
沈
没
”
組
は
、
い
つ
か
は
日

本
に
帰
る
“
旅
行
者
”
だ
っ
た
。
下
川
が

本
書
で
紹
介
す
る
21
世
紀
の“
外
こ
も
り
”

は
、
日
本
社
会
に
希
望
を
な
く
し
、
国
内

で
の
内
こ
も
り
に
も
疲
れ
果
て
、
日
本
を

棄
て
た
若
者
た
ち
。
す
で
に
旅
行
者
で
は

な
い
の
だ
が
、
若
者
の
旅
離
れ
と
シ
ー
ム

レ
ス
に
繋
が
っ
て
い
る
気
が
す
る
。
い
ま

か
ら
10
年
前
の
取
材
だ
が
、
状
況
は
い
ま

も
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。

『
イ
ン
パ
ラ
の
朝
』�

中
村
安
希

　

集
英
社　

２
０
０
９

誰
だ
っ
た
か
、
旅
行
記
と
い
う
の
は
ど

こ
で
何
を
し
た
か
で
は
な
く
、
ど
ん
な
文

章
で
表
現
し
て
い
る
か
が
重
要
だ
と
言
っ

た
。
本
書
で
開
高
健
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

賞
を
受
賞
し
た
中
村
の
文
章
は
、
時
に
タ

ン
カ
を
切
る
よ
う
に
、
時
に
妙
に
冷
静
に
、

時
に
分
析
的
に
と
、
切
れ
味
の
い
い
文
章

で
彼
女
の
内
面
そ
の
ま
ま
の
運
び
を
見
せ

る
。そ
の
オ
ン
ナ
っ
ぷ
り
が
い
い
。若
者（
と

く
に
男
性
）
が
旅
を
し
な
く
な
り
は
じ
め

た
頃
、
女
性
の
旅
人
は
屈
強
な
精
神
を
持

っ
て
い
た
。

●
２
０
１
０
年
代

ネ
ッ
ト
に
押
さ
れ
て
、
旅
行
書
籍
へ
の

関
心
の
低
下
、
分
散
化
が
進
む
。

時
代
の
旅
の
語
り
部
が
登
場
す
る
の
は

い
つ
？
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45 特集◉「観光の研究と実務に役立つ図書館」を目指して
特集5 旅心を誘う、旅の本のレジェンド30選

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
の
普
及
、

テ
レ
ビ
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
に
よ
る
旅
番
組

の
増
加
な
ど
で
、
出
か
け
な
く
て
も
誰
で

も
簡
単
に
異
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

時
代
。
そ
れ
は
同
時
に
旅
行
作
家
が
育

ち
に
く
く
、
優
れ
た
作
品
が
生
ま
れ
に
く

い
時
代
で
も
あ
る
。
絶
景
ブ
ー
ム
・
世
界

遺
産
ブ
ー
ム
な
ど
で
旅
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
本

は
元
気
だ
が
、
相
対
的
に
じ
っ
く
り
書
き

込
ん
だ
読
み
込
む
旅
行
記
・
紀
行
書
は
不

調
。
だ
か
ら
こ
そ
求
め
ら
れ
る
の
が
、
生

き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
新
し
い

旅
の
切
り
口
だ
。

『
世
界
し
あ
わ
せ
紀
行
』

エ
リ
ッ
ク
・
ワ
イ
ナ
ー

　

早
川
書
房　

２
０
１
２

旅
で
幸
せ
探
し
を
す
る
人
は
き
っ
と
多

い
だ
ろ
う
。
で
は
幸
せ
と
は
い
っ
た
い
な

に
か
？　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の

記
者
だ
っ
た
著
者
は
10
カ
国
を
訪
ね
歩
い

た
。
分
厚
い
ペ
ー
ジ
に
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
書
か
れ
た
各
国
の
人
た
ち
の
幸
せ
談

義
が
満
載
。
国
ご
と
の
幸
せ
感
覚
の
違
い

が
出
て
い
て
興
味
深
い
。
本
書
は
テ
ー
マ

を
持
っ
て
旅
す
る
本
の
好
例
で
も
あ
る
。

『T
RUE PORT

LA
ND

』

BRIDGE LA
B　

メ
デ
ィ
ア
サ
ー
フ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

２
０
１
４

大
手
チ
ェ
ー
ン
店
よ
り
、
地
元
の
ロ
ー

カ
ル
店
を
大
事
に
す
る
街
。
そ
う
聞
く
だ

け
で
、
こ
の
街
の
魅
力
が
わ
か
る
。
全
米

で
住
み
た
い
町
No.
１
に
選
ば
れ
た
街
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
本
書
だ
。

と
い
っ
て
も
旅
の
ガ
イ
ド
で
は
な
く
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ひ
と
が
こ
の
街
の
暮
ら

し
を
ど
う
楽
し
む
か
と
い
う
ガ
イ
ド
。
そ

ん
な
本
が
書
店
の
旅
行
本
コ
ー
ナ
ー
で
売

れ
に
売
れ
た
。
旅
に
求
め
る
も
の
が
こ
ん

な
に
も
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
の
証
左

で
も
あ
る
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
と
い
っ
た
新
し
い
価
値
観
に
旅
も
寄
り

添
っ
て
い
く
。

『T
he Songlines 

ソ
ン
グ
ラ
イ
ン
』

竹
沢
う
る
ま　

小
学
館　

２
０
１
５

１
０
２
１
日
、
１
０
３
カ
国
を
巡
る
旅

の
記
録
。
処
女
作
に
し
て
３
５
２
ペ
ー
ジ
。

こ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
旅
の
重
さ
で
も
あ
る
。

『
深
夜
特
急
』
か
ら
30
年
。
久
々
に
ズ
シ

リ
と
く
る
旅
の
書
き
手
の
登
場
を
感
じ
た
。

多
く
の
優
れ
た
写
真
集
を
出
し
新
進
写

真
家
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
彼
だ
が
、

作
家
と
し
て
の
２
作
目
に
も
期
待
し
た
い
。

駆
け
足
で
時
代
ご
と
の
旅
の
変
化
と
、

そ
の
時
々
に
読
ま
れ
た
旅
の
本
を
俯
瞰
し

て
き
た
。

紙
数
の
都
合
で
取
り
上
げ
た
く
て
も

割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
本
も
た
く
さ
ん
あ

っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
一
世
を
風
靡
し

た
『
深
夜
特
急
』
の
よ
う
な
旅
の
本
の
巨

人
が
、
そ
の
後
登
場
し
な
い
ま
ま
30
年
近

く
経
っ
て
い
る
こ
と
に
も
気
付
か
さ
れ
る
。

旅
行
の
普
及
・
大
衆
化
や
ネ
ッ
ト
の
発
達

の
中
で
、
ま
さ
に
「
レ
ジ
ェ
ン
ド
（
伝
説・

偉
人
）」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
旅
の
本

は
も
う
登
場
し
な
い
の
か
。
あ
る
い
は
必

要
と
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

力
の
あ
る
新
し
い
旅
の
書
き
手
が
再
び

登
場
し
て
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
旅
の

姿
を
見
せ
て
く
れ
、
旅
心
を
掻
き
立
て
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
あ
ら
き 

さ
ち
お
）

荒
木
左
地
男
（
あ
ら
き 

さ
ち
お
）

　

旅
行
作
家
・
旅
行
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

１
９
７
３
年
東
京
教
育
大
学
（
現
：
筑
波

大
学
）
卒
業
。
在
学
中
か
ら
放
送
作
家
と

し
て
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
海
外
情
報
番
組

を
担
当
。
海
外
ブ
ラ
ン
ド
の
広
告
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
博
覧
会
パ
ビ
リ
オ
ン
の
企
画
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
等
を
手
掛
け
る
と
同
時
に
、
旅

行
作
家
と
し
て
世
界
70
カ
国
を
旅
し
、
著

書
８
冊
の
他
新
聞・雑
誌
へ
の
執
筆
、
講
演・

イ
ベ
ン
ト
出
演
多
数
。
現
在
、
代
官
山
蔦

屋
書
店
旅
行
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、（
一
財
）

日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
理
事
を
兼
務
。
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何でも知りたい若者が
少ないドルを持って

旅に出る。

格安航空券が
下支えした

バックパッカーブーム

東海道・山陽
新幹線開通で
ローカル鉄道旅
見直される

海外渡航解禁。
アメリカ、ヨーロッパなど
あこがれの先進国への

まなざし

敗戦後、
旅の鎖国状態。
海外情報に
飢えた人びと

旅のフロンティア時代
限られた人だけが行けた
海外旅行の記録

インド・アジア
への視線
近いけれど
知らなかった
風土と人びと

若者の冒険旅
ひとびとの
暮らしを見る
ミクロな旅

女性の視点
ひとが行かない場所へ

ひとがしない
旅のかたち

新しい
ライフスタイルを

求めて

ナチュラル志向
人生の幸せ追求

旅のスタイルの
多様化

気負わない
脱力系の旅

内面を
見つめる旅

時代を魅了する新しい
旅の本は登場するか？

46観光文化231号 October 2016

図　旅の本　年表

50年代　戦後旅行記の夜明け 1945　終戦
1957　『インドで考えたこと』  堀田善衛
1959　「兼高かおる世界の旅」  放送開始

『どくとるマンボウ航海記』 北杜夫
『オン・ザ・ロード』 ジャック・ケルアック

60年代　海外旅行の夢膨らむ 1960　『忘れられた日本人』 宮本常一
1961　「トリスを飲んでハワイに行こう」 キャンペーン

『何でも見てやろう』 小田実
1962　堀江青年ヨットで太平洋横断
1963　『ヨーロッパ1日5ドルの旅』 アーサー・フロンマー
1964　海外旅行解禁　持ち出し外貨ひとり年1回　500$

東京オリンピック
ジャルパック誕生

1967　『青年は荒野をめざす』 五木寛之
1969　東名高速道路全通

アポロ11号月面着陸

70年代　旅の大衆化 1970　大阪万博
ジャンボジェット登場
ディスカバー・ジャパンスタート

1971　ニクソン・ショック　ドル変動相場制に
1972　海外渡航者100万人突破

『印度放浪』 藤原新也
1975　ベトナム戦争終結
1976　『ポパイ』創刊　アメリカ西海岸ブームの火付け役

『河童が覗いたヨーロッパ』 妹尾河童
1978　成田空港開港

『悲しき熱帯』 レヴィ＝ストロース
1978　『時刻表2万キロ』 宮脇俊三
1979　『パリ・旅の雑学ノート』 玉村豊男

80年代　若者が主役の旅時代 1980　『わしらは怪しい探検隊』 椎名誠
1983　東京ディズニーランド開園
1985　プラザ合意　円高進行
1986　バブル景気はじまる

『ゴーゴー・インド』 蔵前仁一
『深夜特急』 沢木耕太郎
『アラスカ光と風』 星野道夫

1988　アメリカ　ビザ免除
瀬戸大橋開通
青函トンネル開通

1989　『幻の怪獣ムベンベを追え』 早稲田大学探検部（高野秀行）

90年代　旅スタイルの多様化 1990　湾岸戦争
『パタゴニア』 ブルース・チャトウィン

1991　ソ連崩壊
1994　1ドル100円割れ

『アルケミスト』 パウロ・コエーリョ
1995　海外渡航者1,500万人に

1ドルが79円に
『アジアン・ジャパニーズ』 小林紀晴
『もの食う人びと』 辺見庸

1996　猿岩石ブーム
星野道夫ヒグマ襲撃事件
『ハワイイ紀行』 池澤夏樹

1999　EC統一

2000年代　若者旅の変化 2000　『ガンジス河でバタフライ』 たかのてるこ
2001　アメリカ同時多発テロ
2002　『旅行者の朝食』 米原万里
2003　イラク戦争、SARS流行

冬ソナブーム
2007　オーストラリアのLCCジェットスターが日本路線就航

『日本を降りる若者たち』 下川裕治
2008　リーマン・ショック
2009　『インパラの朝』 中村安希

2010年代　旅本模索の時代へ 2011　3.11東日本大震災
福島原発事故
アラブの春

2012　『世界しあわせ紀行』 エリック・ワイナー
2014　イスラム過激派組織「ISIL」、国家樹立宣言

『 TRUE PORTLAND』 BRIDGE LAB
2015　『 The Songlines ソングライン』 竹沢うるま
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47 特集あとがき

ま
ず
特
集
１
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の

「
旅
の
図
書
館
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
特
徴

を
ま
と
め
、
利
用
に
つ
い
て
ご
案
内
し
た

も
の
で
、
続
い
て
特
集
２
で
、
新
し
い
収

蔵
方
針
と
独
自
分
類
に
沿
っ
て
蔵
書
を
詳

し
く
整
理
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
当
館

の
蔵
書
を
実
際
に
研
究
活
動
の
中
で
ご
活

用
い
た
だ
い
て
い
る
東
京
国
立
近
代
美
術

館
の
木
田
拓
也
氏
と
高
崎
経
済
大
学
の

大
野
正
人
氏
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

特
集
３
は
、「
観
光
の
研
究
と
実
務
に

役
立
つ
」
と
い
う
新
し
い
「
旅
の
図
書
館
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
て
考
え
て
企
画
し

た
「
一
度
は
読
み
た
い
観
光
研
究
書
＆
実

務
書
１
０
０
選
」
で
す
。
選
定
結
果
に
関

し
て
は
過
不
足
他
ご
批
判
も
あ
ろ
う
か
と

想
像
し
ま
し
た
が
、「
他
に
類
す
る
も
の

が
な
く
、
ま
ず
は
私
た
ち
が
発
信
し
て
み

よ
う
」
と
考
え
実
行
し
た
も
の
で
す
。
ど

う
ぞ
「
旅
の
図
書
館
」
ま
で
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

や
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
集
４
で
は
、
地
域
の
図
書
館
に
関
し

て
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
考
察

し
ま
し
た
。
近
年
、
各
地
の
図
書
館
は
そ

の
あ
り
方
を
模
索
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
伊
那
市
立
高た

か

遠と
お

町
図
書
館
の
「
高
遠
ぶ
ら
り
」
は
、
市
民

は
も
ち
ろ
ん
市
民
以
外
の
人
を
も
巻
き
込

ん
だ
活
動
に
発
展
し
て
い
ま
す
が
、
図
書

館
と
し
て
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
的
と

し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
先
の
活
用
を
念

頭
に
置
い
て
い
た
と
い
う
構
想
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
で
も
、

図
書
館
に
あ
る
情
報
の
魅
力
や
面
白
さ
に

気
づ
い
た
市
民
が
そ
の
気
に
な
り
、
行
動

し
て
い
ま
す
。

当
財
団
の
調
査
研
究
部
門
は
こ
れ
ま
で

も
、
観
光
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
研
究
活
動
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。「
旅

の
図
書
館
」
と
し
て
も
、
今
後
各
地
の
図

書
館
と
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
と
の
関
わ
り

に
は
注
目
し
、
果
た
せ
る
役
割
に
つ
い
て

探
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
特
集
５
で
は
、
旅
行
作
家
の
荒

木
左
地
男
氏
に
旅
心
を
誘
う
旅
の
本
に
つ

い
て
分
析
し
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旅
行
需
要
を
刺
激
す
る
存
在
と
し
て
は
、

「
旅
の
図
書
館
」
の
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
記
念
し
て
、
本
誌
「
観
光
文
化
」

で
も
「
旅
の
図
書
館
」
ら
し
い
特
集
企
画

に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の

は
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
１
月
の
こ

と
で
す
。

特
集
１
で
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
今

回
の
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
右
か
ら

左
へ
と
い
う
単
純
な
移
転
で
は
な
く
、
複

数
の
課
題
に
挑
む
新
し
い
図
書
館
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
蔵
書
に
つ
い
て

は
、
収
蔵
方
針
の
変
更
に
伴
う
全
収
蔵

図
書
の
見
直
し
、
調
査
研
究
部
門
の
資
料

室
と
の
資
料
デ
ー
タ
の
統
合
、
新
し
い
独

自
分
類
の
構
築
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

図
書
館
単
体
の
建
物
と
は
異
な
り
、
新

社
屋
は
図
書
館
と
研
究
部
門
が
共
用
し
、

建
物
全
体
を
観
光
研
究
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拠
点
と
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
か
ら
空
間

構
成
は
複
層
的
な
も
の
と
な
り
、
サ
イ
ン
、

動
線
、
利
用
・
運
営
の
計
画
づ
く
り
か
ら 

 

什じ
ゅ
う

器き

選
び
に
至
る
ま
で
、
コ
ン
セ
プ
ト

を
一
つ
一
つ
形
に
す
る
た
め
の
膨
大
な
時

間
が
必
要
で
し
た
。

本
特
集
は
、
こ
う
し
た
移
転
・
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
開
館
と
時
期
が
重
な
り
ま
し
た
の

で
、
企
画
と
準
備
、
執
筆
に
は
苦
労
が
あ

り
ま
し
た
が
、
特
徴
的
な
蔵
書
と
図
書
の

あ
る
空
間
の
価
値
を
再
認
識
し
、
再
編
集

し
、
活
用
い
た
だ
く
た
め
の
発
信
を
行
う

こ
と
が
重
要
と
考
え
、
今
だ
か
ら
こ
そ
の

想
い
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

特集あとがき
公益財団法人日本交通公社　観光文化情報センター長／旅の図書館長

久保田 美穂子
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蔵
書
3
万
点
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
用
Ｐ
Ｃ
が
追
加
さ
れ
、 

Ｃ
Ｄ 

― 

Ｒ
Ｏ
Ｍ
用
Ｐ
Ｃ
が
廃
止
さ
れ
た

南
青
山
の
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
内
に
移
転
。

蔵
書
6
万
点

1
9
7
8
年
10
月
開
館
時
の
蔵
書
4
0
0
0
点
か
ら
1

年
で
蔵
書
1
万
点
に
。
閲
覧
席
数
が
12
席
と
い
う
規
模

だ
が
、
8
月
に
は
来
館
累
計
1
万
人
に
。
ま
だ
喫
煙
可

だ
っ
た

特
定
の
地
域
を
舞
台
に
し
た
映
画
や
ド
ラ

マ
、
小
説
な
ど
も
多
く
の
旅
人
を
生
ん
で

き
た
と
言
え
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
旅
そ
の

も
の
へ
の
憧
れ
を
か
き
立
て
る
本
を
中
心

に
、
時
代
と
と
も
に
変
遷
し
て
き
た
旅
の

ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
集
３
に
挙
げ
た
観
光
研
究

や
地
域
研
究
の
本
と
は
趣
が
異
な
り
ま
す

が
、
観
光
を
扱
う
研
究
者
や
実
務
家
に

と
っ
て
、
や
は
り
知
っ
て
お
き
た
い
、
読

ん
で
お
き
た
い
本
で
す
。

さ
て
、
情
報
は
こ
の
よ
う
に
文
字
と
な

り
冊
子
と
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
伝
わ
っ
て
い
く
時

代
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
実

際
に
図
書
館
と
い
う
空
間
に
身
を
置
い
た

時
に
し
か
得
ら
れ
な
い
知
覚
、
感
覚
と
い

う
も
の
も
確
か
に
あ
り
、
そ
の
価
値
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

探
し
も
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
探
し

て
い
な
い
も
の
と
も
出
会
う
た
め
、
ど
う

ぞ
「
旅
の
図
書
館
」
へ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

（
く
ぼ
た　

み
ほ
こ
）

蔵
書
が
2
万
5
0
0
0
点
に
。
１
９
９
９
年
、
名
称
を

「
旅
の
図
書
館
」
に
改
称

蔵
書
1
万
4
0
0
0
点
、
来
館
累
計
1
9
8
4
年
5
月

10
万
人
、
1
9
8
7
年
2
月
20
万
人
、
1
9
8
5
年
～

全
館
禁
煙

1983.10～

2007.5～

蔵
書
3
万
点

2008.1～

一
般
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
研
究
者
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

分
け
て
制
作
。
蔵
書
3
万
2
0
0
0
点

2010.9～

4
代
目
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
以
来
、
久
々
の
4
色
化

２
０
１
２
年
、第
二
鉃
鋼
ビ
ル
か
ら
八
重
洲
ダ
イ
ビ
ルへ
移
転 2012.～2016.10～

1979.10～

蔵
書
1
万
4
0
0
0
点
、
新
聞
雑
誌
1
0
0
種
類
、
1

月
に
は
来
館
累
計
3
万
人
に
到
達

1980.10～

蔵
書
1
万
4
0
0
0
点
、新
聞
雑
誌
1
2
0
種
類
。こ
の

年
、
閲
覧
席
は
18
に
増
え
た
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
祭
り
・

行
事
を
含
め
た
観
光
資
源
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た 1981.10～

蔵
書
1
万
4
0
0
0
点
。
国
内
と
海
外
に
大
き
く
分
か

れ
、
日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局
発
行
の
雑
誌
、
書
籍

が
全
部
、
国
土
地
理
院
の
地
図
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
が

謳
わ
れ
て
い
る

1982.10～

蔵
書
1
万
7
0
0
0
点
、
1
9
8
8
年
図
書
管
理
シ
ス

テ
ム
稼
働
。
土
曜
日
が
休
館
日
と
な
っ
た

1989.1～

蔵
書
1
万
7
0
0
0
点
、
閲
覧
24
席
、
7
月
来
館
累
計

30
万
人
、
1
9
9
4
年
6
月
来
館
累
計
40
万
人

1991.11～

蔵
書
1
万
8
0
0
0
点
に
。
1
9
9
6
年
第
一
鉃
鋼
ビ

ル
か
ら
第
二
鉃
鋼
ビ
ル
へ
移
転

1995.4～

蔵
書
1
万
9
0
0
0
点
。5
月
に
は
来
館
累
計
50
万
人
に 1997～1998.9～

■ リーフレットで振り返る「旅の図書館」のこれまでとこれから
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と
が
重
要
で
す
。
現
在
、
本
シ
ス
テ
ム
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
全
国
の
観
光
地
の
健

康
維
持
（
持
続
的
な
発
展
）
に
向
け
た

支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
モ
バ
イ
ル

　
観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
の
特
徴

　

本
シ
ス
テ
ム
で
は
、
観
光
客
の
旅
行
内

容
や
満
足
度
な
ど
に
つ
い
て
、
実
際
に
観

光
地
を
訪
れ
た
観
光
客
に
対
し
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
把
握
し
ま
す
。

調
査
は
、
観
光
客
が
集
ま
る
観
光
案
内

　

今
年
度
よ
り
、
当
財
団
で
は
モ
バ
イ
ル

端
末
を
活
用
し
た
新
た
な
ア
ン
ケ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
、
複
数
の
観
光
地
で
運

用
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

観
光
地
単
位
で
導
入
す
る
こ
と
で
、
従
来

よ
り
も
簡
便
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
設
計
・
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ
い
て
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
単
発
で
実
施
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
継
続
的
に
実
施
し
て
そ

の
経
過
を
見
な
が
ら
観
光
地
づ
く
り
の
取

り
組
み
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ

観光研究レビュー

JTBFモバイル観光客アンケート
による地域の健康診断の実践

公益財団法人日本交通公社 観光地域研究部 主任研究員　 中島　泰

図１ 調査実施フロー

所
や
駅
・
空
港
な
ど
で
実
施
し
、
ポ
ス
タ

ー
掲
示
や
チ
ラ
シ
配
布
に
よ
っ
て
観
光
客

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を

周
知
、
観
光
客
に
自
身
の
モ
バ
イ
ル
端
末

（
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
）

を
使
っ
て
回
答
を
し
て
も
ら
い
ま
す
（
図

１
）。
観
光
地
側
で
必
要
な
こ
と
は
、
主
に

「
① 

観
光
地
内
の
調
査
地
点
の
決
定
と
協

力
依
頼
」「
② 

観
光
地
内
の
調
査
状
況
の

把
握
、
管
理
」
の
２
点
で
す
。

　

把
握
す
る
内
容（
調
査
項
目
）の
例
は
、

図
２
の
通
り
で
す
が
、
観
光
地
そ
れ
ぞ
れ

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
自
由
に
オ
ー
ダ
ー

※地域のオーダーに合わせて、結果に基づいた⾏動指針
　（処⽅箋

せ ん

）まで作成し、地域関係者への報告を⾏います。

調査実施の決定

結果カルテの納品

地域内で調査実施を知らせる掲示・配布

回答者自⾝がモバイル端末で回答⼊⼒

クラウド上にデータ自動保存

日本交通公社の独自分析

空港・駅・案内所等での調査実施
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す
。
そ
の
診
断
項
目
は
「
利
用
面
」「
居

住
面
」「
経
済
面
」「
環
境
面
」の
４
側
面
で
、

４
側
面
の
状
態
を
デ
ー
タ
で
把
握
し
、
そ

の
結
果
か
ら
必
要
に
応
じ
た
対
策
を
と
る

こ
と
が
重
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
１
）。

　

そ
の
う
ち
「
利
用
面
」
は
、「
観
光
客

に
愛
さ
れ
続
け
る
観
光
地
に
な
っ
て
い
る

か
」
を
測
る
複
数
の
計
測
項
目
か
ら
成
っ

て
お
り
、
そ
の
デ
ー
タ
を
観
光
客
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
っ
て
収
集
し
ま
す
。

　

観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
で
把
握
す
べ
き

項
目
に
つ
い
て
は
、
観
光
庁
の
「
観
光

地
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
評
価
調
査
事

業
」
に
お
い
て
５
つ
に
整
理
分
類
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
３
）。
こ
れ
ま
で
の
研
究
の

中
で
、
観
光
客
に
愛
さ
れ
続
け
る
、
つ

ま
り
観
光
客
数
を
中
長
期
的
に
維
持
す

る
た
め
に
は
、
観
光
地
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、「
満
足
度
（
Ｃ
Ｓ
）」
と
「
紹
介

意
向
・
再
来
訪
意
向
（
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
）」

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
当
財
団
で
は
、
観
光
客
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
を
通
じ
て
、「
①
そ
の
観
光

地
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の

か
」「
②
ど
の
属
性
が
、
何
に
満
足
し
て
、

何
を
不
満
に
思
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
っ

メ
イ
ド
が
可
能
で
す
。

　

従
来
、
調
査
員
に
よ
る
聴
き
取
り
や
調

査
票
の
留
め
置
き
（
後
述
）
に
よ
っ
て
実

施
し
て
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
観
光
客
自
身

が
モ
バ
イ
ル
端
末
を
用
い
て
回
答
す
る
方

式
に
し
た
こ
と
で
、
調
査
員
の
人
件
費
や

紙
の
調
査
票
か
ら
の
デ
ー
タ
入
力
に
か
か

る
費
用
が
省
か
れ
、
大
幅
に
調
査
コ
ス
ト

を
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
調
査
日
を
限
定
す
る
必
要
が

な
い
た
め
、
季
節
別
の
観
光
客
の
特
性
を

把
握
で
き
る
他
、
回
答
結
果
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
反
映
さ
れ
る
た

め
、
今
日
の
結
果
を
今
日
す
ぐ
に
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。加
え
て
、本
シ
ス
テ

ム
は
外
国
語
に
も
対
応
し
て
お
り
、
近
年

急
増
す
る
外
国
人
観
光
客
の
動
態
・
意
向

把
握
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

 	
 

●
観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト

　

か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

　

観
光
地
が
健
康
に
長
生
き
（
持
続
的
に

発
展
）
す
る
た
め
に
は
、
ヒ
ト
が
定
期
的

に
健
康
診
断
を
行
い
身
体
の
調
子
を
確
か

め
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
観
光
地
用
の
健

康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

旅⾏実施の内容
■同⾏者 ■同⾏人数
■来訪回数 ■前回来訪時期
■滞在日数 ■宿泊先
■訪問スポット ■体験内容
■地域内移動手段 ■旅⾏会社利用有無
■消費額（宿泊、交通、土産、飲食）

旅⾏に関する感想・意識

■旅⾏目的
■旅⾏の総合満⾜度
■旅⾏の個別満⾜度
　（景観、飲食、土産、移動、情報）
■宿泊施設の満⾜度
　（客室、風呂、食事、決済、通信）
■特に満⾜したこと（自由記述）
■特に不満だったこと（自由記述）

※調査項目は地域のニーズに合わせてオーダーメイドが可
能です。

図２ 調査項目の例

認知されたサービス品質・価値
　景観雰囲気、宿泊施設、観光・文化施設などの
品質や、来訪にあたっての費用や時間の適切さな
どの価値について、サービスを受けた観光客がど
のように感じたのかを表す指標です。
　事前の期待値が、大きく影響することが明ら
かになっています。 

サービス品質・価値ではない要素
　直接的なサービスではない、地域とのつながり
意識（特別な存在、特別な対応）や、ブランド意
識（当該地域に対するイメージ、信頼感）、経験感
想（癒された、良い思い出ができた）などについ
て、観光客がどのように感じたのかを表す指標で
す。  

満足度（CS）
　提供されたサービスの品質・価値だけではな
く、地域との関係や外的評価なども含めて、全体
として当該観光地でどのように感じたのかを示す
指標です。
　観光客が感じる「観光地の魅力」は、この満足
度で代弁することが可能です。 

紹介意向・再来訪意向（ロイヤリティ）
　当該観光地について、他者に紹介したいか、ま
たは、再来訪したいかを示す指標です。
　観光地が自身の顧客維持、リピーター確保を目
指す場合、その向上を目指すべき指標は満足度で
はなく、このロイヤリティになります。 

属性
　性別、年齢、居住地、同行者などの特徴を属性
と言います。属性によって、価値意識や評価基準
は異なります。 

図３ 観光客アンケートで把握すべき主要5分類

出典：観光庁ホームページ「観光客満足度調査のススメ」
　　  （http://www.mlit.go.jp/common/000118451.pdf）
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た
現
状
の
評
価
に
加
え
て
、「
③
各
属
性

の
満
足
、
不
満
を
左
右
し
て
い
る
要
素
は

何
な
の
か
」
と
い
っ
た
要
因
分
析
、
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
た
「
④
観
光
地
の
短
期
・
中

期
・
長
期
に
お
け
る
行
動
計
画
の
策
定
」

に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
述
の
通
り
、
観
光
地
の
持
続

的
な
発
展
の
た
め
に
は
、
観
光
客
の
「
利

用
面
」
の
み
な
ら
ず
、「
居
住
面
」「
経
済

面
」「
環
境
面
」
も
合
わ
せ
た
４
側
面
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
望
ま
し
い
状
態
に
保
た
れ

て
い
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す（
図
４
）。

そ
の
た
め
本
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
活

図４ 観光地の持続的な発展を支える4側面

用
・
進
展
さ
せ
、
観
光
客
以
外
の
３
側
面

の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
収
集
・
整
理
し
、

観
光
地
の
よ
り
総
合
的
な
健
康
診
断
カ
ル

テ
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
観
光
地
の
持
続

可
能
な
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、

最
終
的
な
目
標
と
な
り
ま
す
。

●
従
来
型
の
ア
ン
ケ
ー
ト
手
法

　

観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
の
種
類
は
、
主
に

「
着
地
調
査
（
観
光
地
で
回
答
す
る
調
査
）」

と
「
発
地
調
査
（
旅
行
か
ら
戻
っ
た
後
に

自
宅
で
回
答
す
る
調
査
）」に
分
か
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
モ
バ
イ
ル
観
光
客
ア
ン
ケ
ー

ト
は
着
地
調
査
に
な
り
ま
す
が
、
当
財
団

で
は
毎
年
、
発
地
調
査
に
よ
る
大
規
模
な

調
査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
“
Ｊ

Ｔ
Ｂ
Ｆ
旅
行
実
態
調
査
”
と
呼
ん
で
い
る

も
の
で
、
全
国
数
千
人
を
対
象
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
過
去

１
年
間
に
ど
の
よ
う
な
国
内
旅
行
、
海
外

旅
行
を
実
施
し
た
か
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
当
財
団
で
継
続
的
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
日
本
人
の
旅
行
内

容
が
中
長
期
で
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い

る
か
を
把
握
、
毎
年
『
旅
行
年
報
』
誌
上

と
「
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い

て
そ
の
結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
（
注
２
）。

発
地
調
査
で
は
、よ
り
サ
ン
プ
リ
ン
グ（
調

査
対
象
者
の
絞
り
込
み
）
が
行
い
や
す
い

た
め
、
市
場
全
体
の
傾
向
を
捉
え
る
の
に

適
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
着
地
調
査
は
、
よ
り
観
光
地
ご

と
の
事
情
に
合
わ
せ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が

し
や
す
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。観
光
地（
地

方
自
治
体
、
観
光
協
会
な
ど
）
が
主
体
で

実
施
す
る
観
光
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
多

く
は
、
着
地
調
査
で
観
光
客
に
同
観
光
地

を
訪
れ
た
感
想
や
行
っ
た
活
動
の
内
容
を

聴
く
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
着
地
調
査
を
行
う
手
法
と
し
て

は
、こ
れ
ま
で
「
聴
き
取
り
調
査
」
と
「
留

め
置
き
調
査
」
が
主
に
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
聴
き
取
り
調
査
は
、
調
査
員
数
名

を
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
に
配
置
し
、
調
査

員
が
観
光
客
に
声
を
か
け
て
協
力
を
依
頼

す
る
も
の
で
す
。一
方
、留
め
置
き
調
査
は
、

調
査
票
を
観
光
案
内
所
や
駅
・
空
港
な
ど

に
設
置
し
、
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
な
ど
で

告
知
を
す
る
こ
と
で
観
光
客
の
自
主
的
な

回
答
を
促
す
も
の
で
す
。
一
般
的
に
、
観

光
客
の
傾
向
は
季
節
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
る
た
め
、
四
半
期
ご
と
の
デ
ー
タ
を
入

手
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
経

年
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
嗜し

こ
う好

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
、
観

光
地
の
変
化
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら

れ
て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
を
把
握
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
す
。
つ
ま
り
、
小
ま
め

に
継
続
し
て
観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
の
で
す
が
、

そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
コ
ス
ト
面
も
含
め

て
１
回
当
た
り
の
調
査
が
重
く
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
、
観
光
地
が
自
律
的
に
ア
ン
ケ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う

な
仕
立
て
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

回
収
サ
ン
プ
ル
の
質
だ
け
を
見
れ
ば
、

聴
き
取
り
調
査
を
季
節
、
平
日
・
休
日

な
ど
に
分
け
る
形
で
年
間
複
数
回
、
そ

れ
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

理
想
的
で
す
。
た
だ
し
コ
ス
ト
が
か
か
る

た
め
、
そ
れ
が
実
現
で
き
る
観
光
地
は

限
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
留
め
置
き

調
査
な
ど
を
う
ま
く
組
み
入
れ
て
き
た

の
が
こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
方

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
モ
バ
イ
ル
観
光
客
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
聴
き
取
り
調
査
と
留
め
置
き

調
査
の
課
題
を
う
ま
く
カ
バ
ー
し
た
上

で
、
安
価
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た（
表
）。 

特
に
、
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表　 着地調査の各手法の特徴

JTBFモバイル観光客
アンケート 聴き取り調査 留め置き調査

回答方法
観光客が自身のモバイル端末からア
ンケート専用サイトにアクセスし、
自入力で回答

調査員が観光客に声をかけて依頼、
調査員が聴き取りをしながら回答

調査票を設置し、ポスター・のぼり
等で誘導し、観光客自身が自記入で
回答

実施期間

○ △ ○

期間を定めず連続して実施が可能
特定の調査日を設定し、調査員等の
手配を行う必要がある

期間を定めず連続して実施が可能

調査設計

○ △ △

設問の変更は随時可能
紙調査票の場合、印刷後の変更は難
しい

紙調査票の場合、印刷後の変更は難
しい

結果表示

○ △ ×

回答後、リアルタイムにクラウド上
に回答データが蓄積、確認が可能

紙調査票から入力作業を行い、デー
タ化する時間が必要となる

調査票の回収および紙調査票からの
入力作業によってデータ化する時間
が必要となる

コスト

○ × △

比較的低価格で実施可能
調査員手配およびデータ化において
コストがかかる

データ化においてコストがかかる

回収サンプル

△ ○ △

回答者がスマホ、タブレット等でア
ンケート専用サイトにアクセスでき
る人に偏る

ルールを決めておくことで、調査員
がルール通りのサンプルに声をかけ
ることが可能

観光客の自主的な回答によるため、
サンプルが偏る懸念が出る、また回
答が集まらないケースがある

こ
れ
ま
で
予
算
が
な
い
、
あ
る
い
は
ノ
ウ

ハ
ウ
が
な
い
と
い
っ
た
こ
と
で
観
光
客
ア

ン
ケ
ー
ト
を
諦
め
て
い
た
比
較
的
小
規
模

の
観
光
地
が
継
続
し
て
自
律
的
に
調
査

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
設

計
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
モ
バ
イ
ル
観
光
客
ア
ン
ケ
ー

ト
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
以
下
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
、
不
明

点
、
よ
り
詳
細
な
内
容
が
知
り
た
い
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

観
光
地
域
研
究
部

　

担
当
：
中
島
（
な
か
じ
ま
）

メ
ー
ル
：nakajim

a@
jtb.or.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
‐
５
７
７
０
‐
８
３
５
９

（
な
か
じ
ま　

ゆ
た
か
）

（
注
１
）詳
細
は
、当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
「
観

光
地
に
お
け
る
持
続
可
能
性
指
標
に
関
す
る

研
究
」
紹
介
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い

（https://w
w

w
.jtb.or.jp/research/

sustainable-tourism
-ros

）。

（
注
２
）	

今
年
度
の
『
旅
行
年
報
』
は
10
月
発
行
予
定
、

「
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
11
月
実
施
予

定
。
な
お
、『
旅
行
年
報
』
の
内
容
は
当
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

（https://w
w

w
.jtb.or.jp/publication-

sym
posium

/annual-report

）。
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当
財
団
は
長
年
、
観
光
・
地
域
振
興
に

携
わ
る
行
政
の
ご
担
当
者
、
観
光
関
連
団

体
や
観
光
関
連
事
業
者
な
ど
の
方
々
を
対

象
と
し
て
、
観
光
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な

知
識
を
当
財
団
研
究
員
が
体
系
的
に
解
説

す
る｢

観
光
基
礎
講
座｣

と
、
全
国
各
地

で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
実

践
者
や
専
門
家
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し

て
、
よ
り
現
場
に
即
し
た
実
践
的
な
知
識

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
伝
え
す
る｢

観
光
実
践

講
座｣

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
（
い
ず
れ

も
２
日
間
、
当
財
団
に
て
開
催
）。

平
成
26
年
度
に
こ
れ
ら
二
つ
の
講
座
を

統
合
し
、「
観
光
地
を
経
営
す
る
」
と
い

う
観
点
で
基
礎
と
実
践
の
両
面
か
ら
観
光

に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
講
座
「
観
光
地
経
営

講
座
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
、

今
年
度
は
、「
地
域
の
視
点
で
『
滞
在
化
』

を
考
え
る
～
地
域
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
解
決
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
探
る
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）

６
月
23
日
（
木
）
か
ら
24
日
（
金
）
の
二

日
間
、
当
財
団
会
議
室
に
て
開
催
し
ま
し

た
（
表
：
開
催
概
要
）。

「
滞
在
化
」
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
地
域

特
性
に
よ
っ
て
多
様
な
形
態
が
あ
り
、
地

域
側
に
求
め
ら
れ
る
対
応
策
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
そ
こ
で
本
講
座
で
は
、
全
国
各
地

か
ら
の
受
講
者
の
多
様
な
課
題
認
識
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、リ
ゾ
ー
ト
地
、温
泉
地
、

都
市
と
い
っ
た
幅
広
い
地
域
の
事
例
を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
（
倶
知
安
町
）、
高

原
リ
ゾ
ー
ト
（
軽
井
沢
町
）、
温
泉
地
（
別

府
市
）、
そ
し
て
ま
ち
な
か
の
空
き
家
の
活

用
（
尾
道
市
）
と
い
う
４
つ
の
事
例
を
取

り
上
げ
、
講
師
と
し
て
現
場
で
の
実
践
者

と
学
識
研
究
者
の
双
方
に
登
壇
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

当
日
の
講
義
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
ま
と
め
る
「
講
義
録
」
を
参
照
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
が
、
各
事
例
か
ら
、

滞
在
の
目
的
と
な
り
得
る
快
適
な
環
境
・

景
観
を
ど
の
よ
う
に
形
成
・
維
持
す
る
か
、

滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ど
の
よ
う
に
充
実
さ

観
光
政
策
研
究
部

「
平
成
28
年
度
観
光
地
経
営
講
座
」を
開
催

活
動
報
告

当
財
団
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
の
成
果

を
も
と
に
、
観
光
地
経
営
に
必
要
な
８
つ

の
視
点
を
ま
と
め
た
『
観
光
地
経
営
の
視

点
と
実
践
』（
２
０
１
３
年
、
丸
善
出
版
）

を
使
用
し
ま
す
。

今
年
度
は「
滞
在
化
」を
テ
ー
マ
に
開
催

本
講
座
は
、
毎
年
そ
の
時
の
旬
の
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
、
当
財
団
研
究
員
が
課
題

認
識
や
現
状
、
今
後
の
方
向
性
の
考
え
方

な
ど
に
つ
い
て
解
説
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
分
野
の
実
践
者
・
専
門
家
か
ら
、
ご

自
身
が
携
わ
る
取
り
組
み
を
事
例
と
し
て
、

抱
え
る
課
題
や
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
策
と

し
て
成
功
し
た
こ
と
や
失
敗
例
、
今
後
の

展
望
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

せ
る
か
、
宿
泊
施
設
と
の
連
携
の
あ
り
方
、

地
域
外
か
ら
の
滞
在
客
、
特
に
外
国
人
旅

行
者
が
増
え
る
こ
と
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
へ
の
影
響
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
示
唆

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
日
間
の
講
座
の
最
後
に
、
事
例
を
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
４
人
の
講
師
と
、
滞
在

先
と
し
て
温
泉
地
を
研
究
対
象
と
し
て
い

る
有
識
者
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
た
総
括

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
場
で
各
事
例
を
横
並
び
で
見
る
こ
と
で
、

滞
在
化
に
求
め
ら
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
よ

り
深
く
掘
り
下
げ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

受
講
者
か
ら
も
活
発
に
質
問
や
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

受
講
者
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
に

～
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
が
解
説

今
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

外
部
講
師
に
一
人
ず
つ
当
財
団
の
研
究
員

が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
付
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
講
師
の
お
話
を
よ
り
深
く
引
き

出
し
て
受
講
者
へ
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

と
と
も
に
、
研
究
員
自
ら
が
培
っ
た
知
見

や
類
似
の
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
受
講
者
に
よ
り
深
く
各
事
例
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
。
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系
的
・
実
践
的
な
知
見
を
提
供
し
、
受
講

者
の
皆
様
に
と
っ
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
場
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

（
主
任
研
究
員　

岩
崎
比
奈
子
）

担
当
研
究
員
は
講
師
の
方
々
と
事
前
に
、

こ
の
講
座
の
目
指
す
と
こ
ろ
や
講
師
の
お

話
か
ら
学
び
た
い
ポ
イ
ン
ト
、
研
究
員
自

身
の
問
題
意
識
な
ど
に
つ
い
て
何
度
も
や

り
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
講
座
当
日

に
臨
み
ま
し
た
。

ま
た
、
講
座
全
体
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
役
の
研
究
員
が
進
行
し
、
講
師
と
受
講

者
と
の
質
疑
応
答
を
活
発
に
進
め
る
た
め

の
コ
メ
ン
ト
や
各
講
義
を
つ
な
ぐ
解
説
を

行
い
、
総
括
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
進
行

役
を
務
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
二
日
間

の
講
座
が
多
く
の
学
び
を
得
ら
れ
る
場
と

な
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

少
人
数
で
の
開
催
ゆ
え
に
受
講
者
同
士

の
交
流
も
容
易
に

本
講
座
は
定
員
が
24
人
と
少
人
数
で
あ

る
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
で
す
。
講
師
と
受

講
者
の
距
離
が
近
い
の
で
、
自
然
と
講
義

後
の
質
疑
応
答
も
活
発
に
な
り
、
初
日
の

夕
方
の
意
見
交
換
会
で
は
、
少
人
数
ゆ
え

に
よ
り
深
く
課
題
を
共
有
し
、
お
互
い
の

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
伝
授
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
、
講
座

終
了
後
に
相
談
を
し
た
り
地
元
の
仲
間
と

視
察
に
出
掛
け
た
り
と
い
っ
た
、
地
域
を

越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
こ

と
も
、
日
頃
の
業
務
を
一
時
離
れ
て
、
同

じ
課
題
認
識
を
持
つ
人
々
が
集
ま
る
研
修

に
参
加
す
る
こ
と
の
一
つ
の
意
義
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
今
年
度
は
、
行
政
や
観
光
関
連

団
体
の
方
々
に
加
え
て
、
大
学
や
研
究
機

関
で
観
光
に
つ
い
て
研
究
し
、
若
手
や
地

域
に
そ
の
成
果
を
伝
え
て
い
る
教
員
や
研

究
員
の
方
々
の
受
講
が
比
較
的
多
か
っ
た

こ
と
が
特
徴
で
し
た
。

２
０
１
６
年
８
月
、
当
財
団
は
南
青
山

の
新
社
屋
へ
移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
研
修
会
場
を
広
く

確
保
で
き
、
よ
り
快
適
な
環
境
で
研
修
を

開
催
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
観
光
地
経
営

講
座
」
も
新
た
な
形
を
模
索
し
て
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
観
光
に
つ
い
て
の
体

◎テーマ：地域の視点で「滞在化」を考える
～地域が取り組むべき課題と解決に向けたヒントを探る～

◎開催日時：平成28年6月23日（木）10:00 ～17:10　6月24日（金） 9:00 ～16:15

◎場　　所：公益財団法人日本交通公社（JTBF）大会議室

◎対　　象：観光による地域振興に携わる地方自治体のご担当者、
　　　　　  観光関連事業・商工会議所などのご関係者

◎主　　催：公益財団法人日本交通公社

◎プログラム

講義1　観光地経営の視点と実践（JTBF理事・観光政策研究部長 梅川智也）

講義2　旅行市場の動向と滞在化（JTBF観光政策研究部主任研究員 牧野博明）

講義3　滞在型リゾート「ニセコエリア」の現状と課題（倶知安町議会議員 田中義人氏）

講義4　老舗別荘地・軽井沢　快適な滞在ライフを下支えする環境整備のあり方とは
（軽井沢町教育委員会 教育次長 森憲之氏）

講義5　暮らすように過ごす、まちの魅力が促す別府の滞在スタイル
（NPO法人BEPPU PROJECT 代表理事 山出淳也氏）

講義6　尾道ですすむ、まちなかの資産（空き家）を活用した滞在化の取り組み
（東京工業大学 准教授 真野洋介氏）

総括ディスカッション
（千葉商科大学 准教授 内田彩氏、田中氏、森氏、山出氏、真野氏、JTBF梅川・岩崎）

表　平成28年度 観光地経営講座 開催概要
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55 私の研究と観光   第6回　自然保護地域における保全と利用

自
然
保
全
と
利
用

筆
者
の
専
門
は
「
自
然
保
護
地
域
の
管
理
運
営
」
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
国
立
公
園
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
自

然
保
護
地
域
内
の
景
観
・
生
態
系
保
全
と
登
山
・
ハ
イ

キ
ン
グ
、
渓
流
釣
り
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
利
用
を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
る
の
か
、
を
勉
強

し
て
い
る
。

き
っ
か
け

30
年
以
上
前
の
話
に
な
る
が
筆
者
は
中
部
山
岳
国
立

公
園
内
の
槍
ヶ
岳
か
ら
燕
岳
を
結
ぶ
通
称
、
表
銀
座
の

中
間
地
点
に
あ
る
ヒ
ュ
ッ
テ
西
岳
に
勤
務
し
て
い
た
。
山

小
屋
の
仕
事
は
登
山
客
の
食
事
の
準
備
、
布
団
干
し
、

ゴ
ミ
・
屎
尿
処
理
、
登
山
道
の
整
備
・
保
守
、
遭
難
時

の
初
動
対
応
、
な
ど
多
岐
に
渡
り
貴
重
な
体
験
を
積
ん

だ
の
だ
が
、
そ
の
際
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
「
登
山

者
の
満
足
」と「
登
山
者
に
よ
る
環
境
負
荷
」そ
し
て「
自

然
保
護
地
域
の
管
理
運
営
の
あ
り
方
」
で
あ
っ
た
。
繁

忙
期
と
も
な
れ
ば
上
高
地
も
し
く
は
燕
岳
か
ら
槍
ヶ
岳

を
目
指
す
登
山
者
で
山
小
屋
は
常
に
満
員
で
あ
る
。
ち

な
み
に
山
小
屋
に
「
定
員
」
と
い
う
も
の
は
無
く
、
天

た
よ
う
な
山
行
を
す
る
の
だ
が
、
筆
者
は
こ
の
よ
う
な

登
山
者
に
お
け
る
「
期
待
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
克
服
」

の
心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
興
味
を
も
っ
た
。

山
小
屋
の
ゴ
ミ
・
屎
尿
処
理
で
あ
る
が
、
可
燃
物
は

ド
ラ
ム
缶
を
く
り
ぬ
い
た
簡
易
焼
却
炉
で
従
業
員
が
黒

い
煙
を
出
し
な
が
ら
焼
却
し
、
燃
え
か
す
は
山
小
屋
敷

地
内
に
埋
め
る
。
屎
尿
処
理
は
小
屋
閉
鎖
の
直
前
10
月

最
終
週
に
便
所
の
タ
ン
ク
に
１
シ
ー
ズ
ン
分
溜
め
た
も

の
を
掻
き
出
し
、
消
毒
剤
と
共
に
谷
に
一
斉
に
流
す
の

で
あ
っ
た
。（
現
在
は
二
つ
と
も
行
わ
れ
て
い
な
い
）。
登

山
者
に
休
息
と
安
全
を
提
供
す
る
山
小
屋
は
一
方
で
こ

の
よ
う
な
環
境
負
荷
の
源
に
も
な
っ
て
い
た
わ
け
で
、
こ

れ
ら
の
観
察
・
経
験
が
「
自
然
保
護
地
域
の
管
理
運
営

の
あ
り
方
」
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

山
小
屋
勤
務
の
後
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
登
山
隊
と

ト
レ
ッ
カ
ー
を
魅
了
す
る
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ
と
エ
ベ
レ
ス
ト
方
面
（
国
立
公
園
地
域
）
に
行

く
機
会
が
あ
っ
た
。
雄
大
な
景
色
と
途
上
の
集
落
の
た

た
ず
ま
い
や
人
々
の
民
俗
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
２
ヶ

月
余
り
を
山
中
で
過
ご
し
た
。
そ
こ
で
目
に
し
た
の
は

登
山
者
や
ト
レ
ッ
カ
ー
が
地
域
に
も
た
ら
す
経
済
波
及

候
が
崩
れ
れ
ば
無
制
限
に
登
山
者
を
受
け
入
れ
る
。
当

時
、
ヒ
ュ
ッ
テ
西
岳
の
定
員
は
86
名
で
あ
っ
た
が
、
筆

者
在
職
中
、
１
日
１
１
０
名
ほ
ど
の
登
山
者
の
宿
泊
を

受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
登
山
者
は
一
畳

ほ
ど
の
布
団
に
３
名
（
一
人
ず
つ
頭
と
足
を
交
互
）
就

寝
す
る
。
山
小
屋
寝
室
内
は
雨
嵐
に
よ
る
湿
度
、
登
山

者
の
汗
で
蒸
せ
て
お
り
、
快
適
さ
と
は
程
遠
い
環
境
で

熟
睡
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
も
登
山
客
か
ら
不
満
や
文
句
が
で
る
こ
と
は
一
切

な
く
、
翌
朝
に
は
多
く
の
宿
泊
客
が
我
々
に
感
謝
し
小

屋
を
後
に
す
る
。
ま
た
、
混
雑
は
山
小
屋
だ
け
で
な
く
、

槍
ヶ
岳
の
肩
か
ら
山
頂
に
向
か
う
ル
ー
ト
は
長
蛇
の
列

と
な
り
、
本
来
30
分
も
あ
れ
ば
登
れ
る
と
こ
ろ
を
混
雑

時
に
は
３
倍
以
上
の
時
間
が
か
か
る
。
登
山
者
は
辛
抱

強
く
順
番
を
待
ち
な
が
ら
山
頂
を
目
指
し
、
そ
し
て
人

と
す
れ
違
い
な
が
ら
鎖
場
を
下
山
す
る
の
で
あ
る
。
多

く
の
登
山
者
は
多
大
な
時
間
と
お
金
を
使
っ
て
雄
大
な

山
岳
景
観
と
静
寂
、
そ
し
て
原
生
的
体
験
を
期
待
し
て

入
山
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
実
は
山
小
屋
と
登
山
道

の
混
雑
、
そ
し
て
静
寂
と
は
程
遠
い
体
験
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
登
山
者
は
翌
年
以
降
も
似

自
然
保
護
地
域
に
お
け
る
保
全
と
利
用

公
立
大
学
法
人 

国
際
教
養
大
学
　
ア
ジ
ア
地
域
研
究
連
携
機
構
　
機
構
長
・
教
授　
　

熊
谷
　
嘉
隆

連載Ⅰ
当財団専門委員

私の研究と観光
第6回
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効
果
と
そ
れ
を
基
に
整
備
し
た
学
校
、
病
院
、
橋
、
道

路
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
、
観
光
産
業
に
携

わ
る
人
々
と
一
般
住
民
と
の
意
識
・
生
活
様
式
、
生
活

水
準
の
乖
離
、
異
文
化
と
遭
遇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
影

響
を
受
け
た
若
者
達
の
伝
統
的
生
活
様
式
へ
の
眼
差
し

の
変
化
、
登
山
者
・
ト
レ
ッ
カ
ー
を
支
え
る
薪
・
水
の

確
保
と
食
料
増
産
の
為
の
森
林
伐
採
や
開
墾
地
の
開
拓

と
い
っ
た
環
境
負
荷
、
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
観
察
・
体

験
も
当
該
分
野
の
研
究
に
進
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

留
学

１
９
９
０
年
よ
り
米
国
の
州
立
モ
ン
タ
ナ
大
学
・ 

森
林
学
部
ア
ウ
ト
ド
ア

－レ
ク
リ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
自
然

保
護
地
域
の
管
理
運
営
を
学
ぶ
た
め
渡
米
し
た
。
今 

で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
こ
の
学
科
専
攻
生
の 

必
修
で
あ
るIntroduction to Outdoor Recreation 

M
anagem

ent

の
講
義
初
日
に
担
当
教
員
が
「
ア
ウ
ト

ド
ア

－レ
ク
リ
ー
シ
ョ
ン
管
理
運
営
に
お
い
て
最
も
大
事

な
の
は
利
用
者
の
満
足
（U

ser satisfaction

）
を
ど
う

高
め
る
か
で
あ
る
。」
と
の
指
摘
で
あ
っ
た
。
当
初
、
こ

の
分
野
に
お
い
て
一
番
重
要
な
の
は
自
然
保
全
で
あ
る

と
信
じ
て
い
た
筆
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

っ
た
。
勉
強
を
進
め
る
う
ち
に
「
利
用
者
の
満
足
」
は

そ
の
人
の
心
身
の
健
康
、
創
造
的
仕
事
、
家
族
・
友
人

と
の
絆
の
深
化
、
豊
か
な
人
生
、
等
の
社
会
福
祉
政
策

に
も
寄
与
し
「
満
足
し
た
利
用
者
」
を
増
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
自
然
保
護
地
域
の
社
会
・
政
策
的
意
義
が
よ
り

広
く
認
知
さ
れ
、
ひ
い
て
は
当
該
分
野
の
継
続
的
予
算

の
確
保
に
繋
が
り
、
そ
れ
が
健
全
な
自
然
保
護
地
域
管

理
運
営
に
も
資
す
る
、
と
の
循
環
図
式
が
見
え
て
き
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、「
利
用
者
の
満
足
」
は
多
様
な
利
用

者
に
応
え
る
「
多
様
な
機
会
」
が
自
然
保
護
地
域
内
で

提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
利
用
者
に
よ
る
環
境
負
荷
は

利
用
者
数
の
み
が
説
明
変
数
で
な
く
、
利
用
類
型
、
利

用
者
の
マ
ナ
ー
、
利
用
の
季
節
・
タ
イ
ミ
ン
グ
、
利
用

地
の
社
会
的
・
生
態
的
特
性
、
な
ど
の
要
素
が
相
互
に

絡
み
合
っ
て
変
動
す
る
こ
と
、
な
ど
を
学
ん
だ
。

今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

ア
メ
リ
カ
留
学
と
研
究
生
活
を
２
０
０
４
年
に
終
え
、

現
在
の
職
場
に
奉
職
し
た
。
帰
国
当
初
は
当
該
分
野
の

「
先
進
地
」
で
学
ん
だ
こ
と
を
我
が
国
の
自
然
公
園
に
応

用
す
る
、
と
意
気
込
ん
で
い
た
が
、
そ
の
法
制
度
、
土

地
所
有
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
管
理
運
営
執
行
可
能
各
種
資

源
等
に
お
い
て
事
情
が
異
な
る
我
が
国
で
の
直
接
的
応

用
は
非
現
実
的
で
あ
る
と
認
識
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ま
ず

は
謙
虚
に
勉
強
し
な
お
そ
う
と
決
意
し
た
。
帰
国
直
後

の
２
０
０
４
年
に
国
立
公
園
研
究
に
携
る
国
内
有
志
と

共
に
「
自
然
公
園
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
（
現
在
、
事

務
局
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）、
今
ま
で
、
こ
の
研
究
会
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
、
我
が
国
の
地
域
制
自
然
公
園
の
有

効
性
評
価
や
協
働
型
管
理
運
営
の
あ
り
方
（
環
境
省
主

催
の
検
討
委
員
会
）、沖
縄
県
の
観
光
収
容
力
の
検
討（
沖

縄
県
主
催
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
共
催
）、
自
然
保
護
地
域
の
評
価
、

計
画
、
管
理
、
合
意
形
成
手
法
の
開
発
（
環
境
研
究
総

合
推
進
費
）
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
一
貫
し
て
い
る
問
題
意
識
は
「
自
然

保
護
地
域
お
け
る
保
全
と
利
用
（
主
に
観
光
行
動
）
の

バ
ラ
ン
ス
」
で
あ
る
。

現
在
、
我
が
国
で
は
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
国
立
公
園
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
で
見
直
し
、
よ
り
多
く
の
国
外
観
光
客
を
魅
了

す
る
た
め
の
「
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
も
今
ま
で
の
経
験
値
を
活
か
し
て
国
立
公

園
の
単
な
る
観
光
地
化
で
は
な
く
「
保
全
と
利
用
の
バ

ラ
ン
ス
」
の
図
ら
れ
た
世
界
水
準
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

ク
」
化
を
目
指
し
、
関
係
者
と
意
見
交
換
を
図
り
つ
つ

研
究
成
果
を
施
策
に
反
映
さ
せ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

（
く
ま
が
い　

よ
し
た
か
）

熊
谷 

嘉
隆
（
く
ま
が
い 

よ
し
た
か
）

１
９
６
０
年
生
ま
れ　

札
幌
市
出
身
。
公
立
大
学
法
人
国
際
教
養

大
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
連
携
機
構　

機
構
長
・
教
授
。
１
９
９
７
年
モ

ン
タ
ナ
大
学
森
林
学
部
大
学
院
自
然
公
園
管
理
学
専
攻
修
士
課
程
修

了
、
２
０
０
１
年
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
森
林
学
部
森
林
資
源
学
科
森
林
社

会
科
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
農
業
家
政
学
部

自
然
資
源
科
学
学
科
博
士
研
究
員
、
２
０
０
４
年
か
ら
国
際
教
養
大
学    

国
際
教
養
学
部　

基
盤
教
育　

社
会
科
学　

助
教
授
、
２
０
０
７
年
教

授
、
２
０
１
４
年
よ
り
現
職
。
国
際
自
然
保
護
連
合
・
世
界
保
護
地
域
委

員
会
副
委
員
長
︱
東
ア
ジ
ア
地
域
担
当
／
日
本
委
員
会
委
員
長
を
兼
任
。

主
な
著
作
に
『
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
活
動
の
展
開
と
地
域
住
民
気

質
の
変
容 

― 

北
秋
田
市
阿
仁
地
区
の
事
例
か
ら
』 

年
報
村
落
社
会
研
究

43
号
（
２
０
０
８
）、“N

o N
eed to Reinvent the W

heel: A
pplying 

Existing Social Science T
heories to W

ildfire

” In People, Fire, 
and Forests. Oregon State University Press

な
ど
。
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「
津
軽
」
は
故
郷
へ
旅
す
る
愛
（
か
な
）
し
さ
を

疑
似
体
験
で
き
る
1
冊
で
あ
る
。

太
宰
は
津
軽
の
大
地
主
で
あ
る
津
島
家
に
生
ま

れ
た
。
弘
前
高
校
時
代
に
芸
者
遊
び
を
始
め
て
H

と
親
密
と
な
っ
た
他
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
か
ぶ
れ
て

津
島
家
の
横
暴
を
告
発
す
る
小
説
を
書
い
て
い
る
。

高
校
卒
業
後
に
東
大
仏
文
科
に
進
学
し
、
H
を
東

京
に
呼
び
寄
せ
同
棲
を
始
め
た
。
並
行
し
て
政
治

活
動
に
も
参
加
し
た
が
、
手
段
を
択
ば
ぬ
政
治
活

動
に
絶
望
し
脱
落
す
る
。
そ
の
後
、
心
中
未
遂
を

起
こ
し
た
り
、
縊
死
を
企
て
失
敗
し
た
り
、
薬
物

中
毒
に
な
っ
た
り
、
H
と
心
中
未
遂
後
に
離
婚
す

る
な
ど
生
活
は
荒
ん
で
い
く
。
し
か
し
、
御
坂
峠

で
の
長
期
滞
在
中
に
出
会
っ
た
M
と
の
結
婚
を
契

機
に
心
身
と
も
に
健
康
と
な
り
、「
津
軽
」
な
ど
今

日
に
お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
る
多
く
の
小
説
を

執
筆
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

私
も
生
ま
れ
育
ち
は
津
軽
で
あ
る
。
新
制
弘
前

高
校
を
卒
業
後
に
上
京
し
東
工
大
社
会
工
学
科
に

進
学
し
た
。
入
学
直
前
に
陰
湿
な
浅
間
山
荘
事
件

が
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
政
治
活
動
に
興
味
を
持

つ
学
生
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
。
太
宰
ほ
ど
過
激
に

人
生
を
送
れ
る
は
ず
も
な
い
の
だ
が
、
大
学
在
学

中
に
津
軽
に
残
し
た
A
と
遠
距
離
交
際
を
し
、
大

学
4
年
次
に
求
婚
す
る
も
、あ
っ
け
な
く
断
ら
れ
る
。

自
意
識
過
剰
だ
っ
た
の
で
大
き
く
傷
つ
く
わ
け
だ

が
、
1
か
月
も
す
れ
ば
別
の
女
子
学
生
に
言
い
寄

っ
た
り
し
て
い
る
。
結
婚
の
た
め
卒
業
直
後
の
就
職

を
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
必
要
は
な
く
な
っ
た
。
少

し
ず
つ
標
準
語
で
論
文
を
執
筆
す
る
楽
し
さ
も
分

か
っ
て
き
て
、
大
学
院
に
進
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

太
宰
は
上
京
し
て
か
ら
故
郷
に
帰
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
今
回
、
十
数
年
ぶ
り
に
津
軽
を
旅
行
し
た
。

太
宰
は
津
軽
が
好
き
で
あ
る
。
い
や
、
正
確
に
は

津
軽
は
故
郷
な
の
だ
か
ら
理
想
的
存
在
で
居
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
太
宰
の
美
意

識
に
そ
ぐ
わ
な
い
風
景
は
容
赦
な
い
罵
倒
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
母
親
代
わ
り
に
育
て

て
く
れ
た
女
中
の
た
け
は
別
格
で
あ
る
。
た
け
は

母
で
あ
り
、
太
宰
の
身
体
そ
の
も
の
で
批
評
の
対

象
に
な
ら
な
い
。
そ
の
時
に
交
わ
し
た
た
わ
い
な
い

や
り
取
り
を
書
く
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

で
充
分
で
あ
る
。
た
け
と
会
い
、
太
宰
は
自
分
も

津
軽
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。

今
、
私
は
五
能
線
の
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
の
車

中
に
い
る
。
こ
の
「
橅
（
ぶ
な
）」
と
名
付
け
ら
れ

た
新
型
車
両
に
乗
り
込
ん
だ
時
に
は
、
都
会
人
に

媚
を
売
っ
て
い
る
よ
う
で
落
ち
着
か
な
い
と
思
っ
た

わ
け
だ
が
、
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
酒
を
い
く
ら
注

文
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
。
き
っ
と
飲
ま
な
い

家
か
ら
配
給
酒
を
集
め
て
き
た
に
違
い
な
い
。
前

言
撤
回
。
こ
の
車
両
、
目
を
見
張
る
ほ
ど
小
綺
麗

で
、
普
請
も
薄
っ
ぺ
ら
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

に
し
て
も
だ
ん
だ
ん
酔
い
が
回
っ
て
き
た
。
あ
と
少

し
で
弘
前
だ
。
A
に
会
え
る
は
ず
。「
今
行
ぐ
は
ん

で
、
待
っ
て
で
け
ろ
。」�

（
ね
も
と　

と
し
の
り
）
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旅
行
年
報
２
０
１
６　
（
２
０
１
６
年
10
月
中
旬
発
行
）

　

１
９
７
８
年
創
刊
の
年
報
。
観
光
に
関
す
る
各
種
統
計
資
料
お

よ
び
当
財
団
独
自
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
お
お
む
ね
過
去
一
年

間
の
動
向
を
概
観
し
て
い
ま
す
。「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」「
訪
日

外
国
人
旅
行
」「
観
光
産
業
」「
観
光
地
」「
観
光
政
策
」の
５
編
と「
観

光
研
究
」「
旅
行
年
表
・
付
属
統
計
表
」
で
構
成
。
旅
行
・
観
光

の
動
向
分
析
に
。
全
ペ
ー

ジ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

（
２
０
１
６
年
10
月
中
旬
～
）。

Ａ
４
判
２
０
０
ペ
ー
ジ
／
本

体
価
格
２
０
０
０
円
＋
税

平
成
27
年
度
観
光
地
経
営
講
座 

講
義
録
（
２
０
１
６
年
３
月
発
行
）

　

今
回
は
「
市
場
創
出
」
に
焦
点
を
当
て
、
特
に
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
市
場
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
国
土
交
通
省
観
光
庁
国

際
観
光
課
外
客
誘
致
室
長
の
佐
藤
久
泰
氏
「
我
が
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ
い

て
」、
岐
阜
県
観
光
国
際
戦
略
顧
問
の
古
田
菜
穂
子
氏
「
地
域
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
応
策
に
つ
い
て
」、
信
州
白
馬
八
方
温
泉
し
ろ
う
ま
荘
総
支
配
人
の
丸
山
俊
郎

氏
「
宿
泊
の
現
場
か
ら
見
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現

状
と
課
題
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

し
ま
な
み
代
表
理
事
の
山
本
優
子
氏
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
視
点
か
ら
み
た
自
転
車
旅
行
の
可
能
性
」

の
４
つ
の
講
演
内
容
を
収
録
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
中
。
※
講
師
の
所
属
・
役
職
は
講
座
開
催

時
の
も
の
で
す
。
Ａ
４
判
76
ペ
ー
ジ
／
本
体
価
格

１
０
０
０
円
＋
税

旅
行
産
業
論
（
２
０
１
６
年
２
月
発
行
）

　

立
教
大
学
、（
株
）
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
、
当
財
団
を
中
心
に

構
成
さ
れ
る
「
立
教
大
学
観
光
学
部
旅
行
産
業
研
究
会
」。
そ
の

研
究
会
が
、
立
教
大
学
の
講
義
内
容
を
ベ
ー
ス
と
し
て
旅
行
業
の

体
系
的
な
整
理
を
行
い
、
書
籍
化
し
た
も
の
で
す
。
実
務
的
内
容

に
と
ど
ま
ら
ず
、
旅
行
業
全
体
を
学
術
的
か
つ
俯
瞰
的
視
点
か
ら

解
説
し
て
い
ま
す
。
Ａ
５
判

２
１
８
ペ
ー
ジ
／
本
体
価
格

２
０
０
０
円
＋
税

２
０
１
５
年
度
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
記
録
（
２
０
１
６
年
７
月
発
行
）

　
「
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
の
２
０
１
５
年
度
の
記
録
で
す
。
第
１
回
「
黒
川
温
泉

の
魅
力
の
根
源
に
せ
ま
る
～
黒
川
の
「
ふ
る
さ
と
ら
し
さ
」
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の

か
～
」。
第
２
回
「
温
泉
地
と
災
害
を
考
え
る
（
第
１
部
：
日
本
の
温
泉
地
と
火
山
活
動

の
現
状
と
予
測
。
第
２
部
：
火
山
と
向
き
合
う
温
泉
地
の
現
場
か
ら
）」。
第
３
回
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当財団からのおしらせ

●2016年度　第26回旅行動向シンポジウム　開催
日時：2016年11月1日（火）・11月2日（水）
我が国の旅行・観光の動向　～『旅行年報2016』より～

　最新版『旅行年報2016』（2016年10月発行）の内容をもとに、「日本人の旅行市場」「観光産業・観光地の動き」
「観光政策」「訪日外国人（インバウンド）の旅行市場」の動向について、当財団の独自調査を複数まじえ、執筆した
研究員よりご報告いたします。
　※�本年は10月3日（月）にリニューアルオープンした「旅の図書館」と一体化した当財団ライブラリーホールで実施
します。時間など詳細はホームページで順次ご案内させていただきます。https://www.jtb.or.jp/

　当財団のホームページで連載中の「研究員コラム」。その最新10本のリストです。研究員のユニークな“視点”を�
ご一読下さい。毎週月曜日の更新です。

№ 308	 観光研究図書の独自分類から見えてきたこと	 大隅一志
新装「旅の図書館」は、“観光の研究と実務に役立つ図書館”を目指しています。その取り組みの一つとして構築したのが観光研究
資料の独自分類。その効用と、独自分類から見える近年の観光研究の傾向とは……

№ 309	 男性的なイメージのレジャーと女性的なイメージのレジャー	 柿島あかね
初めて競馬場に行く機会がありました。実際に訪れてみると、有名店のスイーツが並ぶおしゃれなカフェでは女性グループやカップ
ルがくつろぎ、パドック周辺はレースに出る馬を見る親子連れで賑わって……

№ 310	 外国人観光客の立場で考えたこと	 門脇茉海
とある観光地で地元の方と打合せをしていた時のこと、話題は増え続ける外国人観光客のことに。「ちゃんと話さなきゃって身構え
てしまう人が多いんだけど、話せなくても、身振り手振りと表情で十分伝わるんだよね。」この言葉を聞いた私は、一週間前の自分
の体験を思い出して……

№ 311	 訪日ビギナー観光客が市場拡大を牽引　～訪日市場5年間の客層変化を振り返る	 川口明子
観光庁が実施している『訪日外国人消費動向調査』が2016年で7年目を迎えました。この調査では、客層の実態調査も同時に行
われています。このデータを活用して、2011年から2015年までの5年間にわたる訪日市場の客層変化を見てみると……

№ 312	 ポケモンGOをプレイして ― 観光地の動きと今後の可能性 ―	 川村竜之介
本コラムでは以前に、相澤主任研究員が「位置ゲー」について、吉谷地主任研究員が「仮想現実（VR）・拡張現実（AR）」技術につ
いて紹介しました。その「位置ゲー」と「拡張現実」の両者を組み合わせたスマートフォンゲームアプリ「ポケモンGO」が世界中で大
ブーム……

№ 313	 観光分野における我が国の国際貢献（その２）	 菅野正洋
Asia Pacific Tourism Association（APTA）の年次大会に参加し、研究活動を通して得た知見を発表してきました。前回のコラム
で観光分野における我が国の国際貢献やプレゼンス向上の可能性に関して述べましたが、今回も同様に所感を述べてみたいと思
います。

№ 314	 38 年前の「旅の図書館」パンフレットから	 久保田美穂子
キャビネットの奥から、発行順に整理された昔の図書館パンフレットが出てきた。古地図や古代美術の彫刻写真を表紙に使った格
調高い雰囲気に興味を惹かれ開いてみると……

№ 315	 「国立公園」と「世界遺産」、どちらが人気？	 五木田玲子
環境省が進めている「国立公園満喫プロジェクト」は、日本の国立公園を世界水準の『ナショナルパーク』としてブランド化すること
が目的。7月には、訪日外国人を惹きつける取組を先行的・集中的に実施する8つの国立公園が選定されました。ところで、「国立公
園」は諸外国において、日本人にとって人気のキーワードである「世界遺産」と比べて、どのような位置付けなのでしょうか。

№ 316	 まちづくりと観光事業の間にある壁⑥	 後藤健太郎
本コラムでは、「観光まちづくり」をあえて“まちづくり”と“観光事業”の二つの側面に分けて、「まちづくりと観光事業の間にある壁
をどう乗り越えるか」を大きなテーマとしたいと思います。「例えば京都市と比べると全部負ける」。今回は川端五兵衛氏のこの言葉
を通して、まちづくりと観光について改めて考えたいと思います。

№ 317	 自動運転車が変える観光の未来	 塩谷英生
2013年の秋に行った自主調査で「これからの国内宿泊旅行市場が拡大していくために　必要性が高いと思う施策を選んでくださ
い」という質問をした（対象は全国の旅行好きで発信力のあるオピニオンリーダー層）。結果は……

「研究員コラム」の紹介
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地よくシャッターを押すことが出来た。
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